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正
直
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
が
来
賓
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
︒

　

続
い
て
︑
油
野
和
一
郎
石

川
県
道
路
整
備
促
進
協
会

会
長
・
か
ほ
く
市
長
が
意

見
発
表
を
行
い
︑
全
国
の
道

路
利
用
者
会
議
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
事
項
を
説
明
︒

同
内
容
を
基
に
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
道
路
整
備
・
管

理
に
関
す
る
決
議
文
を
坂

本
全
ト
協
会
長
が
力
強
く

読
み
上
げ
︑
出
席
者
の
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
︒

　

決
議
文
で
は
︑
高
規
格

道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
や
重
要
物
流
道
路

の
整
備
推
進
な
ど
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

や
︑
高
速
道
路
料
金
の
事

業
者
向
け
割
引
の
継
続
︑

ト
ラ
ッ
ク
等
の
利
用
者
目
線

で
の
渋
滞
対
策
の
実
施
︑
休

憩
施
設
の
機
能
強
化
な
ど

を
掲
げ
る
と
と
も
に
︑
令
和

７
年
度
道
路
関
係
予
算
に
つ

い
て
︑
賃
金
水
準
な
ど
の
上

昇
も
加
味
し
た
上
で
所
要

額
を
満
額
確
保
す
る
よ
う

訴
え
て
い
る
︒

　

な
お
︑
採
択
さ
れ
た
決

議
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
当

該
都
道
府
県
選
出
の
国
会

議
員
に
対
し
て
要
望
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒

　

会
議
で
は
冒
頭
︑
古
賀

誠
会
長
が
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
な
ど
道
路
利
用
者

関
係
団
体
の
皆
様
方
か
ら

の
力
強
い
ご
指
導
・
ご
支
援

を
頂
戴
し
な
が
ら
︑
当
会

議
は
成
長
し
て
き
た
︒
全

ト
協
を
は
じ
め
︑
道
路
利

用
者
関
係
団
体
の
皆
様
に

は
︑
今
後
も
力
強
い
ご
支

援
︑
お
心
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
ま
た
︑
佐
藤
信
秋
会

長
特
別
補
佐
（
自
由
民
主

党
参
議
院
議
員
）
が
﹁
昨

年
成
立
し
た
改
正
国
土
強

靭
化
基
本
法
に
基
づ
き
︑

早
期
に
﹃
国
土
強
靭
化
実

施
中
期
計
画
﹄
を
策
定
す

る
こ
と
を
お
約
束
申
し
上
げ

た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
斉
藤
鉄
夫
国

土
交
通
大
臣
が
﹁﹃
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
﹄
を
踏
ま

え
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

境
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
す
る
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
そ
れ
に
続
き
︑
青
木
愛

参
議
院
国
土
交
通
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

ま
た
︑
國
場
幸
之
助
国

土
交
通
副
大
臣
︑
堂
故
茂

国
土
交
通
副
大
臣
︑
こ
や

り
隆
史
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
︑
石
橋
林
太
郎
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
︑
尾
﨑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長

（
全
国
道
路
利
用
者
会
議
副
会
長
）
は
５
月

14
日
︑
東
京
都
千
代
田
区
の
砂
防
会
館
別
館

で
開
催
さ
れ
た
全
国
道
路
利
用
者
会
議
（
古

賀
誠
会
長
）の
第
76
回
定
時
総
会
に
出
席
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
道

路
利
用
者
の
代
表
と
し
て
︑
道
路
整
備
・
管

理
に
関
す
る
決
議
文
（
２
面
に
掲
載
）
を
力

強
く
読
み
上
げ
︑
利
用
者
目
線
で
の
道
路
整

備
実
現
を
強
く
求
め
た
︒

幹線道路ネットワークの強化や高速道路料金の事業者向け割引の継続などを
求める決議文を力強く読み上げる坂本全ト協会長（5月14日、砂防会館別館）

古賀　誠
全国道路利用者会議会長

斉藤　鉄夫
国土交通大臣

佐藤　信秋
全国道路利用者会議会長特別補佐

　

令
和
６
年
﹁
春
の
叙
勲
﹂
受
章
者
が
４

月
29
日
に
︑
ま
た
︑﹁
春
の
褒
章
﹂
受
章

者
が
４
月
28
日
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
︒

　

受
章
者
は
︑
次
の
各
氏
（
敬
称
略
︑
年

齢
は
４
月
29
日
現
在
）︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽ 

浅
井
隆
（
あ
さ
い
・
た
か
し
）
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
㈱
浅
井
代
表
取

締
役
・
73
歳

▽ 

小
林
俊
二
（
こ
ば
や
し
・
し
ゅ
ん
じ
）

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
㈱
小
林

運
輸
会
長
・
77
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽ 

菅
埜
元
晴
（
す
が
の
・
も
と
は
る
）
鳥

取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
㈱
小
鴨

代
表
取
締
役
・
71
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽ 
山
下
恭
一（
や
ま
し
た
・
き
ょ
う
い
ち
）

元
・
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
︑

山
一
産
業
㈱
会
長
・
77
歳

令和6年春の叙勲・褒章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
４
氏

春
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
４
氏

旭日小綬章
浅井　隆氏

旭日双光章
菅埜　元晴氏

旭日小綬章
小林　俊二氏

黄綬褒章
山下　恭一氏
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

第
１
回
「
総
務
委
員
会
」

大
会
の
開
催
概
要
（
案
）
お

よ
び
次
年
度
開
催
ブ
ロ
ッ
ク

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

し
︑
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
内
容
は
︑
６
月
６
日

開
催
の
第
２
０
５
回
理
事
会

へ
の
上
程
・
承
認
を
経
て
︑

同
27
日
開
催
の
第
１
０
１
回

通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

続
い
て
︑
外
国
人
労
働
者

の
導
入
に
向
け
た
検
討
策
の

推
進
や
︑
６
年
度
の
主
要
会

議
・
行
事
開
催
日
程
に
関
す

る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
16
日
︑
令
和
６
年
度
第

１
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂（
小

林
和
男
委
員
長
）
を
開
催
し

た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
５
年
度
事

業
報
告
書
（
案
）︑
②
５
年

度
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表

︹
案
︺︑
正
味
財
産
増
減
計

算
書
︹
案
︺
お
よ
び
収
支
計

算
書
︹
案
︺）
等
︑
③
定
款

の
変
更
（
案
）︑
④
第
29
回

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

令
和
５
年
度

事
業
報
告
書
（
案
）
等
を
承
認

（
６
月
１
日
〜
30
日
）

▽
６
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
０
５
回
理
事
会

▽
６
月
14
日

・
女
性
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
６
月
17
日

・
重
量
部
会
総
会

▽
６
月
21
日

・
第
１
回
青
年
部
会
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
６
月
27
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
０
１
回
通
常
総
会

・
第
２
０
６
回
理
事
会

令
和
６
年
度
「
点
検
整
備
推

進
運
動
」
実
施
要
領
を
公
表

９
月
に
全
国
統
一
強
化
月
間

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
８
日
︑令
和
６
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る

点
検
整
備
推
進
運
動
﹂
の
実

施
要
領
を
全

ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
︑
二
次
元

コ
ー
ド
）
に
掲
載
し
た
︒

　

近
年
︑
特
に
大
型
ト
ラ
ッ

ク（
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
）

の
車
輪
脱
落
事
故
が
急
増
︒

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
や

増
し
締
め
な
ど
︑
保
守
管
理

等
の
事
故
防
止
対
策
と
と
も

に
︑
環
境
面
に
お
い
て
も
︑

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

は
じ
め
と
し
た
地
球
温
暖
化

等
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
日
常
点
検
︑
定
期

点
検
な
ど
に
よ
る
点
検
・
整

備
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
︑
そ
の
実
施

状
況
は
必
ず
し
も
十
分
と
は

い
え
ず
︑
不
正
改
造
の
防
止

と
と
も
に
︑
点
検
整
備
の
確

実
な
実
施
を
徹
底
す
る
必
要

が
あ
る
︒

　

こ
の
た
め
全
ト
協
で
は
︑

同
運
動
の
実
施
要
領
に
よ

り
︑
不
正
改
造
の
防
止
お
よ

び
確
実
な
点
検
整
備
の
実
施

徹
底
を
呼
び
か
け
︒
１
年
を

通
じ
て
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
お
け
る
点
検
整
備
推
進

運
動
﹂
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
９
月
１
日
㈰
~
30
日
㈪

の
１
か
月
間
を
全
国
統
一
の

強
化
月
間
と
し
︑
こ
れ
に
加

え
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お
い
て
︑
地
域
事
情

に
応
じ
て
地
方
独
自
の
強
化

月
間（
地
方
独
自
強
化
月
間
）

を
設
定
し
て
同
運
動
を
展
開

す
る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
貨
物
自
動
車
に
関
す
る

適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
の
啓
発
（
表
に

﹁
重
点
点
検
項
目
﹂）︑
②
黒

煙
濃
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
部

品
等
の
自
主
点
検
・
整
備
の

実
施
に
関
す
る
啓
発
︱
︱
の

２
つ
を
実
施
項
目
と
し
︑
重

点
を
置
い
て
実
施
す
る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
を
参
照
︒

受
入
手
続
き
や
留
意
点
な
ど

都
道
府
県
ト
協
担
当
者
向
け

外
国
人
特
定
技
能
制
度
に

関
す
る
説
明
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
10
日
︑﹁
外
国
人
特
定

技
能
制
度
に
関
す
る
説
明

会
﹂
を
開
催
し
た
︒
同
説
明

会
は
︑
会
員
事
業
者
と
全
国

の
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
担
当
者
向
け
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
︑
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

実
施
し
た
︒

　

説
明
会
で
は
︑
ま
ず
︑
国

土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局

貨
物
流
通
事
業
課
の
運
崎
彩

香
課
長
補
佐
が
﹁
特
定
技
能

制
度
の
概
要
﹂
を
解
説
︒
同

制
度
は
︑
深
刻
化
す
る
人
手

不
足
対
策
と
し
て
︑
生
産
性

の
向
上
や
国
内
人
材
の
確
保

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
も
な
お
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

産
業
上
の
分
野
に
限
り
︑
一

定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し

即
戦
力
と
な
る
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
た
め
に
︑
在
留
資

格
﹁
特
定
技
能
﹂
が
平
成
31

年
に
創
設
さ
れ
︑
令
和
６
年

３
月
29
日
に
︑
自
動
車
運
送

業
分
野
（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

及
び
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
）
に

つ
い
て
対
象
分
野
へ
の
追
加

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を
解
説
し
た
︒
続
い
て
︑

全
ト
協
事
務
局
が
特
定
技
能

外
国
人
採
用
プ
ロ
セ
ス
と
留

意
点
︑
導
入
コ
ス
ト
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
︒

　

外
国
人
は
︑
特
定
技
能
評

価
試
験
・
日
本
語
能
力
試
験

の
合
格
等
の
要
件
を
満
た

し
︑
受
入
企
業
と
雇
用
契
約

を
締
結
後
に
入
国
し
た
後

は
︑
外
免
切
替
等
に
よ
り
日

本
の
運
転
免
許
を
取
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
︑
そ
の

期
間
は
在
留
資
格
﹁
特
定
活

動
﹂
で
在
留
（
最
大
６
か
月

更
新
不
可
）
し
︑
運
転
免
許

取
得
後
に
﹁
特
定
技
能
﹂
の

在
留
資
格
を
取
得
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
就

業
す
る
こ
と
と
な
る
︒

　

同
説
明
会
の
模
様
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
会
員

専
用
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
で
視
聴

可
能
︒

令
和
６
年
度
「
不
正
改
造
車

　
　
　
排
除
運
動
」
を
実
施

各
都
道
府
県
ト
協
設
定
の

強
化
期
間
に
重
点
置
き
展
開

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
﹁
不
正
改
造
車
排
除

運
動
﹂
に
つ
い
て
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い

て
設
定
す
る
１
か
月
間
を
強

化
月
間
と
し
︑
特
に
重
点
を

置
い
て
運
動
を
実
施
す
る
︒

　

重
点
排
除
項
目
は
︑
①
タ

イ
ヤ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル
（
回

転
部
分
）
の
車
体
外
へ
の
は

み
出
し
︑
②
灯
光
の
色
が
不

適
切
な
灯
火
器
お
よ
び
回
転

灯
等
の
取
り
付
け
︑
保
安
基

準
上
装
備
が
義
務
化
さ
れ
て

い
る
灯
火
器
（
例
:
側
面

方
向
指
示
器
）の
取
り
外
し
︑

③
前
面
ガ
ラ
ス
・
運
転
者
席

・
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼
付（
貼

付
状
態
で
可
視
光
線
透
過
率

70
％
未
満
）︑
④
マ
フ
ラ
ー
の

切
断
・
取
り
外
し
︑
騒
音
低

減
機
構
を
容
易
に
取
り
外
せ

る
等
の
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ

ー
の
装
着
︑
⑤
大
型
貨
物
自

動
車
の
速
度
抑
制
装
置
の
取

り
外
し
︑
解
除
ま
た
は
不
正

な
改
造
︑
変
更
等
︱
︱
の
５

項
目
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
同
運
動
実
施
内
容

お
よ
び
自
主
点
検
票
を
掲
載

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

等
へ
周
知
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
︑
適
正
化
事
業
巡
回

指
導
時
に
事
業
所
へ
の
啓
発

・
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
︒

外国人特定技能制度について説明会を開催（５
月10日、全ト協）

表　重点点検項目
点検時期

点検箇所 ３か月点検 12か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態 同左

ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左、機能

走行装置 ホイール

①タイヤの状態 同左

②ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの緩み 同左

③フロント・ホイール・
ベアリングのがた 同左

①ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの損傷

②リム、サイド・リングおよび
ディスク・ホイールの損傷

③リヤ・ホイール・
ベアリングのがた

「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
ろ
う
」
イ
ラ
ス
ト
ポ
ス
タ

ー
を
高
校
等
に
配
布

徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
湯
浅
恭
介
会
長
）
で
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
ろ
う
﹂
イ
ラ
ス
ト
ポ
ス
タ

ー
︵
写
真
︶
を
作
成
し
︑
県

内
の
就
職
割
合
の
高
い
高
等

学
校
な
ど
に
配
布
し
た
︒

　

ポ
ス
タ
ー
で
は
︑
徳
島
県

出
身
・
在
住
の
漫
画
家
で
あ

る
大
東
優
也
さ
ん
に
よ
る
描

き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
を
使

用
︒
く
ら
し
と
経
済
を
支
え

る
た
め
に
活
躍
す
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
明
る
い
タ

ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
る
︒
徳

島
県
ト
協
で
は
同
ポ
ス
タ
ー

を
３
０
０
枚
制
作
し
︑
県
内

の
就
職
割
合
が
高
い
高
校
14

校
の
ほ
か
︑
自
動
車
教
習
所

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配
布
︒

ま
た
︑
県
内
の
公
立
・
私
立

高
校
に
通
う
高
校
３
年
生
に

無
料
で
配
布
さ
れ
る
就
職
情

報
誌﹃
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
﹄に
も
︑

同
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
広
告

を
掲
載
し
て
い
る
︒

　

徳
島
県
ト
協
で
は
︑
今
後

も
若
年
層
に
対
し
て
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
︑
様
々
な
広
報

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
︒

第
10
回
「
道
路
委
員
会
」

振
り
返
っ
た
あ
と
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
の

道
路
関
係
要
望
事
項
に
つ
い

て
説
明
︒
そ
れ
ら
の
内
容
を

踏
ま
え
て
作
成
し
た
︑
令
和

７
年
度
の
道
路
関
係
要
望
事

項
案
が
事
務
局
か
ら
提
出
さ

れ
︑
同
案
に
つ
い
て
審
議
・

承
認
し
た
︒

　

同
案
は
︑
５
月
27
日
の
第

12
回
﹁
税
制
委
員
会
﹂
で
の

審
議
を
経
て
︑
６
月
６
日
の

第
２
０
５
回
理
事
会
に
上
程

さ
れ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
13
日
︑
第
10
回
﹁
道
路

委
員
会
﹂（
寺
岡
洋
一
委
員

長
）
を
開
催
し
た
︒

　

寺
岡
委
員
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
に
続
き
︑
事
務
局
が
第

９
回
道
路
委
員
会
︵
５
月
１

日
号
既
報
︶
の
議
事
概
要
を

説
明
し
︑
国
土
交
通
省
道
路

局
の
小
林
賢
太
郎
高
速
道
路

課
長
と
の
意
見
交
換
内
容
を

令
和
７
年
度
道
路
関
係
要
望
事
項
等
に

つ
い
て
審
議

第10回道路委員会（5月13日、全ト協）

全国道路利用者会議 第 76 回定時総会「決議」 （1 面に関連）

　次に掲げる項目を計画的かつ着実に実現すること。

一、�防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策の最終年度となる令和７年
度においても、必要な予算・財源を確保すること

　　�また、令和６年能登半島地震などを踏まえ、国土強靱化実施中期計画を令和６
年内の早期に策定し、必要な予算・財源を別枠で確保すること

一、�我が国の生産性を向上させ、成長力及び国際競争力を強化するため高規格道路
のミッシングリンクの解消、重要物流道路の整備推進など、幹線道路ネットワ
ークを強化すること

一、�高速道路料金について、利用に応じた料金制度としつつ、事業者向け割引を継
続すること

一、�経済活動の生産性向上やカーボンニュートラル推進を図るため、利用者目線で
の渋滞対策の実施、道の駅などの休憩施設の機能強化、中継物流拠点の整備及
び交通結節機能の強化を推進すること

　これらの項目も踏まえ、山積する道路整備の課題に対応していくため、新たな財
源の創設等により、令和７年度道路関係予算は、賃金水準などの上昇も加味した上
で、所要額を満額確保すること。

令和６年５月 14日

令和6年度第1回総務委員会（5月16日、全ト協）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
５

月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主

党
﹁
物
流
調
査
会
﹂（
会
長
:
今

村
雅
弘
衆
議
院
議
員
）に
出
席
し
︑

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
︑
同
問
題
の
解
決
に
向

け
て
要
望
を
行
っ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
馬
渡
雅
敏
副

会
長
（
物
流
政
策
委
員
長
）
と
若

林
陽
介
理
事
長
が
出
席
し
た
︒

　

冒
頭
︑
今
村
物
流
調
査
会
会
長

が
﹁
当
会
と
し
て
は
︑﹃
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
﹄
に
適
切
に
対
応

し
な
が
ら
︑
持
続
可
能
な
物
流
の

実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し

た
︒

　

続
い
て
︑
今
年
４
月
以
降
の
物

流
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
︑
鶴

田
浩
久
国
土
交
通
省
物
流
・
自
動

車
局
長
が
説
明
︒
国
交
省
が
今
年

３
月
に
設
置
し
た
物
流
﹁
よ
ろ
ず

御
意
見
窓
口
﹂
に
対
し
︑
４
月
末

ま
で
に
17
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
︑
物
流

事
業
者
や
荷
主
企
業
の
取
り
組

み
︑
各
事
業
者
に
お
け
る
共
同
輸

送
の
実
施
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
︒

　

そ
れ
に
続
き
︑
馬
渡
全
ト
協
副

会
長
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
︒

冒
頭
︑
物
流
効
率
化
法
と
改
正
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
成
立

（
４
月
26
日
）
に
対
し
て
出
席
議

員
に
謝
意
を
述
べ
た
上
で
︑
全
ト

協
と
し
て
も
ま
だ
運
賃
交
渉
が
で

き
て
い
な
い
事
業
者
へ
の
支
援
や
︑

不
適
切
な
荷
主
情
報
の
収
集
強
化

な
ど
︑
業
界
を
挙
げ
て
全
力
で
取

り
組
む
と
強
調
し
た
︒

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
出
席
議
員

に
よ
る
意
見
交
換
で
は
︑﹁
荷
主

企
業
が
運
賃
・
料
金
交
渉
に
応
じ

な
い
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
は
︑
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
︒
自

民
党
と
し
て
も
適
正
運
賃
・
料
金

収
受
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
﹂︑﹁
物
流
﹃
よ
ろ
ず

御
意
見
窓
口
﹄
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
が
17
件
と
い
う
の
は
ま
だ
少
な

い
︒
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
し
︑

公
正
取
引
委
員
会
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
省
庁
が
し
っ
か
り
と
連
携

を
取
り
︑
価
格
転
嫁
の
実
現
に
向

け
て
荷
主
企
業
へ
の
指
導
を
強
化

し
て
ほ
し
い
︒
こ
う
し
た
環
境
が

整
う
こ
と
で
︑﹃
相
談
し
よ
う
﹄

と
い
う
機
運
が
高
ま
る
の
で
は
な

い
か
﹂
な
ど
の
意
見
が
挙
が
っ
た
︒

第
80
回
「
広
報
委
員
会
」一

般
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
︑
今
年
度
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
に
活
用
す
る
ポ
ス

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
募
集
を
進

め
て
い
る
ほ
か
︑
一
般
社
会

（
特
に
子
ど
も
た
ち
や
若
年

層
）
向
け
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
役
割
・
重
要
性
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
60
秒
程
度
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
︑
10

月
以
降
︑
大
型
街
頭
ビ
ジ
ョ

ン
等
で
放
映
す
る
︒

　

第
80
回
﹁
広
報
委
員
会
﹂

（
中
川
才
助
委
員
長
）
が
５

月
22
日
︑
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

中
川
委
員
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
に
続
き
︑
議
事
と
し
て

﹁
令
和
６
年
度
広
報
事
業
の

展
開
に
つ
い
て
﹂を
審
議
し
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

６
年
度
広
報
事
業
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
重
要
性
を

一
般
社
会
向
け
ア
ニ
メ
を
制
作
し

大
型
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
等
で
放
映

第80回広報委員会（5月22日、アルカディア市ヶ谷）

第
12
回
「
税
制
委
員
会
」議

・
承
認
し
た
︒

　

同
要
望
事
項
に
関
す
る
今

後
の
活
動
計
画
と
し
て
は
︑

６
月
６
日
開
催
の
第
２
０
５

回
理
事
会
で
報
告
し
た
の
ち
︑

﹁
令
和
７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関

係
施
策
に
関
す
る
要
望
書
﹂

を
作
成
︒
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
配
布
し
︑
７
月
以

降
︑
全
ト
協
・
都
道
府
県
ト

協
が
連
携
し
て
陳
情
・
要
望

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
企

画
課
の
宮
部
勝
弘
課
長
が

﹁
中
小
企
業
の
賃
上
げ
施
策

に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
27
日
︑
第
12
回
﹁
税
制

委
員
会
﹂（
浅
井
隆
委
員
長
）

を
開
催
し
た
︒

　

浅
井
委
員
長
に
よ
る
冒
頭

あ
い
さ
つ
の
後
︑
①
令
和
６

年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に

関
す
る
要
望
と
結
果
︑
②
７

年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に

関
す
る
要
望
事
項
（
案
）︑

③
７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施

策
要
望
に
関
す
る
活
動
計
画

（
案
）
︱
︱
等
に
つ
い
て
審

令
和
７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策

要
望
事
項
等
を
承
認

第12回税制委員会（5月27日、全ト協）

自民党「物流調査会」（5月14日、自民党本部）

今村　雅弘
自民党物流調査会会長

「物流の2024年問題」への対応
について説明する馬渡副会長

あ
っ
て
は
な
ら
な
い 

荷
主
企
業
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
!!

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
実
現
へ
全
ト
協
と
タ
ッ
グ

自
由
民
主
党「
物
流
調
査
会
」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

第27回「新潟県魚沼市『大湯温泉』」第27回「新潟県魚沼市『大湯温泉』」

　

こ
こ
は
︑
新
潟
県
の
米
ど

こ
ろ
と
し
て
有
名
な
魚
沼

市
︒
駒
ケ
岳
を
水
源
と
す

る
清
流
︑
佐
梨
川
の
河
畔

に
佇
む
﹁
大
湯
温
泉
﹂
を

訪
れ
ま
し
た
︒
新
潟
県
は

﹁
お
米
﹂︑﹁
お
酒
﹂︑﹁
温
泉
﹂

の
３
要
素
が
揃
っ
た
︑
旅
好

き
の
私
に
は
最
高
の
土
地
︒

今
宵
の
宿
は
﹁
源
泉
湯
の

宿　

か
い
り
﹂
で
︑
７
種
の

多
彩
な
湯
船
が
あ
り
︑
温
泉
好
き
垂
涎
の
宿
で
す
︒

　

還
暦
を
迎
え
︑あ
っ
さ
り
職
場
を
去
っ
た
友
人
は
︑

第
二
の
人
生
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
︒
野
菜
作
り
に
精

を
出
し
︑俳
句
の
会
に
入
り
四
季
の
移
ろ
い
を
詠
み
︑

年
末
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
﹃
第
九
﹄
を
歌
う
た
め
混

声
合
唱
団
に
入
り
︑
趣
味
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸

か
っ
て
い
ま
す
︒
そ
し
て
彼
は
︑無
類
の﹁
温
泉
好
き
﹂

と
き
て
い
ま
す
︒
そ
ん
な
彼
と
Ｊ
Ｒ
浦
佐
駅
で
落
ち

合
い
︑
旅
館
の
送
迎
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
す
︒
宿
ま

で
の
道
中
は
︑
新
緑
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒﹁
眩

し
い
く
ら
い
の
緑
だ
な
﹂︒
友
人
が
発
し
た
こ
の
言

葉
ど
お
り
︑
こ
れ
こ
そ
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
︑
大

自
然
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
︒﹁
趣
味
の
世
界
は

ど
う
だ
い
﹂
と
聞
く
と
彼
は
︑﹁
い
や
ぁ
楽
し
い
よ
︒

利
害
関
係
が
な
く
︑
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
﹂
と
満
足

気
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
︒

　

バ
ス
は
30
分
ほ
ど
で
宿
に
到
着
︒
早
速
浴
衣
に
着

替
え
︑本
館
か
ら
渡
り
廊
下
﹁
か
じ
か
橋
﹂
を
通
り
︑

佐
梨
川
の
対
岸
に
あ
る
湯
殿
棟
の
﹁
七
福
の
湯
﹂
に

向
か
い
ま
し
た
︒
３
本
の
源
泉
か
け
流
し
を
う
ま
く

利
用
し
︑
加
水
も
加
温
も
せ
ず
に
︑
７
種
の
湯
船
が

楽
し
め
る
こ
と
か
ら
︑﹁
七
福
の
湯
﹂
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
︒
は
じ
め
に
八
角
形
の
浴
槽
の﹁
腰
掛
の
湯
﹂

に
入
り
︑
続
い
て
佐
梨
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
入
浴
で
き
る
﹁
岩
風
呂
﹂
へ
︒
そ
し
て
暗
闇
の
中

に
や
わ
ら
か
な
灯
り
が
と
も
る﹁
洞
窟
風
呂
﹂に
と
︑

宿
自
慢
の
湯
船
を
次
々
に
巡
る
嬉
し
い
﹁
温
泉
の
梯

子
旅
﹂
で
す
︒
山
里
の
自
然
に
抱
か
れ
る
開
放
感
を

味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
温
泉
で
の
ひ
と
と
き
は
︑
何

と
い
う
至
福
の
時
間
で
し
ょ
う
︒

　

お
楽
し
み
の
夕
食
は
︑
魚
沼
産
の
お
米
や
地
元
産

の
新
鮮
野
菜
の
ほ
か
︑
新
潟
県
産
ブ
ラ
ン
ド
牛
﹁
に

い
が
た
和
牛
﹂
な
ど
多
彩
で
︑
そ
こ
に
地
元
の
銘
酒

﹁
鶴
齢
﹂
が
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑

親
し
き
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
ん
だ
の

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
今
宵
の
酒
宴
は
︑
酒

も
よ
し
︑
肴
も
よ
し
で
︑
大
満
足
の
一
夜
と
な
り
ま

し
た
︒

　

翌
日
は
︑
Ｊ
Ｒ
浦
佐
駅
か
ら
燕
三
条
駅
に
移
動

し
︑
荘
厳
な
社
殿
を
誇
る
﹁
彌
彦
神
社
﹂
を
参
拝

し
た
後
に
︑﹁
洋
食
器
・
刃
物
の
物
産
館　

燕
三
条

地
場
産
振
興
セ
ン
タ
ー
﹂
を
訪
れ
ま
し
た
︒
洋
食
器

・
刃
物
類
の
ほ
か
︑
キ
ッ
チ
ン
用
品
・
鍋
な
ど
約
１

万
点
に
及
ぶ
展
示
・
販
売
品
に
目
を
奪
わ
れ
︑
日

本
が
誇
る
食
器
・
刃
物
の
技
術
の
高
さ
に
改
め
て
感

心
し
た
次
第
で
す
︒
切
れ
味
鋭
い
日
本
の
伝
統
工
芸

品
は
︑
世
界
的
に
も
人
気
で
︑
東
京
の
﹁
か
っ
ぱ
橋

道
具
街
﹂
に
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国
人
観
光
客
が

多
く
訪
れ
て
食
器
類
を
買
い
求
め
︑
世
界
の
テ
ー
ブ

ル
に
並
ん
で﹁
料
理
の
影
の
主
役
﹂に
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
こ
で
も
︑外
国
人
観
光
客
の
姿
を
見
か
け
ま
し
た
︒

　

今
回
の
旅
は
︑
ま
る
で
故
郷
に
帰
り
︑
心
の
洗
濯

を
し
て
き
た
か
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
で
し
た
︒
そ

れ
に
し
て
も
︑
東
京
へ
向
か
う
帰
路
の
新
幹
線
の
車

中
で
︑
童
の
よ
う
に
眠
る
友
人
の
姿
を
見
て
︑
そ
の

屈
託
の
な
さ
に
私
の
頰
も
緩
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　

乗
用
車
に
応

急
用
の
ス
ペ
ア

タ
イ
ヤ
（
テ
ン

パ
ー
タ
イ
ヤ
）

が
搭
載
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
︑
20
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
︒
そ
れ
ま
で
︑Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日

本
自
動
車
連
盟
）の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
︑

タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
と
き
︑
外
か
ら
パ
ン
ク

修
理
材
を
打
ち
込
み
︑
一
時
的
な
走
行
を
可

能
に
す
る
方
法
で
対
処
し
て
い
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
搭
載
さ
れ
な

く
な
っ
て
か
ら
は
︑
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
頼
ら
ず
︑
パ
ン

ク
し
た
ま
ま
無
理
に
走
行
し
︑
タ
イ
ヤ
を
使

用
不
能
に
し
て
し
ま
う
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え

ま
し
た
︒
現
在
Ｊ
Ａ
Ｆ
で
は
︑
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
カ
ー
に
数
種
類
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
積
載

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
分
を
軽
量
化
す
る
こ
と
で
燃
費

が
向
上
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
︑
一
気
に
進

み
ま
し
た
︒

　

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
代
替
品
と
し
て
積
載
さ
れ
て

い
る
の
が
︑
ボ
ト
ル
タ
イ
プ
の
パ
ン
ク
修
理
剤
で

す
︒
タ
イ
ヤ
の
中
に
注
入
す
る
こ
と
で
穴
を
塞

ぎ
︑
空
気
の
漏
れ
を
止
め
る
の
で
す
が
︑
一
度

注
入
す
る
と
そ
の
タ
イ
ヤ
が
使
え
な
く
な
る
と

い
う
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

　

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
レ
ス
化
の
動
き
は
︑
乗
用
車
メ

ー
カ
ー
や
環
境
問
題
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
︑

近
年
ト
ラ
ッ
ク
に
も
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
レ
ス
化
の
波

が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
も
乗
用
車
と

同
様
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
搭
載
す
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
︒た
だ
し
︑乗
用
車
と
異
な
る
の
は﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
︑
車
両
に
装
着
さ
れ

し
︑
パ
ン
ク
車
両
に
合
う
サ
イ
ズ
が
あ
れ
ば
︑

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
貸
し
出
し
︑
後
日
返
却
す
る

と
い
う
手
段
も
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
ど
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
も
装
着
で

き
な
い
と
き
は
︑
レ
ッ
カ
ー
移
動
し
か
方
法
が

あ
り
ま
せ
ん
︒

　

し
か
も
︑
乗
用
車
の
タ
イ
ヤ
は
︑
そ
の
車
種

専
用
の
特
殊
サ
イ
ズ
が
増
え
た
た
め
︑
タ
イ
ヤ

量
販
店
で
も
常
時
在
庫
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
︑
当
日
中
に
同
じ
サ
イ
ズ
の
新
品
タ
イ
ヤ

を
用
意
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

乗
用
車
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
レ
ス
化
が
進
ん
だ

大
き
な
理
由
は
︑
車
室
空
間
を
広
げ
る
た
め
で

す
︒
ま
た
︑
新
車
に
搭
載
さ
れ
た
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
の
う
ち
︑
90
％
近
く
が
一
度
も
使
用
さ
れ
ず

に
廃
棄
処
分
さ
れ
る
と
い
う
環
境
的
要
因
や
︑

た
も
の
と
同
一
形
状
で
あ
る
た
め
︑
ホ
イ
ー
ル
込

み
で
１
０
０
㎏
も
の
重
量
が
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と

で
す
︒
ま
た
︑
格
納
器
材
の
設
置
に
も
費
用
が

か
か
る
の
で
︑﹁
軽
量
化
﹂
と
﹁
費
用
面
﹂
を
考

慮
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
新
車
購
入
時
に
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
を
搭
載
し
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
し
た
︒

　

正
直
な
と
こ
ろ
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

の
有
無
に
よ
っ
て
︑
燃
費
が
ど
れ
だ

け
変
わ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒
特

に
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
夜
間
走
行
時
に
タ

イ
ヤ
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合
︑
ス

ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
な
け
れ
ば
︑
救
援
に

向
か
う
こ
と
が
で
き
る
ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
店
は
限
ら
れ
︑
費
用
も
高
額
に

な
り
ま
す
︒
も
し
私
が
ト
ラ
ッ
ク
の

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
レ
ス
化
に
関
す
る
相

談
を
受
け
た
ら
︑
絶
対
に
反
対
し
ま

す
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
最
後
の
命
綱

で
す
か
ら
︑
物
流
コ
ス
ト
と
は
分
け

て
考
え
て
ほ
し
い
で
す
︒

 

第
153
回 

「
ト
ラ
ッ
ク
も『
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
レ
ス
』の
時
代
に
?!
」

～高速道路編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		高速道路の本線車道では、横断と転回は禁止されているが、後退
は禁止されていない。（	○・×	）

❷		高速道路の本線車道に進入する場合、加速車線があるときは、そ
の加速車線を通行して進入しなければならない。（	○・×	）

❸		高速道路の加速車線や減速車線、路側帯や路肩は本線車道に含ま
れないが、登坂車線は本線車道に含まれる。（	○・×	）

❹		高速道路でトンネルに入ると視力が急激に低下するので、トンネ
ルに入ったら速やかにスピードを落とす。（	○・×	）

❺		高速道路から一般道路に出たときは、速度が遅くなりがちであ
る。（	○・×	）

（解答は4面）

　

国
土
交
通
省
は
５
月
24
日
︑

﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び

効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令
﹂
が
同
日
閣
議
決

定
さ
れ
た
と
発
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
に
対
応
し
︑
物

流
の
持
続
的
成
長
を
図
る
た

め
の
同
法
律
が
５
月
15
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑

同
法
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
た
め
の
政
令
を
制
定

し
た
も
の
︒

　

こ
の
う
ち
︑
地
方
適
正
化

事
業
実
施
機
関
に
よ
る
荷
主

の
違
反
原
因
行
為
の
国
土
交

通
大
臣
へ
の
通
知
︻
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
︼
に
つ
い

 

要
件
等
を
満
た
し
た
場
合
に

「
１
４
４
時
間
ル
ー
ル
」
の

適
用
を
除
外

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

　

国
土
交
通
省
は
５
月
14

日
︑
通
達
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
が
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
の
被
災
地
域
に
お

い
て
事
業
を
行
う
た
め
の
車

両
の
移
動
等
に
関
す
る
取
扱

い
の
特
例
に
つ
い
て
﹂
を
発

出
し
た
︒

　

運
送
事
業
者
は
﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
の
勤
務
時
間

及
び
乗
務
時
間
に
係
る
基

て
は
８
月
１
日
㈭
に
施
行
さ

れ
る
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
悪
質
な
荷

主
等
の
情
報
を
地
方
適
正
化

事
業
実
施
機
関
が
国
交
大
臣

に
通
知
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ

ン
に
よ
る
是
正
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
︒

 

「
物
流
脱
炭
素
化
促
進

事
業
」
の
募
集
を
開
始

公
募
期
間
は
６
月
13
日
㈭

16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
６
月
13

日
㈭
16
時
ま
で（
必
着
）︑﹁
物

流
脱
炭
素
化
促
進
事
業
﹂

（
補
助
事
業
）
の
募
集
を
行

っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
物
流
施
設
等
に

お
い
て
︑
大
容
量
蓄
電
池
等

準
﹂
に
基
づ
き
︑
運
転
者
を

１
４
４
時
間
以
内
に
一
度
所

属
営
業
所
に
戻
す
必
要
が
あ

る
が
︑
通
達
﹁
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
１

４
４
時
間
ル
ー
ル
の
取
扱
い

に
つ
い
て
﹂（
６
年
２
月
９
日

付
）
に
お
い
て
︑
同
地
震
の

復
旧
・
復
興
事
業
に
関
し

て
︑
当
分
の
間
︑
１
４
４
時

間
ル
ー
ル
を
適
用
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
た
︒
こ
の
１
４
４

時
間
ル
ー
ル
の
適
用
に
よ

り
︑
被
災
地
域
に
お
け
る
業

務
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
︑
同

省
は
今
般
の
通
達
に
よ
り
︑

を
活
用
し
た
物
流
の
脱
炭
素

化
促
進
に
資
す
る
取
り
組
み

を
実
施
す
る
た
め
︑
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用

に
必
要
な
設
備
や
︑
そ
の
電

気
を
利
用
す
る
車
両
等
の
導

入
を
行
う
実
証
事
業
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
物
流
脱
炭
素

化
の
促
進
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
︒
補
助
対
象
事

業
者
は
︑貨
物
運
送
事
業
者
︑

貨
物
利
用
運
送
事
業
者
︑
倉

庫
事
業
者
等
︒
補
助
対
象
経

費
（
補
助
率
）
は
︑
物
流
脱

炭
素
化
促
進
事
業
費
の
２
分

の
１
ま
で
（
１
事
業
者
当
た

り
最
大
２
億
円
ま
で
）︒

　

公
募
の
詳
細
や
申
請
様
式

等
に
つ
い
て
は
︑
物
流
脱
炭

素
化
促
進
事

業
特
設
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ
と
︒

改
め
て
特
例
措
置
を
設
け
た
︒

　

同
特
例
措
置
で
は
︑
要
件

等
を
満
た
し
た
場
合
に
限

り
︑
臨
時
的
に
被
災
地
域
に

設
け
る
拠
点
を
運
転
者
の
所

属
す
る
営
業
所
と
み
な
す
こ

と
で
︑
１
４
４
時
間
以
内
に

所
属
営
業
所
に
戻
す
必
要
が

な
く
な
る（
６
月
１
日
施
行
︑

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の

取
扱
い
）︒
な
お
︑通
達
﹁
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
の
営
業
所
損
壊
等
被
害

下
に
お
け
る
支
援
物
資
等
の

一
時
的
な
輸
送
体
制
確
保
の

た
め
の
臨
時
の
活
動
拠
点
設

置
の
特
例
に
つ
い
て
﹂（
６
年

１
月
５
日
付
事
務
連
絡
）
お

よ
び
﹁
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
を
踏
ま
え
た
１
４
４
時

間
ル
ー
ル
の
取
扱
い
に
つ
い

て
﹂（
６
年
２
月
９
日
付
国
自

安
第
１
３
３
号
）
は
︑
６
月

１
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
る
︒

　

な
お
︑
要
件
等
の
詳
細
は

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
︒

 

標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
利
用
促
進

支
援
事
業
の
募
集
を
開
始

６
月
14
日
〜
７
月
11
日

　

国
土
交
通
省
は
６
月
14
日

か
ら
︑﹁
物
流
標
準
化
促
進

事
業
費
補
助
金
（
労
働
力
不

足
に
対
応
す
る
た
め
の
標
準

仕
様
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
促
進

支
援
事
業
）﹂
の
募
集
を
開

始
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
複
数
の
レ
ン
タ

ル
パ
レ
ッ
ト
事
業
者
が
設
置

す
る
共
同
管
理
主
体
が
効
果

的
に
パ
レ
ッ
ト
の
共
同
管
理

・
共
同
運
用
を
行
う
た
め
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
︑
当

該
共
同
管
理
主
体
が
提
供
す

る
パ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
荷

主
等
に
対
し
︑
導
入
に
係
る

支
援
お
よ
び
効
果
検
証
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
︒

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通

り
︒

︻
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
を
導

入
す
る
事
業
者
︼

・
公
募
期
間
=
令
和
６
年
６

月
14
日
㈮
14
時
~
７
月
11
日

㈭
16
時
（
必
着
）

・
交
付
決
定
=
７
月
下
旬
頃

（
予
定
）

・
事
業
期
間
=
交
付
決
定
日

~
７
年
１
月
24
日
㈮

　

公
募
の
詳
細
や
申
請
様
式

等
に
つ
い
て
は
︑
物
流
標
準

化
促
進
事
業

費
補
助
金
特

設
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
加
速
化
緊

急
対
策
事
業
」
募
集
開
始

公
募
期
間
は
６
月
20
日
㈭

16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
６
月
20
日

㈭
16
時
ま
で
（
必
着
）︑﹁
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
加
速
化
緊
急

対
策
事
業
費
補
助
金
﹂
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
荷
主
企
業
お
よ

び
貨
物
運
送
事
業
者
（
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
等
）
な

ど
の
物
流
に
係
る
関
係
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
協
議
会

が
︑
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ

ー
ス
等
の
先
進
的
な
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
場
合
に
︑
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
推
進
に
資
す
る
機

器
の
導
入
等
を
行
う
実
証
事

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
︒

　

補
助
率
は
２
分
の
1
以
内

（
上
限
あ
り
）︒

　

公
募
の
詳
細
や
申
請
様
式

等
に
つ
い
て

は
︑
同
事
業

特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

優
良
事
業
者
等
表
彰
」
の

公
募
を
開
始６月

21
日
㈮
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
６
月
21
日

㈮
ま
で
︑﹁
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
優
良
事
業
者
等
表

彰
﹂
の
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
運
輸
事
業
者
に

お
け
る
安
全
文
化
の
構
築
・

定
着
︑
継
続
的
な
見
直
し
・

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
力
に
支
援
す
る
た
め
︑
運

輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

し
︑
著
し
く
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
事
業
者
︑
団
体
︑
個

人
に
対
し
て
表
彰
を
行
う
も

の
︒
応
募
対
象
は
︑
①
事
業

者
︑
団
体
ま
た
は
個
人
（
保

有
車
両
数
２
０
０
両
以
上
）︑

②
小
規
模
事
業
者
（
同
２
０

０
両
未
満
）︒

　

詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

「
物
流
・
商
流
情
報
の
オ
ー
プ

ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
構
築

・
運
営
経
費
の一
部
を
補
助

６
月
21
日
㈮
15
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
６
月
21
日

㈮
15
時
ま
で
（
必
着
）︑﹁
物

流
標
準
化
促
進
事
業
費
補
助

金
（
物
流
デ
ー
タ
の
標
準
化

促
進
に
向
け
た
オ
ー
プ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
支
援

事
業
）﹂
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
︒

　

同
補
助
金
は
︑﹁
物
流
情

報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を

活
用
し
て
︑
貨
物
の
輸
送
を

委
託
す
る
複
数
の
荷
主
企
業

や
物
流
シ
ス
テ
ム
事
業
者
等

が
連
携
し
て
行
う
共
同
輸
配

送
等
を
図
る
た
め
の
﹁
物
流

・
商
流
情
報
の
オ
ー
プ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂
の
構
築

や
運
営
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
︒
補
助

率
は
︑
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
最
大
３
０
０

０
万
円
程
度
）︒

　

詳
細
は
︑
同
補
助
金
特
設

ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
を

参
照
︒

 

早
期
実
現
に
向
け
て
「
実

験
線
」
整
備
を
検
討

「
自
動
物
流
道
路
に

関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
５
月
14

日
︑
第
３
回
﹁
自
動
物
流
道

路
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
委

員
長
:
羽
藤
英
二
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
冒
頭
︑
㈱
味
の

素
︑
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ

パ
ン
㈱
︑
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒

ま
た
︑
前
回
の
検
討
会
で
︑

羽
藤
委
員
長
か
ら
実
験
線
の

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
言

及
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
︑

事
務
局
が
実
験
線
に
つ
い
て

説
明
し
た
︒

　

実
験
線
に
つ
い
て
は
︑
将

来
的
な
完
成
系
の
路
線
の
一

部
や
物
流
拠
点
間
を
結
ぶ
路

線
な
ど
︑
実
際
の
路
線
を
踏

ま
え
て
区
間
設
定
を
行
う
こ

と
と
し
︑
輸
送
や
荷
役
に
係

る
各
工
程
の
自
動
化
︑
物
流

標
準
化
︑
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の

最
適
化
等
の
物
流
の
省
人
化

・
効
率
化
や
脱
炭
素
化
の
最

大
限
の
実
現
を
目
指
し
て
実

験
を
行
う
と
い
う
方
向
性
が

示
さ
れ
た
︒

　

出
席
し
た
委
員
か
ら
は
︑

実
験
に
対
し
て
︑﹁
実
験
の

実
施
は
自
動
物
流
道
路
の
早

期
実
現
に
向
け
て
重
要
で
あ

り
︑
期
待
し
た
い
﹂︑﹁
実
験

を
通
じ
て
重
要
物
流
道
路
の

具
体
的
な
姿
が
見
え
て
く
る

こ
と
で
︑
国
民
の
期
待
が
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
の

意
見
が
挙
が
っ
た
︒

悪
質
荷
主
の
情
報
を
地
方
適
正
化
事
業

　
　
　
実
施
機
関
が
国
交
大
臣
に
通
知

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
是
正
措
置
加
速
へ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第131回］

もしかして「扇風機アプリ」……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜高速道路編〜
	 【解 答】3面に問題
❶	×（法第75条の5）高速自動車
国道および自動車専用道路の本線
車道では、横断、転回、後退をし
てはならない。
❷	○（法第75条の7第1項）自動
車は、本線車道に入ろうとする場
合において、加速車線が設けられ
ているときは、その加速車線を通
行しなければならない。
❸	×（教則第7章第2節	走行上の
注意1）本線車道とは、高速道路
で通常高速走行をする部分(加速
車線、減速車線、登坂車線、路側
帯、路肩を除いた部分)をいう。し

たがって、登坂車線は本線車道に
は含まれない。
❹	×（教則第7章第2節	走行上の
注意3-11）高速道路でトンネルに
入ると、視力が急激に低下するの
で、あらかじめ手前で速度を落と
す。
❺	×（教則第7章第2節	走行上の
注意5-3）一般道路へ出たときは、
速やかに一般道路に見合った運転
方法をとる。特に、高速運転に慣
れた後は速度を出し過ぎになりが
ちなので、速度には十分注意する。

 

令
和
5
年
中
交
通
事
故
統

計
分
析
結
果︵
発
生
地
別
︶

ポ
ス
タ
ー
を
同
封

さ
ら
な
る
事
故
防
止
の

徹
底
を
求
め
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

ま
と
め
た
﹁
令
和
５
年
中
の

交
通
事
故
統
計
分
析
結
果

（
発
生
地
別
）﹂
に
よ
る
と
︑

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当

事
者
と
な
る
令
和
５
年
中
の

交
通
死
亡
・
重
傷
事
故
発
生

件
数
は
︑
前
年
よ
り
１
０
３

件
多
い
１
０
６
２
件
で
︑
死

者
数
・
重
傷
者
数
の
合
計
は

前
年
よ
り
１
１
３
人
増
加
の

１
１
３
７
人
と
な
っ
た
︒
ま

た
︑
飲
酒
運
転
人
身
事
故
件

数
は
︑
前
年
の
６
件
か
ら
17

件
増
加
し
23
件
へ
急
増
し
て

い
る
︒
こ
れ
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ

ラ
ン
２
０
２
５
﹂
の
数
値
目

標
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で

あ
り
︑
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
︒

　

こ
の
た
め
全
ト
協
で
は
５

月
16
日
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
対
し
て
﹁
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
重
大
事
故

発
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂
を

通
知
し
︑
交
通
事
故
防
止
に

つ
い
て
会
員
事
業
者
へ
周
知

・
徹
底
す
る
よ
う
求
め
た
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
分
析
結
果
概

要
を
ま
と
め
た
︑
啓
発
用
ポ

ス
タ
ー
を
同
封
し
た
︒

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者

数
が
３
年
連
続
で
増
加

「
墜
落
・
転
落
」
対
策
の

徹
底
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
27

日
︑
令
和
５
年
の
労
働
災
害

発
生
状
況
を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

令
和
５
年
１
月
~
12
月
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
り
患
に
よ
る
も
の
を

除
い
た
労
災
に
よ
る
死
亡
者

数
は
７
５
５
人
（
前
年
比
19

人
減
）
と
過
去
最
少
と
な
っ

た
一
方
︑
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
者
数
は
13
万
５
３
７
１
人

（
同
３
０
１
６
人
増
）
と
３

年
連
続
で
増
加
し
た
︒

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
で

は
︑
死
亡
者
数
は
１
１
０
人

（
同
20
人
増
）︒
事
故
の
型

別
で
は
︑﹁
交
通
事
故
（
道

路
）﹂
が
48
人
（
43
・
６
％
）

で
最
も
多
か
っ
た
︒
ま
た
︑

死
傷
者
数
は
１
万
６
２
１
５
人

（
同
３
６
５
人
減
）
で
︑
事

故
の
型
別
で
は
荷
役
作
業
中

の
﹁
墜
落
・
転
落
﹂
が
４
２

０
７
人
（
25
・
９
％
）
と
最

も
多
く
︑﹁
転
倒
﹂︑﹁
動
作

の
反
動
・
無
理
な
動
作
﹂
が

続
い
た
︒

　

厚
労
省
で
は
事
業
者
に
対

し
︑﹁
墜
落
・
転
落
﹂
に
よ

る
労
災
を
防
ぐ
た
め
に
︑
６

年
２
月
に
全
面
施
行
さ
れ

た
︑
貨
物
自
動
車
で
の
荷
役

作
業
時
の
昇
降
設
備
の
設

置
︑
保
護
帽
の
着
用
︑
テ
ー

ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
の
操
作

に
つ
い
て
の
特
別
教
育
の
義

務
化
等
を
内
容
と
す
る
改
正

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
遵
守

の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

下
請
代
金
の
据
え
置
き
も

「
買
い
た
た
き
」
の
対
象
に

コ
ス
ト
上
昇
分
の

転
嫁
を
加
速
へ

　

公
正
取
引
委
員
会
は
５
月

27
日
︑﹁
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
に
関
す
る
運
用

基
準
﹂
を
改
正
︑﹁
買
い
た

た
き
﹂要
件
を
明
確
化
し
た
︒

　

同
改
正
は
︑
令
和
５
年
11

月
29
日
に
公
表
さ
れ
た
﹁
労

務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め

の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指

針
﹂
等
を
踏
ま
え
た
も
の
︒

従
来
の
基
準
で
は
︑
買
い
た

た
き
を
﹁
著
し
く
低
い
下
請

代
金
の
額
を
不
当
に
定
め
る

こ
と
﹂
と
し
て
い
た
が
︑
新

基
準
で
は
︑
労
務
費
や
原
材

料
価
格
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
な
ど
の
著
し
い
上
昇
が
公

表
資
料
で
確
認
で
き
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
︑
下
請
代
金
を

据
え
置
い
た
場
合
も
買
い
た

た
き
に
該
当
す
る
と
明
記
︒

コ
ス
ト
上
昇
分
を
取
引
価
格

に
転
嫁
さ
せ
る
こ
と
で
︑
下

請
企
業
の
賃
上
げ
に
繋
げ
る
︒

 

７
月
に
「
夏
期
労
働
災
害

防
止
強
調
運
動
」
を
展
開

陸
災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
︑
７
月
１
日
~
31
日
の

１
か
月
間
を
﹁
令
和
６
年
度

陸
上
貨
物
運
送
事
業
夏
期
労

働
災
害
防
止
強
調
運
動
期

間
﹂
と
定
め
︑
労
災
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
重
点
的

に
展
開
す
る
︒

　

６
年
の
労
働
災
害
発
生
状

況
（
１
~
３
月
速
報
値
）
で

は
︑
死
亡
者
数
は
17
人
（
前

年
同
期
比
10
人
減
）
と
減
少

し
た
一
方
︑
死
傷
者
数
は
２

８
４
０
人
（
同
８
人
増
）
と

微
増
︒
な
か
で
も
︑
墜
落
・

転
落
︑
飛
来
・
落
下
に
よ
る

災
害
が
依
然
と
し
て
多
発
し

て
い
る
ほ
か
︑
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ
に
よ
る
災
害
も

増
加
傾
向
に
あ
る
︒
さ
ら
に
︑

陸
運
業
に
お
い
て
は
長
時
間

 

生
活
習
慣
予
防
検
診
に
お
け
る

付
加
健
診
対
象
年
齢
が
拡
大

協
会
け
ん
ぽ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
︑

二
次
元
コ
ー

ド
）で
は
現
在
︑

﹁
け
ん
ぽ
の

い
っ
ぽ
！
﹂
と
銘
打
ち
︑
保

険
事
業
に
関
す
る
広
報
活
動

を
展
開
し
て
い
る
︒

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
︑
令
和

５
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
等
の
自
己
負
担
を
大

幅
に
軽
減
し
て
い
る
ほ
か
︑

６
年
度
か
ら
は
従
来
40
歳
・

50
歳
の
被
保
険
者
を
対
象
に

実
施
し
て
き
た
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
と
同
時
実
施
す
る

付
加
健
診
に
つ
い
て
︑
40
歳

・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60

労
働
に
よ
る
過
労
死
等
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
︑
改
正
改

善
基
準
告
示
の
周
知
な
ど
︑

過
労
死
予
防
の
取
り
組
み
を

一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

同
期
間
で
は
︑﹁
身
を
守

る　

三
点
支
持
を　

習
慣

に
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
︑

労
災
防
止
の
た
め
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
る
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

に
︑
同
運
動

実
施
要
綱
と
﹁
職
場
の
安
全

衛
生
自
主
点
検
表
﹂
を
掲
載

し
て
い
る
︒

歳
・
65
歳
・
70
歳
と
︑
対
象

年
齢
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い

る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
６
年
２
月
１
日
に
開
催

し
た
第
21
回
﹁
労
働
安
全
・

災
害
防
止
委
員
会
﹂（
赤
上

信
弥
委
員
長
）
に
お
い
て
︑

６
年
度
事
業
計
画
で
︑
協
会

け
ん
ぽ
等
と
連
携
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
康
増
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
︒

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
︑
全
ト

協
会
員
事
業
者
に
対
し
︑
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
・
付
加

健
診
の
受
診
に
加
え
︑
特
定

保
健
指
導
の
積
極
的
な
利
用

や
事
業
者
健
診
デ
ー
タ
の
提

供
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

高
年
齢
労
働
者
の
労
災
防

止
対
策
に
対
し
補
助
を
実
施

「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

補
助
金
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

令
和
６
年
度
﹁
エ
イ
ジ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
補
助
金
﹂
の
申
請

受
付
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑
高
齢
者
を

含
む
労
働
者
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
中

小
企
業
事
業
者
に
よ
る
高
年

齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止

対
策
︑
労
働
者
の
転
倒
や
腰

痛
を
予
防
す
る
た
め
の
専
門

家
に
よ
る
運
動
指
導
等
︑
コ

ラ
ボ
ヘ
ル
ス
等
の
労
働
者
の

健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
取

り
組
み
に
対
し
て
補
助
を
行

う
も
の
︒﹁
高
年
齢
労
働
者

の
労
働
災
害
防
止
対
策
コ
ー

ス
﹂（
補
助
率
２
分
の
１
︑
上

限
額
１
０
０
万
円
︹
消
費
税

を
除
く
︺）︑﹁
転
倒
防
止
や

腰
痛
予
防
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
指
導
コ
ー
ス
﹂（
補

助
率
４
分
の
３
︑
上
限
額
１

０
０
万
円
︹
同
︺）︑﹁
コ
ラ
ボ

ヘ
ル
ス
コ
ー
ス
﹂（
補
助
率
４

分
の
３
︑
上
限
額
30
万
円

︹
同
︺）
の
３
コ
ー
ス
︒

　

申
請
受
付

期
間
は
︑
10

月
31
日
㈭
ま

で
︒
詳
細
は
︑

選
定
方
法
等
に
つ
い
て
︑
全

ト
協
交
通
・
環
境
部
の
齋
藤

晃
部
長
が
回
答
︒
質
疑
応
答

や
記
念
撮
影
︵
写
真
㊦
︶
も

行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

・
タ
イ
運
輸
省
職
員
は
︑
そ

れ
ぞ
れ
研
修
と
し
て
国
土
交

通
省
︑
関
係
機
関
お
よ
び
関

係
事
業
者
等
を
訪
問
し
た
︒

時
間
外
労
働
時
間
上
限
超
過

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
事
業

者
は
25
・
９
％
に
減
少

「
働
き
方
改
革
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
第
６
回
﹁
働
き

方
改
革
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
﹂の
結
果
を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

全
ト
協
は
平
成
30
年
３
月

に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
策

定
し
︑
令
和
６
年
度
に
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間

が
年
９
６
０
時
間
超
と
な
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
割

合
を
０
％
と
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
︒
同
調
査
は
︑
同

目
標
の
確
実
な
実
現
に
向
け

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
働
き
方
改
革
の
進
捗
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
︒

　

調
査
は
５
年
10
月
時
点
の

状
況
に
つ
い
て
６
年
１
月
に

実
施
︒
６
３
６
事
業
者
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
︒

　
﹁
時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
を
超
え
る
従
業
員
の
有

無
﹂
で
は
︑ド
ラ
イ
バ
ー
で
は

﹁
い
る
﹂
と
し
た
割
合
が
25

・
９
％
で
︑
前
回
（
４
年
10

月
）
調
査
時
の
29
・
１
％
よ

り
も
低
下
︒
ま
た
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
以
外
の
一
般
労
働
者
で
は

﹁
い
る
﹂
の
割
合
が
10
・
７

％
で
︑
前
回
調
査
（
11
・
４

％
）
よ
り
も
わ
ず
か
に
少
な

く
な
っ
た
︒

　

同
調
査
結

果
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
タ
イ
政
府

職
員
が
研
修
の
た
め
来
協

過
積
載
対
策
や
運
行
管
理
等
学
ぶ

　

５
月
13
日
︑
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
政
府
職
員
（
道
路
技

術
者
）
６
人
が
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
訪
問
し
︑
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
山
崎
薫
専

務
理
事
ら
が
出
席
し
︑
日
本

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
や
全

ト
協
の
概
要
︑﹁
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
﹂
等
に
つ
い
て

説
明
︒
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政

府
職
員
か
ら
事
前
に
寄
せ
ら

れ
て
い
た
過
積
載
の
取
締
り

状
況
や
規
制
法
令
︑
チ
ェ
ッ

ク
方
法
等
の
対
策
に
関
す
る

質
問
に
つ
い
て
︑
齋
藤
晃
交

通
・
環
境
部
長
が
回
答
し
た
︒ 　

研
修
会
後
に
は
意
見
交
換

と
記
念
撮
影
︵
写
真
㊤
︶
が

行
わ
れ
た
︒

　

ま
た
５
月
20
日
︑
全
ト
協

を
タ
イ
運
輸
省
の
職
員
が
訪

れ
︑
日
本
の
運
行
管
理
制
度

等
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
︒

　

同
省
か
ら
は
︑
陸
上
交
通

局
︑
交
通
政
策
計
画
局
な
ど

に
所
属
す
る
職
員
10
人
が
来

協
︒
研
修
会
で
は
冒
頭
︑
山

崎
薫
全
ト
協
専
務
理
事
が
日

本
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
や

全
ト
協
の
概
要
︑
業
界
の
課

題
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

タ
イ
運
輸
省
職
員
か
ら

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
お
け
る
運
行
管
理
制
度
に

関
す
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
︑

小
規
模
事
業
者
で
の
管
理
方

法
や
︑
監
査
対
象
事
業
者
の

タイ運輸省職員との記念撮影（5月20日、全
ト協）

バングラデシュ政府職員との意見交換後の記念
撮影（5月13日、全ト協）

 

令
和
６
年
度
第
１
回
運
行

管
理
者
試
験
日
程
を
発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
５
月
８
日
︑

令
和
６
年
度
第
１
回
運
行
管

理
者
試
験
に
つ
い
て
発
表
し

た
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
６
月
10

日
㈪
~
７
月
10
日
㈬
︒
試
験

日
程
は
８
月
３
日
㈯
~
９
月

１
日
㈰
で
︑
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
方

式
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒

公 取 委

 

改
正
改
善
基
準
告
示
・
時

間
外
労
働
規
制
等
に
関
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

運
輸
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

　
（
一
社
）
運
輸
デ
ジ
タ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
は
︑
７
月
５
日

㈮
に
﹁
Ｔ
Ｄ
Ｂ
Ｃ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ

ｍ
２
０
２
４
~
改
正
改
善
基
準

告
示
と
時
間
外
労
働
規
制
︑

そ
し
て
物
流
２
法
改
正
は
何
を

も
た
ら
す
の
か
？
~
﹂
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
︒

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
︑
同
協

議
会
の
１
年
間
の
活
動
や
成
果

の
発
表
を
中
心
に
︑
最
新
事

例
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
実

践
可
能
な
内
容
を
紹
介
︒
ま

た
︑
基
調
講
演
と
し
て
︑
経

済
産
業
省
商
務
・
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
の
中
野
剛
志
消
費

・
流
通
政
策
課
長
兼
物
流
企

画
室
室
長
が
登
壇
す
る
ほ
か
︑

特
別
講
演
と
し
て
︑
国
土
交

通
省
物
流
・
自
動
車
局
安
全

政
策
課
の
奥
平
賢
治
専
門
官

と
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境

学
研
究
科
の
加
藤
博
和
教
授

が
登
壇
す
る
︒

　

開
催
日
時
は
︑
７
月
５
日
㈮

13
時
~
17
時
︒
参
加
費
は
無

料
︒
参
加
登
録
な
ど
詳
細
は
︑

同
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ
と
︒
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﹁
道
の
駅
い
が
﹂
は
︑
三

重
県
亀
山
市
か
ら
奈
良
県
天

理
市
を
結
ぶ
名
阪
国
道
（
国

道
25
号
）
上
に
あ
る
︑
伊
賀

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
︑

下
り
線
）
に
隣
接
す
る
道
の

駅
で
あ
る
︒
名
阪
国
道
は
中

京
圏
~
近
畿
圏
を
繋
ぐ
物
流

の
大
動
脈
で
あ
り
︑
昼
夜
問

わ
ず
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
も
多

い
︒
そ
の
た
め
︑
道
の
駅
い

が
の
駐
車
場
（
大
型
車
66
台

駐
車
可
能
）
で
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
休
憩
・
休
息
を
目
的

と
し
た
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

道
の
駅
い
が
で
は
︑
以
前

か
ら
乗
用
車
︑
ト
ラ
ッ
ク
を

問
わ
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
︒
か
つ
て
は
︑
駐

車
場
の
近
く
な
ど
道
の
駅
の

周
囲
に
雑
草
が
高
く
伸
び
て

お
り
︑
雑
草
の
間
に
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
︑
弁
当
ガ

ラ
な
ど
が
多
く
捨
て
ら
れ
て

バ
ー
が
毎
日
気
持
ち
よ
く
仕

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ま
た
︑
運
送
事
業
者
が
地
域

社
会
と
共
生
し
て
い
く
た
め

に
は
︑
清
掃
活
動
を
は
じ
め

と
し
た
環
境
対
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
︒
道
路
を
利
用
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
る
運
送
事
業

者
の
責
務
と
し
て
︑
清
掃
活

動
へ
の
協
力
を
決
め
ま
し
た
﹂

（
山
本
貞
夫
支
部
長
）

　

清
掃
活
動
を
行
う
に
あ
た

り
︑
雑
草
が
死
角
と
な
り
︑

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
誘
発
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と

か
ら
︑
雑
草
を
き
れ
い
に
刈

り
取
り
︑
ポ
イ
捨
て
し
に
く

い
環
境
を
整
備
し
た
︒
そ
の

上
で
︑
定
期
的
に
同
支
部
の

役
員
が
交
代
で
集
ま
り
︑
道

の
駅
い
が
の
構
内
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
い
っ
た
︒

　

同
支
部
か
ら
は
平
成
24
年

12
月
以
降
︑
毎
月
第
１
水
曜

日
に
支
部
役
員
を
毎
回
交
代

で
派
遣
し
︑
道
の
駅
い
が
で

の
清
掃
活
動
を
実
施
︒
28
年

以
降
は
５
・
７
・
９
・
11
・

１
月
の
第
３
水
曜
日
に
実
施

際
に
は
︑
同
支
部
の
参
加
者

は
み
な
黄
緑
の
帽
子
と
ベ
ス

ト
を
着
用
し
て
︑
他
の
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
視
認
し
や
す
く

し
︑
事
故
防
止
を
図
る
と
と

も
に
︑
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
で
ポ
イ
捨
て
防
止
効
果

　

道
の
駅
い
が
で
不
法
投
棄

さ
れ
る
ゴ
ミ
が
大
き
く
減
っ

た
一
方
︑
名
阪
国
道
本
線
で

は
︑
走
行
中
の
自
動
車
か
ら

の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
も
問
題

と
な
っ
て
い
た
︒

　

道
路
で
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
は
︑
道
路
交
通
法
な
ど
の

法
令
違
反
に
当
た
る
ほ
か
︑

交
通
事
故
の
引
き
金
に
も
な

り
か
ね
な
い
︑
極
め
て
危
険

な
行
為
で
あ
る
︒
ま
た
︑
道

路
で
火
の
付
い
た
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
を
車
外
に
投
げ
捨
て

る
こ
と
で
︑
道
路
わ
き
の
枯

れ
草
に
着
火
し
︑
火
災
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
も
あ
る
︒

　

同
支
部
で
は
︑
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
の
多
い
名
阪
国
道
に

﹁
ポ
イ
捨
て
禁
止
﹂
の
看
板

　

こ
う
し
た
同
支
部
で
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
︑

元
年
に
北
勢
国
道
事
務
所
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

の
に
続
き
︑
５
年
に
は
国
交

省
中
部
地
方
整
備
局
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
︒

　

山
本
支
部
長
は
︑
今
後
も

引
き
続
き
﹁
イ
ガ
ク
リ
ン
作

戦
﹂
を
続
け
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
︒

　
﹁
こ
こ
で
清
掃
活
動
を
取

り
や
め
て
し
ま
っ
た
ら
︑
道

路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が

再
び
増
え
て
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
︒
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

な
く
す
た
め
の
特
効
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
が
︑
当
支
部
や
各

関
係
団
体
︑
そ
し
て
地
域
で

生
活
し
て
お
ら
れ
る
皆
様
が

強
く
連
携
し
︑
道
路
美
化
へ

の
想
い
を
強
く
も
っ
て
清
掃

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
︑

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
少
し
で

も
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
︒
公
共
の
財
産
で
あ
る

道
路
を
利
用
し
て
い
る
者
と

し
て
︑
地
域
を
き
れ
い
に
し

た
い
と
い
う
想
い
が
︑
名
阪

国
道
を
利
用
す
る
全
国
の
多

く
の
方
々
に
伝
わ
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
﹂（
同
）

も
期
待
す
る
︒

　

清
掃
活
動
を
開
始
し
た
当

初
は
︑
１
回
清
掃
活
動
を
行

う
ご
と
に
45
㍑
サ
イ
ズ
の
ゴ

ミ
袋
30
袋
分
の
ゴ
ミ
が
回
収

さ
れ
て
い
た
が
︑
現
在
で
は

12
袋
程
度
と
な
っ
て
お
り
︑

活
動
開
始
当
初
の
半
分
以
下

ま
で
減
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
以
前
は
︑
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
る
私
た
ち
の
す
ぐ

そ
ば
で
ポ
イ
捨
て
す
る
よ
う

な
人
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
︑

今
で
は
﹃
ご
苦
労
様
で
す
﹄

と
︑
私
た
ち
に
や
さ
し
く
声

を
か
け
て
下
さ
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
︒
清
掃
活
動

に
よ
っ
て
道
の
駅
を
き
れ
い
に

し
た
後
の
達
成
感
も
大
き

く
︑
み
ん
な
積
極
的
に
清
掃

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

い
た
と
い
う
︒
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
中
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
車
内
で
小
便
を
し
た
後
に

車
外
に
放
置
す
る
い
わ
ゆ
る

﹁
黄
金
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
﹂

も
み
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
駐
車

場
そ
ば
に
ト
イ
レ
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
道
端
で
用

を
済
ま
せ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も

い
る
な
ど
︑
施
設
環
境
面
で

大
変
ひ
ど
い
状
況
だ
っ
た
︒

　

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
伊

賀
支
部
で
は
︑
国
交
省
中
部

地
方
整
備
局
北
勢
国
道
事
務

所
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け

て
︑
北
勢
国
道
事
務
所
と
伊

賀
市
︑
同
支
部
の
３
団
体
で

協
力
し
︑
平
成
24
年
12
月
か

ら
道
の
駅
い
が
の
清
掃
活
動

﹁
イ
ガ
ク
リ
ン
作
戦
﹂
を
行

う
こ
と
を
決
め
た
︒

　
﹁
道
路
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
と
っ
て
大
切
な
職

場
で
あ
り
︑
ゴ
ミ
の
な
い
き

れ
い
な
職
場
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
︑
多
く
の
ド
ラ
イ

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
が

あ
る
よ
う
な
場
所
に
は
︑
後

か
ら
来
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も
罪

悪
感
な
く
そ
の
場
所
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
し
ま
う
︒一
方
で
︑

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
状
態

を
維
持
し
続
け
れ
ば
︑
そ
の

場
所
に
あ
え
て
ポ
イ
捨
て
を

す
る
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
は

少
な
く
な
る
︒
雑
草
を
刈
っ

た
上
で
清
掃
活
動
を
行
い
︑

ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
環
境
を

保
っ
た
こ
と
で
︑
道
の
駅
い

が
の
構
内
で
ポ
イ
捨
て
さ
れ

る
ゴ
ミ
の
量
は
大
き
く
減
っ

た
と
い
う
︒

し
て
い
る
︒

　

道
の
駅
い
が
で
の
清
掃
活

動
は
︑
毎
回
14
時
頃
か
ら
40

分
ほ
ど
の
間
実
施
し
て
お

り
︑
駐
車
場
脇
の
草
む
ら
に

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
な
ど
を
回

収
し
て
い
く
︒
清
掃
活
動
の

を
設
置
し
た
い
と
考
え
︑
同

支
部
の
役
員
会
で
了
承
を
得

た
上
で
︑
平
成
28
年
と
令
和

５
年
に
看
板
を
作
成
し
︑
北

勢
国
道
事
務
所
に
寄
贈
し
た
︒

　

看
板
は
︑
道
の
駅
い
が
や

伊
賀
市
内
の
名
阪
国
道
の
Ｉ

Ｃ
な
ど
20
か
所
に
設
置

︵
表
︶︒
同
支
部
と
北
勢
国

道
事
務
所
の
連
名
に
よ
り

﹁
ポ
リ
袋
や
空
き
缶
の
ポ
イ

捨
て
禁
止
!!
﹂
と
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
強
く
訴
え
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
ポ
イ
捨
て
禁
止
看
板
の

設
置
以
降
︑
名
阪
国
道
本
線

で
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
も
減
っ

て
い
ま
す
︒
看
板
を
設
置
し

た
こ
と
で
︑
名
阪
国
道
を
利

用
す
る
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
へ

の
理
解
が
得
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

ま
た
︑
三
重
県
ト
協
（
小

林
俊
二
会
長
）
で
は
﹁
イ
ガ

ク
リ
ン
作
戦
﹂
と
は
別
に
︑

10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂
に
合
わ
せ
て
県
下
各
地

区
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

い
る
︒
同
支
部
で
は
︑
名
阪

国
道
の
中
瀬
︑伊
賀
一
之
宮
︑

壬
生
野
の
各
Ｉ
Ｃ
と
︑
名
張

市
内
の
国
道
３
６
８
号
で
清

掃
活
動
を
行
い
︑
５
年
は
53

人
の
支
部
会
員
が
ゴ
ミ
拾
い

に
汗
を
流
し
た
と
い
う
︒

表　「ポイ捨て禁止看板」設置箇所
上り線 下り線

上柘植 IC 上柘植 IC

下柘植 IC 下柘植 IC

御代 IC 御代 IC

壬生野 IC 壬生野 IC

伊賀一之宮 IC 伊賀一之宮 IC

中瀬 IC 中瀬 IC

友生 IC 友生 IC

上野東 IC 上野東 IC

伊賀 SA 道の駅いが

側道　29.3㌔ポスト付近 上野PA
（IC= インターチェンジ、SA＝サービスエリア、PA＝パーキングエリア）

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
問
題
と
な
っ
た
道
の
駅

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
問
題
と
な
っ
た
道
の
駅

道
路
環
境
を
守
る
た
め
に
清
掃
活
動
を
展
開

道
路
環
境
を
守
る
た
め
に
清
掃
活
動
を
展
開

清
掃
活
動
を
通
じ
て
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
が
大
幅
に
減
少

清
掃
活
動
を
通
じ
て
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
が
大
幅
に
減
少

地
域
環
境
の
美
化
に
大
き
く
貢
献

地
域
環
境
の
美
化
に
大
き
く
貢
献

名
阪
国
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
看
板
を
設
置

名
阪
国
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
看
板
を
設
置

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
訴
え
る

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
訴
え
る

道
路
環
境
美
化
の
秘
訣
は
「
継
続
す
る
こ
と
」

道
路
環
境
美
化
の
秘
訣
は
「
継
続
す
る
こ
と
」

道
路
利
用
者
の
責
務
と
し
て
清
掃
活
動
を
続
け
る

道
路
利
用
者
の
責
務
と
し
て
清
掃
活
動
を
続
け
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
５
月
を

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
﹂
と

定
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
︑
清
掃
︑
落
書
き
消
し
な
ど

の
環
境
美
化
に
繋
が
る
活
動
に
取
り
組
む

よ
う
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
て
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
伊
賀
支
部
（
山

本
貞
夫
支
部
長
）
で
は
平
成
24
年
か
ら
︑

伊
賀
市
や
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

北
勢
国
道
事
務
所
と
連
携
し
て
︑﹁
道
の

駅
い
が
﹂（
三
重
県
伊
賀
市
）
で
の
清
掃

活
動﹁
名
阪
国
道
ゴ
ミ﹃
ゼ
ロ
﹄作
戦（﹃
イ

ガ
ク
リ
ン
作
戦
﹄）﹂
を
展
開
︒
長
年
に
わ

た
る
清
掃
活
動
を
通
じ
て
の
地
域
貢
献
が

評
価
さ
れ
︑
令
和
５
年
に
は
国
交
省
中
部

地
方
整
備
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
支
部
に
お
け
る
清
掃
活

動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

山本　貞夫
支部長

道の駅いがから名阪国道への流入路付近。周辺にはドライバーが不法投棄したと思われるゴミが
散在していた

道の駅いがは名阪国道伊賀IC（下り線）に隣接している

同
支
部
と
北
勢
国
道
事
務
所
の
連
名

で
制
作
し
た
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
訴

え
る
看
板

５
年
に
は
、
国
交
省
中
部
地
方
整
備

局
長
か
ら
同
支
部
に
対
し
て
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た

高
く
伸
び
る
雑
草
の
間
に
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
ゴ
ミ
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
る

同
支
部
か
ら
の
参
加
者
は
黄
緑
の
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
身

に
着
け
、
路
上
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
い
く

道
路
を
き
れ
い
に
「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
」

道
路
を
き
れ
い
に
「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
」

５
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
」

５
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
」

物
流
の
大
動
脈
が
通
る
「
伊
賀
」
を
「
ク
リ
ー
ン
」
に
！

長
年
に
わ
た
り
「
イ
ガ
ク
リ
ン
作
戦
」
を
展
開

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
伊
賀
支
部

名
阪
国
道
ゴ
ミ
「
ゼ
ロ
」
作
戦
の
取
り
組
み

名
阪
国
道
ゴ
ミ
「
ゼ
ロ
」
作
戦
の
取
り
組
み
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等
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節  

通
則
（
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第
五
条
）

第
二
節  

運
送
の
申
込
み
及

び
引
受
け
（
第
六

条 

︱ 

第
十
七
条
）

第
三
節  

積
付
け
（
第
十
八

条
）

第
四
節  

貨
物
の
受
取
及
び

引
渡
し
（
第
十
九

条 

︱ 

第
二
十
六

条
）

第
五
節  

指
図
（
第
二
十
七

第
一
章　

総
則

（
事
業
の
種
類
）

第
一
条 

当
店
は
︑
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
を
行
い

ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
事
業
に

附
帯
す
る
事
業
を
行
い
ま

す
︒

３  

当
店
は
︑
特
別
積
合
せ
貨

物
運
送
を
行
い
ま
す
︒

４  

当
店
は
︑
貨
物
自
動
車
利

用
運
送
を
行
い
ま
す
︒

第
二
章　

運
送
業
務
等

第
一
節　

通
則

（
受
付
日
時
）

第
三
条 

当
店
は
︑
受
付
日
時

を
定
め
︑店
頭
に
掲
示
し
︑

又
は
当
店
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
ま
す
︒

２  

前
項
の
受
付
日
時
を
変
更

す
る
場
合
に
は
︑
あ
ら
か

じ
め
店
頭
に
掲
示
し
︑
又

は
当
店
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
ま
す
︒

　
（
運
送
の
順
序
）

第
四
条 

当
店
は
︑
運
送
の
申

込
み
を
受
け
た
順
序
に
よ

り
︑
貨
物
の
運
送
を
行
い

ま
す
︒
た
だ
し
︑
腐
敗
又

は
変
質
し
や
す
い
貨
物
を

運
送
す
る
場
合
そ
の
他
正

当
な
事
由
が
あ
る
場
合

は
︑
こ
の
限
り
で
あ
り
ま

せ
ん
︒

（
引
渡
期
間
）

第
五
条 

当
店
の
貨
物
の
引
渡

期
間
は
︑
次
の
日
数
を
合

算
し
た
期
間
と
し
ま
す
︒

一  

発
送
期
間　

貨
物
を
受

け
取
っ
た
日
を
含
め
二

日
二  

輸
送
期
間　

運
賃
及
び

料
金
の
計
算
の
基
礎
と

な
る
輸
送
距
離
百
七
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
日
︒
た
だ
し
︑
一
日

未
満
の
端
数
は
一
日
と

し
ま
す
︒

三  

集
配
期
間　

集
貨
及
び

配
達
を
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
各
一
日

２  

前
項
の
規
定
に
よ
る
引
渡

期
間
の
満
了
後
︑
貨
物
の

引
渡
し
が
あ
っ
た
と
き
は
︑

こ
れ
を
も
っ
て
延
着
と
し

ま
す
︒

条
・
第
二
十
八
条
）

第
六
節  

事
故
（
第
二
十
九

条 

︱ 

第
三
十
一

条
）

第
七
節  

運
賃
︑料
金
等
（
第

三
十
二
条 

︱ 

第

三
十
八
条
）

第
八
節  

責
任
（
第
三
十
九

条 

︱ 

第
五
十
二

条
）

第
九
節  
連
絡
運
輸
（
第
五

十
三
条 
︱ 

第
六

十
条
）

第
三
章  

積
込
み
又
は
取
卸
し

等
（
第
六
十
一
条 
︱ 

第
六
十
四
条
）

（
適
用
範
囲
）

第
二
条 

当
店
の
経
営
す
る
一

般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

に
関
す
る
運
送
契
約
は
︑

こ
の
運
送
約
款
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
︑
こ
の
運

送
約
款
に
定
め
の
な
い
事

項
に
つ
い
て
は
︑
法
令
又

は
一
般
の
慣
習
に
よ
り
ま

す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
︑
法
令
に
反

し
な
い
範
囲
で
︑
特
約
の

申
込
み
に
応
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒

第
二
節　

�

運
送
の
申
込
み
及

び
引
受
け

（
運
送
の
申
込
み
）

第
六
条 

当
店
に
貨
物
の
運
送

を
申
込
む
者
（
以
下
﹁
申

込
者
﹂
と
い
う
︒）
は
︑

次
の
事
項
を
記
載
し
た
運

送
申
込
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

一  

申
込
者
の
氏
名
又
は
商

号
並
び
に
住
所
及
び
電

話
番
号

二  

貨
物
の
品
名
︑
品
質
及

び
重
量
又
は
容
積
並
び

に
そ
の
荷
造
り
の
種
類

及
び
個
数

三  

集
貨
及
び
配
達
又
は
発

送
及
び
到
着
の
希
望
日

時
四  

集
貨
先
及
び
配
達
先
又

は
発
送
地
及
び
到
着
地

（
団
地
︑
ア
パ
ー
ト
そ

の
他
高
層
建
築
物
に
あ

っ
て
は
︑
そ
の
名
称
及

び
電
話
番
号
を
含
む
︒）

五 

運
送
の
扱
種
別

六  

運
賃
︑
料
金
（
第
十
七

条
第
二
項
に
規
定
す
る

利
用
運
送
手
数
料
︑
第

三
十
四
条
に
規
定
す
る

待
機
時
間
料
︑
第
六
十

一
条
に
規
定
す
る
積
込

料
又
は
取
卸
料
及
び
第

六
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
附
帯
業
務
料
等

を
い
う
︒）︑
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
︑
有
料
道
路

利
用
料
︑
立
替
金
そ
の

他
の
費
用
（
以
下
﹁
運

賃
︑料
金
等
﹂と
い
う
︒）

の
支
払
方
法

七  

荷
受
人
の
氏
名
又
は
商

号
並
び
に
住
所
及
び
電

話
番
号

八  

高
価
品
に
つ
い
て
は
︑

貨
物
の
種
類
及
び
価
額

九  

第
六
十
一
条
に
規
定
す

る
貨
物
の
積
込
み
又
は

取
卸
し
を
委
託
す
る
と

き
は
︑
そ
の
旨

十  

第
六
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
附
帯
業
務
を

委
託
す
る
と
き
は
︑
そ

の
旨

十
一  

運
送
保
険
に
付
す
る

こ
と
を
委
託
す
る
と

き
は
︑
そ
の
旨

十
二  

特
約
事
項
が
あ
る
と

き
は
︑
そ
の
内
容

十
三  

本
約
款
の
内
容
に
つ

い
て
承
諾
す
る
旨

十
四  

そ
の
他
そ
の
貨
物
の

運
送
に
関
し
必
要
な

事
項

２  
前
項
に
お
い
て
︑
当
店
が

電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の

技
術
を
利
用
す
る
方
法
で

あ
っ
て
当
店
で
定
め
る
も

の
を
い
う
︒
以
下
同
じ
︒）

に
よ
る
運
送
の
申
込
み
方

法
を
定
め
て
い
る
と
き
は
︑

前
項
の
運
送
申
込
書
の
提

出
に
代
え
て
︑
当
該
運
送

申
込
書
に
記
載
す
べ
き
事

項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒こ
の
場
合
に
お
い
て
︑

申
込
者
は
︑
当
該
運
送
申

込
書
を
提
出
し
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
︒

（
運
送
の
引
受
け
）

第
七
条 

当
店
は
︑
前
条
第
一

項
の
運
送
申
込
書
の
提
出

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
︑
申
込
者
と
の
協
議
に

よ
り
︑
当
該
運
送
を
引
き

受
け
る
こ
と
と
す
る
と
き

は
︑
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
運
送
引
受
書
を

交
付
し
ま
す
︒

一  

集
貨
及
び
配
達
又
は
発

送
及
び
到
着
の
予
定
日

時
二  

運
賃
︑
料
金
等
の
額

２  

当
店
は
︑
あ
ら
か
じ
め
申

込
者
の
承
諾
を
得
て
︑
前

項
の
運
送
引
受
書
の
交
付

に
代
え
て
︑
当
該
運
送
引

受
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提

供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

こ
の
場
合
に
お
い
て
︑
当

店
は
︑
当
該
運
送
引
受
書

を
交
付
し
た
も
の
と
み
な

し
ま
す
︒

（
貨
物
の
種
類
及
び
性
質
の

確
認
）

第
八
条 

当
店
は
︑
貨
物
の
運

送
の
申
込
み
が
あ
っ
た
と

き
は
︑
そ
の
貨
物
の
種
類

及
び
性
質
を
通
知
す
る
こ

と
を
申
込
者
に
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
場
合
に

お
い
て
︑
貨
物
の
種
類
及

び
性
質
に
つ
き
申
込
者
が

通
知
し
た
こ
と
に
疑
い
が

あ
る
と
き
は
︑
申
込
者
の

同
意
を
得
て
︑
そ
の
立
会

い
の
上
で
︑
こ
れ
を
点
検

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

３  

当
店
は
︑
前
項
の
規
定
に

よ
り
点
検
を
し
た
場
合
に

お
い
て
︑
貨
物
の
種
類
及

び
性
質
が
申
込
者
の
通
知

し
た
と
こ
ろ
と
異
な
ら
な

い
と
き
は
︑
こ
れ
に
よ
り

生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
し

ま
す
︒

４  

当
店
が
︑
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
点
検
を
し
た
場
合

に
お
い
て
︑
貨
物
の
種
類

及
び
性
質
が
申
込
者
の
通

知
し
た
と
こ
ろ
と
異
な
る

と
き
は
︑
申
込
者
に
点
検

に
要
し
た
費
用
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
︒

（
引
受
拒
絶
）

第
九
条 

当
店
は
︑
次
の
各
号

の
一
に
該
当
す
る
場
合
に

は
︑
運
送
の
引
受
け
を
拒

絶
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

一  

当
該
運
送
の
申
込
み

が
︑
こ
の
運
送
約
款
に

よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る

と
き
︒

二  

申
込
者
が
︑
前
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
通
知

を
せ
ず
︑
又
は
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
点

検
の
同
意
を
与
え
な
い

と
き
︒

三  

当
該
運
送
に
適
す
る
設

備
が
な
い
と
き
︒

四  
当
該
運
送
に
関
し
︑
申

込
者
か
ら
特
別
の
負
担

を
求
め
ら
れ
た
と
き
︒

五  

当
該
運
送
が
︑
法
令
の

規
定
又
は
公
の
秩
序
若

し
く
は
善
良
の
風
俗
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
と

き
︒

六  

天
災
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
が
あ
る
と
き
︒

（
高
価
品
及
び
貴
重
品
）

第
十
条 

こ
の
運
送
約
款
に
お

い
て
高
価
品
と
は
︑
次
に

掲
げ
る
も
の
を
い
い
ま
す
︒

一  

貨
幣
︑紙
幣
︑銀
行
券
︑

印
紙
︑
郵
便
切
手
及
び

公
債
証
書
︑
株
券
︑
債

券
︑
商
品
券
そ
の
他
の

有
価
証
券
並
び
に
金
︑

銀
︑
白
金
そ
の
他
の
貴

金
属
︑
イ
リ
ジ
ウ
ム
︑

タ
ン
グ
ス
テ
ン
そ
の
他

の
稀
金
属
︑
金
剛
石
︑

紅
玉
︑緑
柱
石
︑琥
珀
︑

真
珠
そ
の
他
の
宝
玉

石
︑
象
牙
︑
べ
っ
甲
︑

珊
瑚
及
び
各
そ
の
製
品

二  

美
術
品
及
び
骨
董
品

三  

容
器
及
び
荷
造
り
を
加

え
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
の
価
格
が
二
万
円
を

超
え
る
貨
物
（
動
物
を

除
く
︒）

２  

前
項
第
三
号
の
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
の
価
格
の
計

算
は
︑一
荷
造
り
ご
と
に
︑

こ
れ
を
し
ま
す
︒

３  

こ
の
運
送
約
款
に
お
い
て

貴
重
品
と
は
︑
第
一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
も
の
を
い
い
ま
す
︒

（
運
送
の
扱
種
別
等
不
明
な

場
合
）

第
十
一
条 

当
店
は
︑
荷
送
人

（
第
七
条
第
一
項
の
運
送

引
受
書
の
交
付
を
受
け
た

申
込
者
を
い
う
︒
以
下
同

じ
︒）
が
運
送
の
申
込
み

を
す
る
に
当
た
り
︑
運
送

の
扱
種
別
そ
の
他
そ
の
貨

物
の
運
送
に
関
し
必
要
な

事
項
を
明
示
し
な
か
っ
た

場
合
は
︑
荷
送
人
に
と
っ

て
最
も
有
利
と
認
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑
当
該

貨
物
の
運
送
を
し
ま
す
︒

（
荷
造
り
）

第
十
二
条 

荷
送
人
は
︑
貨
物

の
性
質
︑
重
量
︑
容
積
︑

運
送
距
離
及
び
運
送
の
扱

種
別
等
に
応
じ
て
︑
運
送

に
適
す
る
よ
う
に
荷
造
り

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

２  

当
店
は
︑
貨
物
の
荷
造
り

が
十
分
で
な
い
と
き
は
︑

必
要
な
荷
造
り
を
要
求
し

ま
す
︒

３  

当
店
は
︑
荷
造
り
が
十
分

で
な
い
貨
物
で
あ
っ
て
も
︑

他
の
貨
物
に
対
し
損
害
を

与
え
な
い
と
認
め
︑か
つ
︑

荷
送
人
が
書
面
に
よ
り
荷

造
り
の
不
備
に
よ
る
損
害

を
負
担
す
る
こ
と
を
承
諾

し
た
と
き
は
︑
そ
の
運
送

を
引
き
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

（
外
装
表
示
）

第
十
三
条 

荷
送
人
は
︑
貨
物

の
外
装
に
次
の
事
項
を
見

や
す
い
よ
う
に
表
示
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
た

だ
し
︑
当
店
が
必
要
が
な

い
と
認
め
た
事
項
に
つ
い

て
は
︑
こ
の
限
り
で
あ
り

ま
せ
ん
︒

一  

荷
送
人
及
び
荷
受
人
の

氏
名
又
は
商
号
及
び
住

所
二 
品
名

三 

個
数

四  

そ
の
他
運
送
の
取
扱
い

に
必
要
な
事
項

２　

 

荷
送
人
は
︑
当
店
が
認

め
た
と
き
は
︑
前
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
荷
札
を
も
っ
て

前
項
の
外
装
表
示
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

（
動
物
等
の
運
送
）

第
十
四
条 

当
店
は
︑
動
物
そ

の
他
特
殊
な
管
理
を
要
す

る
貨
物
の
運
送
を
引
き
受

け
た
と
き
は
︑
荷
送
人
又

は
荷
受
人
に
対
し
て
次
に

掲
げ
る
こ
と
を
請
求
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

一  

当
店
に
お
い
て
︑集
貨
︑

持
込
み
又
は
受
取
の
日

時
を
指
定
す
る
こ
と
︒

二  

当
該
貨
物
の
運
送
に
つ

き
︑
付
添
人
を
付
す
る

こ
と
︒

（
危
険
品
に
つ
い
て
の
特
則
）

第
十
五
条 

荷
送
人
は
︑爆
発
︑

発
火
そ
の
他
運
送
上
の
危

険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ

る
貨
物
に
つ
い
て
は
︑
そ

の
旨
を
当
該
貨
物
の
外
部

の
見
や
す
い
箇
所
に
明
記

す
る
と
と
も
に
︑
あ
ら
か

じ
め
︑
そ
の
旨
及
び
当
該

貨
物
の
品
名
︑
性
質
そ
の

他
の
当
該
貨
物
の
安
全
な

運
送
に
必
要
な
情
報
を
当

店
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒

（
連
絡
運
輸
）

第
十
六
条 

当
店
は
︑
荷
送
人

の
利
益
を
害
し
な
い
限

り
︑
引
き
受
け
た
貨
物
を

他
の
運
送
機
関
と
連
絡
し

て
運
送
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒

（
利
用
運
送
及
び
利
用
運
送

手
数
料
）

第
十
七
条 

当
店
は
︑
荷
送
人

の
利
益
を
害
し
な
い
限

り
︑
引
き
受
け
た
貨
物
を

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
の
行
う
運
送
を
利
用

し
て
運
送
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
こ
の
場
合
に
お

い
て
︑
当
店
は
︑
あ
ら
か

じ
め
︑
荷
送
人
に
当
該
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
の

商
号
又
は
名
称
等
を
通
知

し
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
利
用
運

送
を
行
う
と
き
は
︑
第
三

十
二
条
第
一
項
の
運
賃
料

金
表
に
定
め
る
利
用
運
送

に
係
る
手
数
料
を
収
受
し

ま
す
︒

３  

特
別
な
手
配
を
要
す
る
利

用
運
送
を
行
う
場
合
は
︑

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
︑
別
途
見
積
も
っ
た
手

数
料
を
収
受
し
ま
す
︒

４  

第
一
項
の
通
知
を
行
わ
な

か
っ
た
運
送
に
つ
い
て
︑

当
店
の
責
に
よ
り
利
用
運

送
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
︒こ
の
場
合
に
お
い
て
︑

利
用
運
送
に
係
る
手
数
料

は
収
受
し
ま
せ
ん
︒

第
三
節　

積
付
け

（
積
付
け
）

第
十
八
条 

貨
物
の
積
付
け
は
︑

当
店
の
責
任
に
お
い
て
こ

れ
を
行
い
ま
す
︒

２  

シ
ー
ト
︑
ロ
ー
プ
︑
建
木
︑

台
木
︑
充
て
ん
物
そ
の
他

の
積
付
用
品
は
︑
通
常
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
が

備
え
て
い
る
も
の
を
除
き
︑

荷
送
人
又
は
荷
受
人
の
負

担
と
し
ま
す
︒

　
第
四
節　

�

貨
物
の
受
取
及
び

引
渡
し

（
受
取
及
び
引
渡
し
の
場
所
）

第
十
九
条 

当
店
は
︑
運
送
申

込
書
に
記
載
さ
れ
た
集
貨

先
又
は
発
送
地
に
お
い
て

荷
送
人
又
は
荷
送
人
の
指

定
す
る
者
か
ら
貨
物
を
受

取
り
︑
運
送
申
込
書
に
記

載
さ
れ
た
配
達
先
又
は
到

達
地
に
お
い
て
荷
受
人
又

は
荷
受
人
の
指
定
す
る
者

に
貨
物
を
引
き
渡
し
ま
す
︒

（
管
理
者
等
に
対
す
る
引
渡

し
）

第
二
十
条 

当
店
は
︑
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
︑

当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
に

対
す
る
貨
物
の
引
渡
し
を

も
っ
て
荷
受
人
に
対
す
る

引
渡
し
と
み
な
し
ま
す
︒

一  

荷
受
人
が
引
渡
先
に
不

在
の
場
合
に
は
︑
そ
の

引
渡
先
に
お
け
る
同
居

者
︑
従
業
員
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
者

二  

船
舶
︑
寄
宿
舎
︑
旅
館

等
が
引
渡
先
の
場
合
に

は
︑
そ
の
管
理
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

（
留
置
権
の
行
使
）

第
二
十
一
条 

当
店
は
︑
貨
物

に
関
し
受
け
取
る
べ
き
運

賃
︑
料
金
等
又
は
品
代
金

等
の
支
払
を
受
け
な
け
れ

ば
︑
当
該
貨
物
の
引
渡
し

を
し
ま
せ
ん
︒

２  

商
人
で
あ
る
荷
送
人
が
︑

そ
の
営
業
の
た
め
に
当
店

と
締
結
し
た
運
送
契
約
に

つ
い
て
︑
運
賃
︑
料
金
等

を
所
定
期
日
ま
で
に
支
払

わ
な
か
っ
た
と
き
は
︑
当

店
は
︑
そ
の
支
払
を
受
け

な
け
れ
ば
︑
当
該
荷
送
人

と
の
運
送
契
約
に
よ
っ
て

当
店
が
占
有
す
る
荷
送
人

所
有
の
貨
物
の
引
渡
し
を

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

（
指
図
の
催
告
）

第
二
十
二
条 

当
店
は
︑
荷
受

人
を
確
知
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
︑
遅
滞
な

く
︑
荷
送
人
に
対
し
︑
相

当
の
期
間
を
定
め
貨
物
の

処
分
に
つ
き
指
図
す
べ
き

こ
と
を
催
告
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
荷
受
人
が
︑
貨

物
の
受
取
を
拒
み
︑
又
は

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
こ

れ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
は
︑
遅
滞

な
く
︑
荷
受
人
に
対
し
︑

相
当
の
期
間
を
定
め
︑
そ

の
貨
物
の
受
取
を
催
告
し
︑

そ
の
期
間
経
過
の
後
︑
さ

ら
に
︑
荷
送
人
に
対
し
︑

前
項
に
規
定
す
る
指
図
と

同
じ
内
容
の
催
告
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

（
引
渡
不
能
の
貨
物
の
寄
託
）

第
二
十
三
条　

当
店
は
︑
荷

受
人
を
確
知
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
又
は
前
条

第
二
項
の
場
合
に
は
︑
荷

受
人
の
費
用
を
も
っ
て
︑

そ
の
貨
物
を
倉
庫
営
業
者

に
寄
託
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
規
定
に

よ
り
貨
物
の
寄
託
を
し
た

と
き
は
︑
遅
滞
な
く
︑
そ

の
旨
を
荷
送
人
又
は
荷
受

人
に
対
し
て
通
知
し
ま
す
︒

３  
当
店
は
︑
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
貨
物
の
寄
託
を
し

た
場
合
に
お
い
て
︑
倉
荷

証
券
を
作
ら
せ
た
と
き
は
︑

そ
の
証
券
の
交
付
を
も
っ

て
貨
物
の
引
渡
し
に
代
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

４  

当
店
は
︑
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
寄
託
を
し
た
貨
物

の
引
渡
し
の
請
求
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
︑
当
該

貨
物
に
つ
い
て
倉
荷
証
券

を
作
ら
せ
た
と
き
は
︑
運

賃
︑
料
金
等
及
び
寄
託
に

要
し
た
費
用
の
弁
済
を
受

け
る
ま
で
︑
当
該
倉
荷
証

券
を
留
置
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

（
引
渡
不
能
の
貨
物
の
供
託
）

第
二
十
四
条 

当
店
は
︑
荷
受

人
を
確
知
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
又
は
第
二
十

二
条
第
二
項
の
場
合
に

は
︑
そ
の
貨
物
を
供
託
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
規
定
に

よ
り
貨
物
の
供
託
を
し
た

と
き
は
︑
遅
滞
な
く
︑
そ

の
旨
を
荷
送
人
又
は
荷
受

人
に
対
し
て
通
知
し
ま
す
︒

（
引
渡
不
能
の
貨
物
の
競
売
）

第
二
十
五
条　

当
店
は
︑
第

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り

荷
送
人
に
対
し
て
指
図
す

べ
き
こ
と
を
求
め
た
場
合

に
お
い
て
︑
荷
送
人
が
指

図
を
し
な
い
と
き
は
︑
そ

の
貨
物
を
競
売
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒

２  

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
︑
損
傷
そ
の
他
の
事
由

に
よ
る
価
格
の
低
落
の
お

そ
れ
が
あ
る
貨
物
は
︑
第

二
十
二
条
の
催
告
を
し
な

い
で
競
売
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

３  

当
店
は
︑
前
二
項
の
規
定

に
よ
り
貨
物
の
競
売
を
し

た
と
き
は
︑
遅
滞
な
く
︑

そ
の
旨
を
荷
送
人
又
は
荷

受
人
に
対
し
て
通
知
し
ま

す
︒

４  

当
店
は
︑
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
貨
物

の
競
売
を
し
た
と
き
は
︑

そ
の
代
価
の
全
部
又
は
一

部
を
運
賃
︑
料
金
等
並
び

に
指
図
の
請
求
及
び
競
売

に
要
し
た
費
用
に
充
当
し
︑

不
足
が
あ
る
と
き
は
︑
荷

送
人
に
そ
の
支
払
を
請
求

し
︑余
剰
が
あ
る
と
き
は
︑

こ
れ
を
荷
送
人
に
交
付
し
︑

又
は
供
託
し
ま
す
︒

（
引
渡
不
能
の
貨
物
の
任
意

売
却
）

第
二
十
六
条 

当
店
は
︑
荷
受

人
を
確
知
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
又
は
第
二
十

二
条
第
二
項
の
場
合
に
お

い
て
︑
そ
の
貨
物
が
腐
敗

又
は
変
質
し
や
す
い
も
の

で
あ
っ
て
︑
第
二
十
二
条

の
手
続
を
と
る
い
と
ま
が

な
い
と
き
は
︑
そ
の
手
続

に
よ
ら
ず
︑
公
正
な
第
三

者
を
立
ち
会
わ
せ
て
︑
こ

れ
を
売
却
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

２  

前
項
の
規
定
に
よ
る
売
却

に
は
︑
前
条
第
三
項
及
び

第
四
項
の
規
定
を
準
用
し

ま
す
︒

第
五
節　

指
図

（
貨
物
の
処
分
権
）

第
二
十
七
条 

荷
送
人
は
︑
当

店
に
対
し
︑
貨
物
の
運
送

の
中
止
︑
返
送
︑
転
送
そ

の
他
の
処
分
に
つ
き
指
図

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

２  
前
項
に
規
定
す
る
荷
送
人

の
権
利
は
︑
貨
物
が
到
達

地
に
到
着
し
た
場
合
に
お

い
て
︑
荷
受
人
が
貨
物
の

引
渡
し
又
は
そ
の
損
害
賠

償
の
請
求
を
し
た
と
き
は
︑

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
︒

３  

第
一
項
の
指
図
を
す
る
場

合
に
お
い
て
︑
当
店
が
要

求
し
た
と
き
は
︑
指
図
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒

（
指
図
に
応
じ
な
い
場
合
）

第
二
十
八
条 

当
店
は
︑
運
送

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
（
平
成
二
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
七
十
五
号
）

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
（
平
成
二
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
七
十
五
号
）
最
終
改
正
　
令
和
六
年

最
終
改
正
　
令
和
六
年  

国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
十
号

国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
十
号

︵
関
連
12
面
︶



（第3種郵便物認可）（7） 令和6年（2024年）6月1日 第2240号

上
の
支
障
が
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

に
は
︑
前
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
図
に
応
じ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

２  

前
項
の
規
定
に
よ
り
︑
指

図
に
応
じ
な
い
と
き
は
︑

遅
滞
な
く
︑
そ
の
旨
を
荷

送
人
に
通
知
し
ま
す
︒

第
六
節　

事
故

（
事
故
の
際
の
措
置
）

第
二
十
九
条 

当
店
は
︑
次
の

場
合
に
は
︑
遅
滞
な
く
︑

荷
送
人
に
対
し
︑
相
当
の

期
間
を
定
め
︑
そ
の
貨
物

の
処
分
に
つ
き
指
図
を
求

め
ま
す
︒

一  

貨
物
の
著
し
い
滅
失
︑

損
傷
そ
の
他
の
損
害
を

発
見
し
た
と
き
︒

二  

当
初
の
運
送
経
路
又
は

運
送
方
法
に
よ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
︒

三  

相
当
の
期
間
︑
当
該
運

送
を
中
断
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
き
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
各
号
の
場

合
に
お
い
て
︑
指
図
を
待

つ
い
と
ま
が
な
い
と
き
又

は
当
店
の
定
め
た
期
間
内

に
前
項
の
指
図
が
な
い
と

き
は
︑
荷
送
人
の
利
益
の

た
め
に
︑
当
店
の
裁
量
に

よ
っ
て
︑
当
該
貨
物
の
運

送
の
中
止
若
し
く
は
返
送

又
は
運
送
経
路
若
し
く
は

運
送
方
法
の
変
更
そ
の
他

の
適
切
な
処
分
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒

３  

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指

図
に
は
︑
前
条
の
規
定
を

準
用
し
ま
す
︒

（
危
険
品
等
の
処
分
）

第
三
十
条 

当
店
は
︑
第
十
五

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
及

び
明
記
を
し
な
か
っ
た
爆

発
︑
発
火
そ
の
他
運
送
上

の
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ

の
あ
る
貨
物
に
つ
い
て
︑

必
要
に
応
じ
︑
い
つ
で
も

そ
の
取
卸
し
︑
破
棄
そ
の

他
運
送
上
の
危
険
を
除
去

す
る
た
め
の
処
分
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
同
条

の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び

明
記
を
し
た
場
合
に
お
い

て
︑
当
該
貨
物
が
他
に
損

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
を
生

じ
た
と
き
も
同
様
と
し
ま

す
︒

２  

前
項
前
段
の
処
分
に
要
し

た
費
用
は
︑
す
べ
て
荷
送

人
の
負
担
と
し
ま
す
︒

３  

当
店
は
︑
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き

は
︑
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を

荷
送
人
に
通
知
し
ま
す
︒

（
事
故
証
明
書
の
発
行
）

第
三
十
一
条 

当
店
は
︑
貨
物

の
全
部
滅
失
に
関
し
証
明

の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
︑
そ
の
貨
物
の
引
渡
期

間
の
満
了
の
日
か
ら
一
月

以
内
に
限
り
︑
事
故
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
貨
物
の
一
部
滅

失
︑
損
傷
又
は
延
着
に
関

し
︑
そ
の
数
量
︑
状
態
又

は
引
渡
し
の
日
時
に
つ
き

証
明
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
︑
当
該
貨
物
の
引
渡

し
の
日
に
限
り
︑
事
故
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
︒
た

だ
し
︑
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
︑
当
該
貨
物
の

引
渡
し
の
日
以
降
に
お
い

て
も
︑
発
行
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒

　
第
七
節　

運
賃
、
料
金
等

（
運
賃
、
料
金
等
）

第
三
十
二
条 

運
賃
︑
料
金
等

（
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を

除
く
︒）
及
び
そ
の
適
用

方
法
は
︑
当
店
が
別
に
定

め
る
運
賃
料
金
表
に
よ
り

ま
す
︒

２  
前
項
の
運
賃
︑
料
金
等
に

つ
い
て
︑
調
達
す
る
燃
料

の
市
場
価
格
に
応
じ
別
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
収

受
し
ま
す
︒

３  

第
一
項
の
運
賃
︑
料
金
等

に
つ
い
て
︑
荷
送
人
又
は

当
店
の
一
方
は
︑
賃
金
水

準
又
は
物
価
水
準
の
変
動

に
よ
り
運
賃
︑
料
金
等
の

額
が
不
適
当
と
な
っ
た
と

認
め
る
と
き
は
︑
他
の
一

方
に
対
し
︑
額
の
変
更
の

協
議
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

４  

個
人
（
事
業
と
し
て
又
は

事
業
の
た
め
に
運
送
契
約

の
当
事
者
と
な
る
場
合
に

お
け
る
も
の
を
除
く
︒）
を

対
象
と
し
た
運
賃
︑
料
金

等
及
び
そ
の
適
用
方
法
は
︑

営
業
所
そ
の
他
の
事
業
所

の
店
頭
に
掲
示
し
︑
又
は

当
店
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す
︒

（
運
賃
、料
金
等
の
収
受
方
法
）

第
三
十
三
条 

当
店
は
︑
貨
物

を
受
け
取
る
と
き
ま
で
に
︑

荷
送
人
か
ら
運
賃
︑
料
金

等
を
収
受
し
ま
す
︒

２  

前
項
の
場
合
に
お
い
て
︑

運
賃
︑
料
金
等
の
額
が
確

定
し
な
い
と
き
は
︑
そ
の

概
算
額
の
前
渡
し
を
受
け
︑

運
賃
︑
料
金
等
の
確
定
後

荷
送
人
に
対
し
︑
そ
の
過

不
足
を
払
い
戻
し
︑
又
は

追
徴
し
ま
す
︒

３  

当
店
は
︑
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
︑
貨
物
を

引
き
渡
す
と
き
ま
で
に
︑

運
賃
︑
料
金
等
を
荷
受
人

か
ら
収
受
す
る
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

（
待
機
時
間
料
）

第
三
十
四
条 

当
店
は
︑
車
両

が
貨
物
の
発
地
又
は
着
地

に
到
着
後
︑
荷
送
人
又
は

荷
受
人
の
責
に
よ
り
待
機

し
た
時
間
（
荷
送
人
又
は

荷
受
人
が
第
六
十
一
条
の

貨
物
の
積
込
み
若
し
く
は

取
卸
し
又
は
第
六
十
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
附
帯

業
務
を
行
う
場
合
に
お
け

る
待
機
し
た
時
間
を
含

む
︒）
に
応
じ
て
︑
当
店

が
別
に
定
め
る
料
金
を
収

受
し
ま
す
︒

（
延
滞
料
）

第
三
十
五
条 

当
店
は
︑
貨
物

を
引
き
渡
し
た
と
き
ま
で

に
︑
荷
送
人
又
は
荷
受
人

が
運
賃
︑
料
金
等
を
支
払

わ
な
か
っ
た
と
き
は
︑
貨

物
を
引
き
渡
し
た
日
の
翌

日
か
ら
運
賃
︑
料
金
等
の

支
払
を
受
け
た
日
ま
で
の

期
間
に
対
し
︑
年
利
十
四

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

で
︑
延
滞
料
の
支
払
を
請

求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

（
運
賃
請
求
権
）

第
三
十
六
条 

当
店
は
︑
貨
物

の
全
部
又
は
一
部
が
天
災

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
滅
失
し
︑
若
し

く
は
相
当
程
度
の
損
傷
を

生
じ
た
と
き
又
は
当
店
が

責
任
を
負
う
事
由
に
よ
り

滅
失
し
た
と
き
は
︑
当
該

滅
失
し
︑
又
は
損
傷
を
生

じ
た
貨
物
に
係
る
運
賃
︑

料
金
等
を
請
求
し
ま
せ

ん
︒
こ
の
場
合
に
お
い
て
︑

当
店
は
既
に
運
賃
︑
料
金

等
の
全
部
又
は
一
部
を
収

受
し
て
い
る
と
き
は
︑
こ

れ
を
払
い
戻
し
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
貨
物
の
全
部
又

は
一
部
が
そ
の
性
質
若
し

く
は
欠
陥
又
は
荷
送
人
の

責
任
に
よ
る
事
由
に
よ
っ

て
滅
失
し
た
と
き
は
︑
運

賃
︑
料
金
等
の
全
額
を
収

受
し
ま
す
︒

（
事
故
等
と
運
賃
、
料
金
等
）

第
三
十
七
条 
当
店
は
︑
第
二

十
七
条
及
び
第
二
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
処
分
を
し

た
と
き
は
︑
そ
の
処
分
に

応
じ
て
︑
又
は
既
に
行
っ

た
運
送
の
割
合
に
応
じ

て
︑
運
賃
︑
料
金
等
を
収

受
し
ま
す
︒
た
だ
し
︑
既

に
そ
の
貨
物
に
つ
い
て
運

賃
︑
料
金
等
の
全
部
又
は

一
部
を
収
受
し
て
い
る
場

合
に
は
︑
不
足
が
あ
る
と

き
に
は
︑
荷
送
人
又
は
荷

受
人
に
そ
の
支
払
を
請
求

し
︑余
剰
が
あ
る
と
き
は
︑

こ
れ
を
荷
送
人
又
は
荷
受

人
に
払
い
戻
し
ま
す
︒

（
中
止
手
数
料
）

第
三
十
八
条 

当
店
は
︑
運
送

の
中
止
の
指
図
に
応
じ
た

場
合
に
は
︑
荷
送
人
が
責

任
を
負
わ
な
い
事
由
に
よ

る
と
き
を
除
い
て
︑
中
止

手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒
た
だ
し
︑

荷
送
人
が
︑
運
送
引
受
書

に
記
載
し
た
集
貨
予
定
日

の
三
日
前
ま
で
に
運
送
の

中
止
を
し
た
と
き
は
︑
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

２  

前
項
の
中
止
手
数
料
は
︑

次
の
各
号
の
と
お
り
と
し

ま
す
︒

一  

運
送
引
受
書
に
記
載
し

た
集
貨
予
定
日
の
前
々

日
に
中
止
の
指
図
を
し

た
と
き　

当
該
運
送
引

受
書
に
記
載
し
た
運

賃
︑
料
金
等
の
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
内

二  

運
送
引
受
書
に
記
載
し

た
集
貨
予
定
日
の
前
日

に
中
止
の
指
図
を
し
た

と
き　

当
該
運
送
引
受

書
に
記
載
し
た
運
賃
︑

料
金
等
の
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
内

三  

運
送
引
受
書
に
記
載
し

た
集
貨
予
定
日
の
当
日

に
中
止
の
指
図
を
し
た

と
き　

当
該
運
送
引
受

書
に
記
載
し
た
運
賃
︑

料
金
等
の
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
内

第
八
節　

責
任

（
責
任
の
始
期
）

第
三
十
九
条 

当
店
の
貨
物
の

滅
失
︑
損
傷
に
つ
い
て
の

責
任
は
︑
貨
物
を
荷
送
人

か
ら
受
け
取
っ
た
時
に
始

ま
り
ま
す
︒

（
責
任
と
挙
証
）

第
四
十
条 

当
店
は
︑
貨
物
の

受
取
か
ら
引
渡
し
ま
で
の

間
に
そ
の
貨
物
が
滅
失
し

若
し
く
は
損
傷
し
︑
若
し

く
は
そ
の
滅
失
若
し
く
は

損
傷
の
原
因
が
生
じ
︑
又

は
貨
物
が
延
着
し
た
と
き

は
︑
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任

を
負
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑

当
店
が
︑
自
己
又
は
使
用

人
そ
の
他
運
送
の
た
め
に

使
用
し
た
者
が
そ
の
貨
物

の
受
取
︑
運
送
︑
保
管
及

び
引
渡
し
に
つ
い
て
注
意

を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

証
明
し
た
と
き
は
︑
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

（
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
責
任
）

第
四
十
一
条 

前
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
︑
コ
ン
テ
ナ

に
詰
め
ら
れ
た
貨
物
で
あ

っ
て
当
該
貨
物
の
積
卸
し

の
方
法
等
が
次
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
す
る
も
の
の

滅
失
又
は
損
傷
に
つ
い

て
︑
当
店
に
対
し
損
害
賠

償
の
請
求
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
︑
そ
の
損
害
が
当

店
又
は
そ
の
使
用
人
そ
の

他
運
送
の
た
め
に
使
用
し

た
者
の
故
意
又
は
過
失
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

一  

荷
送
人
が
貨
物
を
詰
め

た
も
の
で
あ
る
こ
と
︒

二  

コ
ン
テ
ナ
の
封
印
に
異

常
が
な
い
状
態
で
到
着

し
て
い
る
こ
と
︒

（
特
殊
な
管
理
を
要
す
る
貨

物
の
運
送
の
責
任
）

第
四
十
二
条 

当
店
は
︑
動
物

そ
の
他
特
殊
な
管
理
を
要

す
る
貨
物
の
運
送
に
つ
い

て
︑
第
十
四
条
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
付
添
人
が

付
さ
れ
た
場
合
に
は
︑
当

該
貨
物
の
特
殊
な
管
理
に

つ
い
て
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
︒

（
荷
送
人
の
申
告
等
の
責
任
）

第
四
十
三
条 

当
店
は
︑
貨
物

の
内
容
を
容
易
に
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
に
つ

い
て
︑
運
送
申
込
書
の
記

載
又
は
荷
送
人
の
申
告
に

よ
り
運
送
引
受
書
に
品

名
︑
品
質
︑
重
量
︑
容
積

又
は
価
額
を
記
載
し
た
と

き
は
︑
そ
の
記
載
に
つ
い

て
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
︒

（
運
送
申
込
書
等
の
記
載
の

不
完
全
等
の
責
任
）

第
四
十
四
条 

当
店
は
︑
運
送

申
込
書
若
し
く
は
外
装
表

示
等
の
記
載
又
は
荷
送
人

の
申
告
が
不
実
又
は
不
備

で
あ
っ
た
た
め
に
生
じ
た

損
害
に
つ
い
て
は
︑
そ
の

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
︒

２  

前
項
の
場
合
に
お
い
て
︑

当
店
が
損
害
を
被
っ
た
と

き
は
︑
荷
送
人
は
そ
の
損

害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒

（
免
責
）

第
四
十
五
条 

当
店
は
︑
次
の

事
由
に
よ
る
貨
物
の
滅

失
︑
損
傷
︑
延
着
そ
の
他

の
損
害
に
つ
い
て
は
︑
損

害
賠
償
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
︒

一  

当
該
貨
物
の
欠
陥
︑
自

然
の
消
耗
︑
虫
害
又
は

鼠
害

二  

当
該
貨
物
の
性
質
に
よ

る
発
火
︑爆
発
︑む
れ
︑

か
び
︑
腐
敗
︑
変
色
︑

さ
び
そ
の
他
こ
れ
に
類

似
す
る
事
由

三  

同
盟
罷
業
︑同
盟
怠
業
︑

社
会
的
騒
擾
そ
の
他
の

事
変
又
は
強
盗

四  

不
可
抗
力
に
よ
る
火
災

五  

地
震
︑
津
波
︑
高
潮
︑

大
水
︑
暴
風
雨
︑
地
す

べ
り
︑
山
崩
れ
等
そ
の

他
の
天
災

六  

法
令
又
は
公
権
力
の
発

動
に
よ
る
運
送
の
差
止

め
︑
開
封
︑
没
収
︑
差

押
え
又
は
第
三
者
へ
の

引
渡
し

七  

荷
送
人
又
は
荷
受
人
の

故
意
又
は
過
失

（
高
価
品
に
対
す
る
特
則
）

第
四
十
六
条 

高
価
品
に
つ
い

て
は
︑
荷
送
人
が
申
込
み

を
す
る
に
当
た
り
︑
そ
の

種
類
及
び
価
額
を
通
知
し

な
け
れ
ば
︑
当
店
は
︑
そ

の
滅
失
︑
損
傷
又
は
延
着

に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
︒

２  

前
項
の
規
定
は
︑
次
に
掲

げ
る
場
合
に
は
︑
適
用
し

ま
せ
ん
︒

一  

運
送
契
約
の
締
結
の
当

時
︑
貨
物
が
高
価
品
で

あ
る
こ
と
を
当
店
が
知

っ
て
い
た
と
き
︒

二  

当
店
の
故
意
又
は
重
大

な
過
失
に
よ
っ
て
高
価

品
の
滅
失
︑
損
傷
又
は

延
着
が
生
じ
た
と
き
︒

（
責
任
の
特
別
消
滅
事
由
）

第
四
十
七
条 
当
店
の
貨
物
の

一
部
滅
失
又
は
損
傷
に
つ

い
て
の
責
任
は
︑
荷
受
人

が
留
保
し
な
い
で
貨
物
を

受
け
取
っ
た
と
き
は
︑
消

滅
し
ま
す
︒
た
だ
し
︑
貨

物
に
直
ち
に
発
見
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
損
傷
又
は

一
部
滅
失
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
︑
貨
物
の
引
渡

し
の
日
か
ら
二
週
間
以
内

に
当
店
に
対
し
て
そ
の
通

知
を
発
し
た
と
き
は
︑
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

２  

前
項
の
規
定
は
︑
貨
物
の

引
渡
し
の
当
時
︑
当
店
が

そ
の
貨
物
に
一
部
滅
失
又

は
損
傷
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
と
き
は
︑
適
用

し
ま
せ
ん
︒

３  

荷
送
人
が
第
三
者
か
ら
委

託
を
受
け
た
貨
物
の
運
送

を
当
店
が
行
う
場
合
に
お

い
て
︑
当
該
貨
物
の
運
送

に
係
る
荷
受
人
へ
の
貨
物

の
引
渡
し
の
日
か
ら
二
週

間
以
内
に
︑
荷
送
人
が
︑

貨
物
に
直
ち
に
発
見
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
損
傷
又

は
一
部
滅
失
が
あ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
︑

荷
送
人
に
対
す
る
当
店
の

責
任
に
係
る
第
一
項
た
だ

し
書
の
期
間
は
︑
荷
送
人

が
当
該
通
知
を
受
け
た
日

か
ら
二
週
間
を
経
過
す
る

日
ま
で
延
長
さ
れ
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
︒

（
損
害
賠
償
の
額
）

第
四
十
八
条 

貨
物
に
全
部
滅

失
が
あ
っ
た
場
合
の
損
害

賠
償
の
額
は
︑
そ
の
引
渡

し
が
さ
れ
る
べ
き
地
及
び

時
に
お
け
る
貨
物
の
価
額

に
よ
っ
て
︑
こ
れ
を
定
め

ま
す
︒

２  

貨
物
に
一
部
滅
失
又
は
損

傷
が
あ
っ
た
場
合
の
損
害

賠
償
の
額
は
︑
そ
の
引
渡

し
が
さ
れ
る
べ
き
地
及
び

時
に
お
け
る
︑
引
き
渡
さ

れ
た
貨
物
の
価
額
と
一
部

滅
失
又
は
損
傷
が
な
か
っ

た
と
き
の
貨
物
の
価
額
と

の
差
額
に
よ
っ
て
こ
れ
を

定
め
ま
す
︒

３  

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
︑
貨
物
の
滅
失

又
は
損
傷
の
た
め
荷
送
人

又
は
荷
受
人
が
支
払
う
こ

と
を
要
し
な
い
運
賃
︑
料

金
等
は
︑
前
二
項
の
賠
償

額
よ
り
こ
れ
を
控
除
し
ま

す
︒

４  

第
一
項
及
び
第
二
項
の
場

合
に
お
い
て
︑
貨
物
の
価

額
又
は
損
害
額
に
つ
い
て

争
い
が
あ
る
と
き
は
︑
公

平
な
第
三
者
の
鑑
定
又
は

評
価
に
よ
り
そ
の
額
を
決

定
し
ま
す
︒

５  

貨
物
が
延
着
し
た
場
合
の

損
害
賠
償
の
額
は
︑運
賃
︑

料
金
等
の
総
額
を
限
度
と

し
ま
す
︒

第
四
十
九
条 

当
店
は
︑
前
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
︑

当
店
の
悪
意
又
は
重
大
な

過
失
に
よ
っ
て
貨
物
の
滅

失
︑
損
傷
又
は
延
着
を
生

じ
た
と
き
は
︑
そ
れ
に
よ

り
生
じ
た
一
切
の
損
害
を

賠
償
し
ま
す
︒

　
（
除
斥
期
間
）

第
五
十
条 

当
店
の
責
任
は
︑

貨
物
の
引
渡
し
が
さ
れ
た

日
（
貨
物
の
全
部
滅
失
の

場
合
に
あ
っ
て
は
︑
そ
の

引
渡
し
が
さ
れ
る
べ
き

日
）
か
ら
一
年
以
内
に
裁

判
上
の
請
求
が
さ
れ
な
い

と
き
は
︑
消
滅
し
ま
す
︒

２  
前
項
の
期
間
は
︑
貨
物
の

滅
失
等
に
よ
る
損
害
が
発

生
し
た
後
に
限
り
︑
合
意

に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

３  

荷
送
人
が
第
三
者
か
ら
委

託
を
受
け
た
貨
物
の
運
送

を
当
店
が
行
う
場
合
に
お

い
て
︑
荷
送
人
が
第
一
項

の
期
間
内
に
損
害
を
賠
償

し
又
は
裁
判
上
の
請
求
を

さ
れ
た
と
き
は
︑
荷
送
人

に
対
す
る
当
店
の
責
任
に

係
る
同
項
の
期
間
は
︑
荷

送
人
が
損
害
を
賠
償
し
又

は
裁
判
上
の
請
求
を
さ
れ

た
日
か
ら
三
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
も

の
と
み
な
し
ま
す
︒

（
利
用
運
送
の
際
の
責
任
）

第
五
十
一
条 

当
店
が
他
の
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
の

行
う
運
送
又
は
他
の
運
送

機
関
を
利
用
し
て
運
送
を

行
う
場
合
に
お
い
て
も
︑

運
送
上
の
責
任
は
︑
こ
の

約
款
に
よ
り
当
店
が
負
い

ま
す
︒

（
賠
償
に
基
づ
く
権
利
取
得
）

第
五
十
二
条 

当
店
が
貨
物
の

全
部
の
価
額
を
賠
償
し
た

と
き
は
︑
当
店
は
︑
当
該

貨
物
に
関
す
る
一
切
の
権

利
を
取
得
し
ま
す
︒

第
九
節　

連
絡
運
輸

（
通
し
送
り
状
等
）

第
五
十
三
条 

連
絡
運
輸
に
係

る
貨
物
の
運
送
を
当
店
が

引
き
受
け
︑
か
つ
︑
最
初

の
運
送
を
行
う
場
合
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
﹁
連

絡
運
輸
の
場
合
﹂
と
い

う
︒）
に
お
い
て
︑
当
店

が
送
り
状
を
請
求
し
た
と

き
は
︑
荷
送
人
は
︑
全
運

送
に
つ
い
て
の
送
り
状
を

交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

（
運
賃
、
料
金
等
の
収
受
）

第
五
十
四
条 

当
店
は
︑
連
絡

運
輸
の
場
合
に
は
︑
貨
物

を
受
け
取
る
と
き
ま
で

に
︑
全
運
送
に
つ
い
て
の

運
賃
︑
料
金
等
を
収
受
し

ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
︑
全
運
送
に

つ
い
て
の
運
賃
︑
料
金
等

を
︑
最
後
の
運
送
を
行
っ

た
運
送
事
業
者
が
貨
物
を

引
き
渡
す
と
き
ま
で
に
︑

荷
受
人
か
ら
収
受
す
る
こ

と
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒

３  

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
︑

運
賃
︑
料
金
等
の
額
が
確

定
し
な
い
と
き
は
︑
第
三

十
三
条
第
二
項
の
規
定
を

準
用
し
ま
す
︒

（
中
間
運
送
人
の
権
利
）

第
五
十
五
条 

連
絡
運
輸
の
場

合
に
は
︑
当
店
よ
り
後
の

運
送
事
業
者
は
︑
当
店
に

代
わ
っ
て
︑
そ
の
権
利
を

行
使
し
ま
す
︒

（
責
任
の
原
則
）

第
五
十
六
条 

当
店
は
︑
連
絡

運
輸
の
場
合
に
は
︑
貨
物

の
滅
失
︑
損
傷
又
は
延
着

に
つ
い
て
︑
他
の
運
送
事

業
者
と
連
帯
し
て
損
害
賠

第
三
章　

積
込
み
又
は

取
卸
し
等

（
積
込
み
又
は
取
卸
し
及
び

積
込
料
又
は
取
卸
料
）

第
六
十
一
条 

当
店
は
︑
貨
物

の
積
込
み
又
は
取
卸
し
を

引
き
受
け
た
場
合
に
は
︑

当
店
が
別
に
定
め
る
料
金

又
は
実
際
に
要
し
た
費
用

を
収
受
し
︑
当
店
の
責
任

に
お
い
て
こ
れ
を
行
い
ま

す
︒

（
附
帯
業
務
及
び
附
帯
業
務

料
）

第
六
十
二
条 

当
店
は
︑
品
代

金
の
取
立
て
︑
荷
掛
金
の

立
替
え
︑貨
物
の
荷
造
り
︑

仕
分
︑
保
管
︑
検
収
及
び

検
品
︑
横
持
ち
及
び
縦
持

ち
︑
棚
入
れ
︑
ラ
ベ
ル
貼

り
︑
は
い
作
業
そ
の
他
の

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に

附
帯
し
て
一
定
の
時
間
︑

技
能
︑
機
器
等
を
必
要
と

す
る
業
務
（
以
下
﹁
附
帯

業
務
﹂
と
い
う
︒）
を
引

き
受
け
た
場
合
に
は
︑
当

店
が
別
に
定
め
る
料
金
又

は
実
際
に
要
し
た
費
用
を

収
受
し
︑
当
店
の
責
任
に

お
い
て
こ
れ
を
行
い
ま
す
︒

２  

附
帯
業
務
に
つ
い
て
は
︑

償
の
責
任
を
負
い
ま
す
︒

（
運
送
約
款
等
の
適
用
）

第
五
十
七
条 

連
絡
運
輸
の
場

合
に
は
︑
他
の
運
送
事
業

者
の
行
う
運
送
に
つ
い
て

は
︑
そ
の
事
業
者
の
運
送

約
款
又
は
運
送
に
関
す
る

規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
ま
す
︒
た
だ
し
︑
貨

物
の
滅
失
︑
損
傷
又
は
延

着
に
よ
る
損
害
が
生
じ
た

場
合
で
あ
っ
て
︑
か
つ
︑

そ
の
損
害
を
与
え
た
事
業

者
が
明
ら
か
で
な
い
場
合

の
損
害
賠
償
の
請
求
に
つ

い
て
は
︑
こ
の
運
送
約
款

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

ま
す
︒

（
引
渡
期
間
）

第
五
十
八
条 

連
絡
運
輸
の
場

合
の
引
渡
期
間
は
︑
各
運

送
事
業
者
ご
と
に
︑
そ
の

運
送
約
款
又
は
運
送
に
関

す
る
規
定
に
よ
り
計
算
し

た
引
渡
期
間
又
は
そ
れ
に

相
当
す
る
も
の
を
合
算
し

た
期
間
に
︑
一
運
送
機
関

ご
と
に
一
日
を
加
算
し
た

も
の
と
し
ま
す
︒

（
損
害
賠
償
事
務
の
処
理
）

第
五
十
九
条 

連
絡
運
輸
の
場

合
に
は
︑
貨
物
の
滅
失
︑

損
傷
又
は
延
着
に
つ
い
て

の
損
害
賠
償
は
︑
そ
の
請

求
を
受
け
た
運
送
事
業
者

が
損
害
の
程
度
を
調
査

し
︑
損
害
賠
償
の
額
を
決

定
し
て
そ
の
支
払
い
を
し

ま
す
︒

（
損
害
賠
償
請
求
権
の
留
保
）

第
六
十
条 

連
絡
運
輸
の
場
合

に
お
け
る
第
四
十
七
条
第

一
項
の
留
保
又
は
通
知

は
︑
そ
の
運
送
を
行
っ
た

運
送
事
業
者
の
い
ず
れ
に

対
し
て
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

を
除
き
︑
性
質
の
許
す
限

り
︑
第
二
章
の
規
定
を
準

用
し
ま
す
︒

（
品
代
金
の
取
立
て
）

第
六
十
三
条 

品
代
金
の
取
立

て
の
追
付
又
は
変
更
は
︑

そ
の
貨
物
の
発
送
前
に
限

り
︑
こ
れ
に
応
じ
ま
す
︒

２  

当
店
は
︑
品
代
金
の
取
立

て
の
委
託
を
受
け
た
貨
物

を
発
送
し
た
後
︑
荷
送
人

が
︑
当
該
品
代
金
の
取
立

て
の
委
託
を
取
り
消
し
た

場
合
又
は
荷
送
人
若
し
く

は
荷
受
人
が
責
任
を
負
う

事
由
に
よ
り
当
該
品
代
金

の
取
立
て
が
不
能
と
な
っ

た
場
合
は
︑
当
該
品
代
金

の
取
立
料
の
払
戻
し
は
し

ま
せ
ん
︒

（
付
保
）

第
六
十
四
条 
運
送
の
申
込
み

に
際
し
︑
当
店
の
申
出
に

よ
り
荷
送
人
が
承
諾
し
た

と
き
は
︑
当
店
は
︑
荷
送

人
の
費
用
に
よ
っ
て
運
送

保
険
の
締
結
を
引
き
受
け

ま
す
︒

２  

保
険
料
率
そ
の
他
運
送
保

険
に
関
す
る
事
項
は
︑
店

頭
に
掲
示
し
︑
又
は
当
店

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
ま
す
︒
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前
回
は
︑
時
短
へ
の
取
り
組
み

を
説
明
し
て
運
賃
交
渉
に
成
功
し

た
事
例
を
紹
介
し
た
︒
今
回
は
︑

新
年
度
か
ら
の
運
賃
改
定
状
況
を

概
観
し
よ
う
︒

　

こ
の
間
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

へ
の
危
機
感
が
浸
透
し
︑
全
体
的

に
は
運
賃
値
上
げ
に
応
じ
る
荷
主

が
増
え
て
い
る
︒
し
か
し
︑
運
賃

交
渉
が
難
し
い
荷
主
や
元
請
事
業

者
が
い
る
の
も
現
実
で
︑
取
引
先

に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る
︒

﹁
荷
主
同
士
の
競
争
が
厳
し
い
取

引
先
で
は
︑
運
賃
値
上
げ
は
大
変

だ
﹂（
東
北
）︒
な
か
に
は
﹁
荷
主

の
物
量
が
減
っ
て
い
る
の
で
運
賃

が
下
が
っ
て
い
る
﹂（
四
国
）
と
い

う
声
も
あ
っ
た
︒

　

下
請
法
違
反
で
公
正
取
引
委

員
会
か
ら
勧
告
を
受
け
た
あ
る
大

手
製
造
業
で
は
︑﹁
部
品
の
下
請

メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
関
係
だ
け
で

な
く
︑
物
流
部
門
で
も

運
賃
を
見
直
し
た
﹂（
関

東
）︑
と
い
う
事
業
者

が
い
た
︒
と
こ
ろ
が
同

じ
荷
主
の
部
品
を
運
ん

で
い
る
別
の
事
業
者
に

聞
く
と
︑﹁
そ
れ
は
元

請
の
話
で
︑
当
社
は
間

に
１
社
入
っ
て
い
る
の
で

そ
ん
な
に
期
待
は
で
き

な
い
﹂（
関
東
）
と
苦
笑
し
て

い
た
︒
運
送
業
界
の
多
層
構
造

の
実
態
を
象
徴
す
る
話
だ
︒
事

業
法
改
正
で
は
︑
元
請
事
業
者

に
﹁
実
運
送
体
制
管
理
簿
﹂
の

作
成
を
義
務
付
け
︑
多
層
構
造

の
是
正
を
促
そ
う
と
し
て
い
る
︒

　

全
国
ネ
ッ
ト

の
大
手
事
業
者

の
拠
点
間
輸
送

を
し
て
い
る
事

業
者
も
︑
運
賃

値
上
げ
に
苦
労

し
て
い
る
︒﹁
運

賃
は
１
％
し
か

上
が
ら
な
い
︒

そ
の
上
︑
高
速

道
路
の
走
行
速

度
90
㌔
㍍
で
の

ダ
イ
ヤ
改
定
が

予
想
さ
れ
︑
最

悪
の
場
合
に
は

撤
退
も
覚
悟
す

る
﹂（
北
陸
信
越
）

と
い
う
︒

　

ま
た
︑
別
の
大
手
の
拠
点
間

輸
送
を
し
て
い
る
事
業
者
は
︑

﹁
今
年
に
入
っ
て
か
ら
本
社
に

ま
で
行
っ
て
運
賃
交
渉
し
た
が

ダ
メ
だ
っ
た
︒
こ
れ
ま
で
は
拠

点
間
輸
送
し
た
車
で
近
場
の
横

持
ち
輸
送
も
合
わ
せ
て
し
て
い

た
が
︑
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
４

月
１
日
か
ら
横
持
ち
輸
送
は
な
く

す
よ
う
に
交
渉
し
た
︒
運
賃
は
同

じ
な
の
で
︑
実
質
的
に
は
運
賃
ア

ッ
プ
に
な
る
﹂（
九
州
）︒

　

ま
た
︑﹁
こ
の
間
に
運
賃
は
上
が

っ
て
い
る
が
︑
利
益
が
出
な
く
な
っ

て
き
た
﹂（
中
部
）
と
い
う
事
業

者
も
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金

は
上
げ
た
が
︑
そ
れ
以
外
の
燃
料

費
な
ど
諸
経
費
の
高
騰
に
追
い
つ

か
な
い
か
ら
だ
︒

　

一
方
︑﹁
荷
主
の
考
え
方
が
変
わ

っ
て
き
た
︒
非
常
に
安
い
運
賃
で

我
慢
し
て
運
ん
で
い
た
仕
事
で
︑

最
大
50
％
ア
ッ
プ
し
た
荷
主
も
あ

る
﹂（
近
畿
）
と
い
う
︒
ま
た
製

造
業
の
輸
送
を
し
て
い
る
あ
る
事

業
者
は
︑﹁
昨
年
10
月
に
地
元
の

工
場
か
ら
﹃
運
行
管
理
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
見
直
し
を
し
た
い
の
で
改

善
策
を
提
案
し
て
く
れ
﹄
と
い
う

話
が
あ
っ
た
︒
３
月
末
に
改
善
策

を
話
し
合
い
︑
５
月
６
日
か
ら
待

機
時
間
の
短
縮
が
実
現
し
た
﹂（
近

畿
）
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
運
賃
・
料
金
値

上
げ
や
取
引
条
件
改
善
の
進
み
方

は
︑
荷
主
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
る

よ
う
だ
︒
し
か
し
︑
全
体
的
に
荷

主
の
姿
勢
が
変
化
し
て
き
て
い
る

の
は
事
実
で
あ
る
︒

第
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新年度の運賃値上げ取引先で格差

　
　
　
　

︻
解
説
︼退
職
代
行
に
つ
い
て
は
︑最
近
︑

テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で
も
た

び
た
び
話
題
に
な
っ
て
お
り
︑
20
代
︑

30
代
の
若
い
世
代
を
中
心
に
利
用
者
が

急
速
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
︒

　

退
職
代
行
と
は
︑
労
働
者
の
退
職
の

意
思
を
︑
依
頼
を
受
け
た
者
が
︑
本

人
に
代
わ
っ
て
会
社
側
に
伝
え
る
と
い

う
も
の
で
︑
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

行
っ
て
い
る
の
が
︑
い
わ
ゆ
る
退
職
代

行
業
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
で
す
︒
手

数
料
は
業
者
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
︑

２
~
５
万
円
が
相
場
と
さ
れ
て
い
ま

　

先
日
、
労
働
者
Ａ
が
退
職
代
行

業
者
を
通
じ
て
退
職
の
意
向
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。
何
し
ろ
初
め
て

の
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
よ
い
か
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
ま

す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。
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退職代行業者が
労働者の退職意
向を伝えてきたが

す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
ま
ず
退
職
代
行
業
者

が
労
働
者
の
退
職
の
意
思
を
伝
え
て

き
た
場
合
の
対
応
で
す
︒
そ
も
そ
も

労
働
者
の
意
思
表
示
に
基
づ
く
退
職

に
つ
い
て
は
︑
有
期
雇
用
の
場
合
を
除

き
︑
原
則
と
し
て
そ
の
申
入
れ
後
２

週
間
で
効
力
が
生
じ
ま
す
（
民
法
第

６
２
７
条
第
１
項
）︒
こ
の
た
め
︑
退

職
代
行
業
者
を
通
じ
て
い
る
と
は
い
え
︑

労
働
者
が
退
職
の
意
思
を
伝
え
て
き

た
以
上
は
︑
退
職
を
認
め
る
こ
と
を

前
提
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒

も
ち
ろ
ん
︑
退
職
の
意
思
が
本
物
か

ど
う
か
︑
き
ち
ん
と
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
か
ら
︑
そ
れ
が
で
き
る

本
人
の
委
任
状
な
ど
の
提
示
を
退
職

代
行
業
者
に
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

　

本
人
の
退
職
意
思
の
確
認
が
す
ん

だ
ら
︑
次
は
退
職
手
続
に
入
る
わ
け

で
す
が
︑
こ
こ
か
ら
が
本
番
で
あ
り
︑

慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
︒
具
体

的
に
は
退
職
日
を
確
定
さ
せ
た
う
え
︑

労
働
者
か
ら
は
退
職
届
な
ど
の
必
要

書
類
の
提
出
︑
社
員
証
や
制
服
な
ど

の
貸
与
物
の
返
還
︑
会
社
側
か
ら
は

未
払
い
の
賃
金
や
残
業
代
︑
退
職
金

の
支
払
い
︑
私
物
の
返
還
な
ど
（
労

働
基
準
法
第
23
条
）
の
ほ
か
︑
保
険

関
係
の
処
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
有
給
休
暇
の
消
化

や
業
務
の
引
き
継
ぎ
な
ど
を
話
し
合

う
こ
と
も
必
要
で
す
︒

　

た
だ
し
︑
こ
れ
ら
の
手
続
に
関
し
て

は
︑
退
職
代
行
業
者
は
労
働
者
に
代

わ
っ
て
交
渉
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒

可
能
な
の
は
︑
単
に
労
働
者
と
会
社

の
間
に
入
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を
伝

達
す
る
こ
と
だ
け
で
す
︒
と
い
う
の
も
︑

前
述
の
事
項
に
つ
い
て
労
働
者
に
代
わ

っ
て
交
渉
や
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
は

法
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

す
︒
こ
れ
を
で
き
る
の
は
弁
護
士
の
み

で
︑
そ
れ
以
外
の
者
が
行
う
こ
と
は

﹁
非
弁
行
為
﹂
と
し
て
罰
則
付
き
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
弁
護
士

法
第
72
条
︑
77
条
）︒
こ
の
た
め
︑
退

職
代
行
業
者
は
退
職
者
と
会
社
の
言

い
分
を
そ
の
ま
ま
︑
た
だ
伝
え
る
と
い

う
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
仮
に
前
述
の
事
項
を

退
職
代
行
業
者
が
話
し
合
い
た
い
と
い

っ
て
き
て
も
︑﹁
非
弁
行
為
﹂
に
な
る

と
指
摘
を
し
て
断
り
︑
退
職
手
続
に
つ

い
て
の
会
社
側
の
考
え
方
や
段
取
り
を

そ
の
ま
ま
労
働
者
に
伝
え
て
も
ら
う

よ
う
依
頼
し
ま
す
︒
あ
と
は
メ
ー
ル

や
手
紙
を
通
じ
て
︑
郵
送
や
宅
配
便
︑

銀
行
振
り
込
み
な
ど
で
処
理
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
︒
な
か
に
は
弁
護
士
資
格

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
退
職
手
続

の
交
渉
を
行
お
う
と
す
る
業
者
も
い

ま
す
の
で
要
注
意
で
す
︒
た
だ
し
︑
退

職
代
行
を
労
働
組
合
が
行
う
場
合
は
︑

退
職
代
行
業
者
と
違
い
︑
団
体
交
渉

権
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
そ
れ
な
り
の
対

応
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
退
職
代
行
業
者
を
相

手
に
す
る
と
き
は
︑
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
た
り
す
る
と
悪
い
噂
を
流
さ
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
︑
あ
わ
て
て

退
職
を
拒
否
し
た
り
せ
ず
︑
対
応
を

速
や
か
に
行
い
︑
で
き
る
だ
け
早
く
す

ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
︑
そ
し
て
︑
今
後

退
職
代
行
業
者
の
介
入
を
防
ぐ
た
め

に
も
︑
労
働
者
が
会
社
に
対
し
安
心

し
て
退
職
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
︒

Ａ�

退
職
は
や
む
を
得
な
い
が

「
非
弁
行
為
」
に
注
意
を

　

同
事
業
は
︑
荷
主
企
業
や

一
般
消
費
者
が
よ
り
安
全
性

の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
と
と

も
に
︑
事
業
者
全
体
の
安
全

性
向
上
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
目
的
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す
る

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

安
全
性
優
良
事
業
所
に
対

し
て
は
︑
表
１
に
示
し
た
イ

制
度
で
あ
る
︒

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

と
と
も
に
︑認
定
マ
ー
ク
︵
写

真
①
︶や
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑

認
定
ワ
ッ
ペ
ン
を
﹁
安
全
性

優
良
事
業
所
﹂の
証
と
し
て
︑

認
定
有
効
期
間
内
に
限
り
使

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑

荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者
等

　

な
お
︑
２
０
２
３
年
度
か

ら
︑
６
回
目
更
新
を
迎
え
る

事
業
所
に
つ
い
て
は
︑
20
年

も
の
長
き
に
わ
た
り
安
全
運

行
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き

た
こ
と
か
ら
︑﹁
長
期
安
全

認
定
事
業
所
﹂
と
し
て
認
定

し
︑﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
﹂

︵
写
真
②
︶
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ

る
︒

　

安
全
性
優

良
事
業
所
は

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
に
て
事

業
所
名
︑
住

所
︑
電
話
番

号
が
公
表
さ

れ
る
︒
ま
た
︑

掲
載
を
希
望

し
た
一
部
認
定

事
業
所
の
Ｈ

Ｐ
へ
の
リ
ン
ク

お
よ
び
主
な

輸
送
品
目
も

掲
載
さ
れ
て
い

る
︒

　

申
請
案
内
は
︑
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
﹁
２
０
２
４
年
度
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価

事
業
（
Ｇ
マ

ー
ク
）﹂
ペ
ー

ジ
︵
二
次
元

コ
ー
ド
、
申

請
回
数
に
応
じ
て
ペ
ー
ジ
を

選
択
）
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
︑
地
方
実
施
機
関
（
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
で
は

冊
子
を
配
布
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
更
新
対

象
事
業
所
に
対
し
て
は
︑﹁
更

新
申
請
用
ハ
ガ
キ
﹂
を
６
月

ま
で
に
送
付
す
る
︒
ハ
ガ
キ

に
は
︑
申
請
者
が
選
択
で
き

る
﹁
申
請
方
式
﹂
と
︑
Ｗ
ｅ

ｂ
申
請
に
必
要
な
﹁
ロ
グ
イ

ン
Ｉ
Ｄ
﹂︑﹁
パ
ス
ワ
ー
ド
﹂

が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒な
お
︑

ハ
ガ
キ
が
６
月
10
日
を
過
ぎ

て
も
届
か
な
い
場
合
は
︑
全

ト
協
に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
評
価
制
度
の
評

価
対
象
は
︑
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
と
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
所

（
営
業
所
）︒申
請
資
格
は
︑

申
請
基
準
日
（
２
０
２
４
年

７
月
１
日
）
現
在
で
︑
①
事

業
開
始
（
運
輸
開
始
）
後
３

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
︑

②
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車

の
数
が
５
台
以
上
で
あ
る
こ

と
︱
︱
な
ど
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
︒

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
︑

﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
﹂

に
よ
り
︑
申
請
書
等
を
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
送
信
し
︑
申
請
す
る

（
申
請
料
:
無
料
）︒
申
請

受
付
期
間
は
︑
７
月
１
日
㈪

~
７
月
14
日
㈰
︒

　

た
だ
し
︑
新
規
申
請
や
更

新
Ａ
・
Ｃ
方
式
に
よ
る
申
請

で
は
︑
評
価
項
目
Ⅲ
﹁
安
全

性
に
対
す
る
取
組
の
積
極

性
﹂
を
挙
証
す
る
書
類
を
︑

申
請
す
る
事
業
所
が
所
在
す

る
都
道
府
県
の
地
方
実
施
機

関
（
都
道
府
県
ト
協
）
の
受

付
窓
口
へ
持
参
（
ま
た
は
郵

送
）
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

に
注
意
︒

　

申
請
の
流
れ
は
︑
図
の
通

り
︒
６
月
３
日
㈪
~
７
月
14

日
㈰
の
期
間
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
予

定
︒
同
シ
ス
テ
ム
上
で
は
︑

申
請
書
を
事
前
に
作
成
し
︑

保
存
す
る
こ
と
が
可
能
︒
た

だ
し
︑
事
前
に
作
成
し
︑
保

存
し
た
申
請
書
は
︑
申
請
受

付
期
間
中
に
改
め
て﹁
申
請
﹂

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
る
（
申
請
ボ
タ
ン
は

７
月
１
日
以
降
に
押
せ
る
よ

う
に
な
る
）︒

　

更
新
Ｂ
・
Ｅ
方
式
に
つ
い

て
は
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ

ム
へ
申
請
情
報
の
入
力
を
行

い
︑
申
請
期
間
に
申
請
ボ
タ

ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
申
請

が
完
了
す
る
︒
ま
た
︑
連
続

し
て
６
回
目
の
更
新
申
請
を

行
う
事
業
所
の
Ａ
・
Ｃ
方
式

に
つ
い
て
も
︑
評
価
項
目
Ⅲ

﹁
安
全
性
に
対
す
る
取
組
の

積
極
性
﹂
の
挙
証
書
類
提
出

が
不
要
な
こ
と
か
ら
︑
評
価

項
目
Ⅲ
に
関
す
る
日
頃
の
取

り
組
み
状
況
を
入
力
し
︑
申

請
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
︑

申
請
が
完
了
す
る
︒

　

一
方
で
︑
新
規
・
更
新
５

回
目
ま
で
の
Ａ
・
Ｃ
方
式
に

つ
い
て
は
︑
従
来
通
り
︑
評

価
項
目
Ⅲ
﹁
安
全
性
に
対
す

る
取
組
の
積
極
性
﹂
の
挙
証

書
類
の
提
出
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
窓
口
で
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る
︒

　

窓
口
で
の
手
続
き
は
︑
申

請
す
る
事
業
所
が
所
在
す
る

都
道
府
県
の
地
方
実
施
機
関

（
都
道
府
県
ト
協
）
の
受
付

窓
口
へ
︑
７
月
１
日
㈪
~
７

月
12
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）に
持
参
す
る
こ
と（
窓

口
の
受
付
時
間
は
︑
地
方
実

施
機
関
︹
同
︺
に
問
い
合
わ

せ
の
こ
と
）︒
ま
た
︑
郵
送
に

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
事

業
所
は
︑
①
安
全
性
に
対
す

る
法
令
の
遵
守
状
況
︑
②
事

故
や
違
反
の
状
況
︑
③
安
全

性
に
対
す
る
取
組
の
積
極
性

よ
る
提
出
の
場
合
は
︑
簡
易

書
留
や
信
書
便
な
ど
荷
物
の

追
跡
が
可
能
な
方
法
で
︑
地

方
実
施
機
関
（
同
）
に
７
月

12
日
㈮
必
着
で
送
付
す
る
こ

と
︒

　

な
お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
に
係
る
特
例

措
置
に
つ
い
て
は
︑
２
０
２
４

年
度
に
お
い
て
も
︑
縮
小
し

た
上
で
継
続
す
る
︒
ま
た
︑

Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
が
で
き
な
い
場

合
に
限
り
︑
複
写
式
申
請
書

で
の
申
請
を
受
け
付
け
る

︵
詳
細
は
申
請
案
内
に
掲

載
︶︒

︱
︱
の
３
項
目
に
つ
い
て
︑

安
全
性
評
価
委
員
会
か
ら
評

価
を
受
け
る
︒

　

評
価
３
項
目
の
合
計
点
数

が
80
点
以
上
で
︑
各
評
価
項

目
に
お
い
て
設
け
ら
れ
て
い

る
基
準
点
数
を
ク
リ
ア
し
︑

そ
の
他
の
認
定
要
件
も
満

た
さ
れ
て
い
る
場
合
︑﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂
と
し

て
認
定
さ
れ
る
︒
評
価
結

果
は
︑
各
申
請
事
業
所
に

対
し
て
12
月
中
旬（
予
定
）

に
郵
送
に
て
通
知
さ
れ
る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
に
つ

い
て
は
表
２
の
通
り
︒

・
・
・

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ

﹁
２
０
２
４
年
度
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂
ペ

ー
ジ
の
申
請
案
内
等
を
参

照
︒

　

申
請
説
明
会
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
を

６
月
３
日
よ
り
公
開

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ

る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
３
日
よ
り
︑
２
０
２
４

年
度
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ

ー
ク
制
度
）
の
﹁
申
請
説
明
会
﹂（
５
月
14
日
開
催
）
の

ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
配
信
す
る
︒

　

同
映
像
は
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
︵
二
次
元
コ
ー
ド
㊤
︶
か

ら
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
︒

①認定マーク「Gマーク」②長期認定事業所用「ゴールドGマーク」

図  申請の流れ

6月3日～7月14日 7月1日～7月14日 7月1日～7月12日

郵送は7月12日必着

（新規、通常、A、C方式のみ）

２
０
２
４
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
の
制
度
紹
介

２
０
２
４
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
の
制
度
紹
介

申
請
方
式
に
よ
り
「
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
」
で
手
続
き
完
了
も　

事
前
に
申
請
方
法
の
確
認
を
！

Gマーク特集

全ト協

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実

施
機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
２
０
２
４
年
度
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
）﹂
の
実
施
概
要
を
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
２
０
０
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
︑
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
）
は
２
０
２
４
年
３
月
末
現
在
で

２
万
８
８
９
５
事
業
所
に
達
し
︑
認
定
率

は
全
事
業
所
の
33
・
４
％
ま
で
拡
大
し
て

い
る
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
数
の
拡
大
に
伴

い
︑
運
送
事
業
者
の
み
な
ら
ず
︑
荷
主
企

業
や
一
般
消
費
者
に
対
し
て
も
︑
高
い
安

全
性
を
示
す
Ｇ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
認
知

の
拡
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

表２　安全性優良事業所の有効期間
新規・更新の種別 現在の認定証番号 今回の認定による有効期間
新規認定事業所 2025年１月１日〜2026年 12月 31日（２年間）
初回更新事業所 229**** 2025年１月１日〜2027年 12月 31日（３年間）
２回目更新事業所 219****（１）

2025年１月１日〜2028年 12月 31日（４年間）
３回目更新事業所 209****（２）
４回目更新事業所 209****（３）
５回目更新事業所 209****（４）
６回目更新事業所 209****（５）
※現在の認定証番号の「*」は各事業所に割り振られた数字

表１　安全性優良事業所に係るインセンティブ付与

国土交通省

①違反点数の消去、② IT 点呼の導入、
③点呼の優遇、④安全性優良事業所表
彰、⑤基準緩和自動車の有効期間の延
長、⑥特殊車両通行許可の有効期間の
延長、⑦特定技能外国人ドライバーの
受入れ要件

全日本トラック協会

助成の優遇（ドライバー等安全教育訓
練助成制度、安全装置等導入促進助成
事業、経営診断受診促進助成事業、自
動点呼機器導入促進助成事業）

損保会社等 保険料の割引

Ｇ
マ
ー
ク
と
は
？

事
業
者
の
安
全
性
を
評
価
・
認
定
し

事
業
者
の
安
全
性
を
評
価
・
認
定
し

公
表
す
る
制
度

公
表
す
る
制
度

様
々
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

「
違
反
点
数
の
消
去
」
や

「
違
反
点
数
の
消
去
」
や

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
」
な
ど

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
」
な
ど

申
請
方
法

パ
ソ
コ
ン
上
で
申
請
を
行
う
Ｗｅ
ｂ
申
請
に
変
更

パ
ソ
コ
ン
上
で
申
請
を
行
う
Ｗｅ
ｂ
申
請
に
変
更

申
請
方
式
に
よ
っ
て
は
Ｗｅ
ｂ
上
で
手
続
き
が
完
了

申
請
方
式
に
よ
っ
て
は
Ｗｅ
ｂ
上
で
手
続
き
が
完
了

評
価
結
果

申
請
事
業
所
に
対
し

申
請
事
業
所
に
対
し1212

月
中
旬
に
郵
送
で
通
知

月
中
旬
に
郵
送
で
通
知

安
全
性
の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
証
し
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

安
全
性
の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
証
し
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

輸
送
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
事
業
所
を
認
定

輸
送
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
事
業
所
を
認
定  

全
事
業
所
の

全
事
業
所
の
3030
％
超
が
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に

％
超
が
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に
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「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2022年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽1-4-14 後楽森ビル10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の施策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
　押してください

―

中部運輸局トラック
バス・タクシー ―7月下旬（予定） オンライン

トラック
バス・タクシー 13時30分～16時30分6月27日（木）

栃木県トラック協会　
本館　研修室（２階）
栃木県宇都宮市八千代1-5-12

関東運輸局

トラック
バス・タクシー 13時30分～15時30分8月  7日（水） オンライン 九州運輸局

―8月下旬（予定） 滋賀県内 近畿運輸局トラック
バス・タクシー

8月下旬（予定） 千葉県内 関東運輸局トラック
バス・タクシー

　

㈱
大
藏
は
︑
精
密
機
械
や

医
療
機
器
等
の
重
量
物
輸
送

の
ほ
か
︑
そ
れ
ら
の
据
付
・

設
置
に
か
か
わ
る
建
設
内
装

仕
上
・
と
び
・
土
工
工
事
な

ど
も
行
う
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
は
平
成
15

年
７
月
に
︑
全
国
貨
物
自
動

車
運
送
適
正
化
実
施
機
関

（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

に
よ
る
認
定
・
公
表
が
始
ま

っ
た
が
︑
同
社
が
Ｇ
マ
ー
ク

を
取
得
し
た
の
は
同
制
度
開

始
初
年
の
15
年
の
こ
と
で
あ

る
︒
先
代
社
長
が
︑
同
社
が

所
属
す
る
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
練
馬
支
部
の
担
当
者
か

ら
同
制
度
の
開
始
を
聞
き
︑

安
全
性
を
客
観
的
に
﹁
見
え

る
化
﹂
で
き
︑
そ
れ
に
よ
り

会
社
と
従
業
員
を
守
れ
る
と

判
断
し
︑
取
得
を
決
意
︒
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
︑
Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得

し
た
︒

　
﹁
制
度
開
始
当
初
か
ら
の

　

同
社
で
は
︑
輸
送
す
る
精

密
機
械
や
医
療
機
器
な
ど
の

重
量
に
応
じ
て
複
数
人
の
グ

ル
ー
プ
で
輸
送
に
あ
た
っ
て

安
全
性
優
良
事
業
所
と
し

て
︑
長
年
に
わ
た
り
事
故
防

止
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
社

と
し
て
は
︑﹃
Ｇ
マ
ー
ク
を
失

う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
﹄
と
考
え

て
い
ま
す
︒
当
社
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
と
は
何
か
︑
ど
う

す
れ
ば
認
定
さ
れ
る
の
か
︑

そ
の
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
説
明
す
る
と
と
も

に
︑
日
頃
か
ら
そ
れ
ら
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
乗
務
に
当

た
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し
て

い
ま
す
﹂（
大
藏
社
長
）

お
り
︑
基
本
的
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
１
人
で
乗
務
す
る
こ
と

は
な
い
︒
特
に
大
き
な
機
械

や
多
く
の
機
器
を
運
ぶ
際
に

は
︑
同
社
に
所
属
す
る
20
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
で
着
荷

主
先
ま
で
向
か
う
こ
と
も
あ

る
と
い
う
︒

　

医
療
機
器
の
輸
送
に
あ
た

っ
て
は
︑
細
心
の
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
る
︒
特
に
Ｃ
Ｔ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
）
機
器
な
ど
は
重
心
が
高

い
た
め
︑
輸
送
時
の
わ
ず
か

な
揺
れ
で
も
倒
れ
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑

ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込
み
の
際

に
は
︑
医
療
機
器
に
傷
を
付

け
な
い
よ
う
に
︑
周
囲
の
ス

ペ
ー
ス
を
十
分
確
保
し
て
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
積
載
し
た

上
で
︑
倒
れ
な
い
よ
う
に
し

っ
か
り
と
固
縛
す
る
必
要
が

あ
る
︒
ま
た
︑
積
み
降
ろ
し

や
据
え
付
け
に
際
し
て
は
︑

複
数
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
︑
慎
重
に

作
業
を
行
っ
て
い
く
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
で
重
量
物
を
輸

送
す
る
際
に
は
︑
ス
ピ
ー
ド

を
控
え
め
に
す
る
こ
と
︑
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
こ
と
︑

十
分
な
車
間
距
離
を
取
る
こ

と
な
ど
︑
安
全
性
の
高
い
運

転
操
作
を
行
う
よ
う
指
導
を

行
う
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
過
積

載
に
対
し
て
特
に
注
意
を
払

っ
て
い
る
︒
医
療
機
器
輸
送

の
場
合
に
は
︑
機
器
の
重
量

が
分
か
っ
て
い
る
た
め
過
積

載
の
心
配
は
な
い
が
︑
建
設

関
係
の
業
務
で
使
用
す
る
足

場
な
ど
の
部
材
輸
送
の
場
合

は
︑
部
材
１
つ
ひ
と
つ
の
重

さ
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
︑
ま
と
ま
っ
た
数
に
な

　

同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
採
用
に
当
た
っ
て
は
業
界

経
験
を
問
わ
な
い
方
針
を
採

っ
て
い
る
︒
入
社
当
初
は
精

密
機
械
や
医
療
機
器
の
据
付

作
業
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
た

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
に
必

要
な
運
転
免
許
を
取
得
し
て

い
な
い
人
も
採
用
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
︒
新
人
ド
ラ

イ
バ
ー
が
入
社
す
る
と
︑
同

社
で
は
ま
ず
普
通
免
許
で
も

運
転
可
能
な
ワ
ゴ
ン
車
に
乗

務
し
て
も
ら
い
︑
実
地
指
導

を
行
い
な
が
ら
入
社
３
か
月

を
目
途
に
準
中
型
免
許
を
︑

れ
ば
か
な
り
の
重
量
と
な
る
︒

同
社
で
は
部
材
輸
送
の
際
の

過
積
載
を
防
ぐ
た
め
に
︑
使

用
す
る
素
材
の
見
直
し
を
実

施
︒
例
え
ば
︑
鉄
の
足
場
を

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
素
材
に

変
え
る
こ
と
で
重
量
を
約
３

分
の
１
に
抑
え
る
な
ど
の
対

策
を
取
り
︑
過
積
載
を
未
然

に
防
い
で
い
る
︒

　
﹁
過
積
載
は
法
令
違
反
で

あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
業

者
に
対
し
て
厳
し
い
罰
則
が

科
せ
ら
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
事

故
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
も

高
ま
り
ま
す
︒
当
社
で
は
安

全
性
の
高
い
運
転
操
作
の
励

行
と
と
も
に
︑
過
積
載
防
止

に
つ
い
て
も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
指
導
を
強
化
し
て

い
ま
す
﹂（
同
）

そ
の
後
中
型
免
許
を
取
得
し

て
も
ら
う
︒
ま
た
︑
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
︑
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
や
玉
掛
け
の
資
格
も

取
得
し
て
も
ら
う
︒

　

前
述
の
通
り
︑
同
社
で
は

輸
送
の
際
に
は
︑
基
本
的
に

グ
ル
ー
プ
で
作
業
に
あ
た
る

こ
と
が
多
い
︒
ま
だ
仕
事
に

不
慣
れ
な
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
周
り
に
は
い
つ
も
先
輩
ド

ラ
イ
バ
ー
が
い
る
た
め
︑
先

輩
ド
ラ
イ
バ
ー
が
積
極
的
に

助
言
を
行
う
こ
と
で
︑
新
人

ド
ラ
イ
バ
ー
が
仕
事
に
早
く

慣
れ
る
と
い
う
効
果
が
あ
る

と
い
う
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
﹁
目
標

達
成
賞
（
毎
月
４
万
円
）﹂

と
い
う
報
奨
制
度
を
設
け
て

い
る
︒
こ
れ
は
︑
輸
送
現
場

に
よ
っ
て
出
勤
時
刻
が
不
規

則
に
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
︑
出
勤
時
刻
を
し
っ
か

り
守
っ
て
も
ら
う
た
め
に
始

め
た
も
の
で
︑
１
か
月
間
で

２
回
以
上
遅
刻
し
た
場
合
は

支
給
対
象
か
ら
除
外
す
る
︒

　

同
社
で
は
Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
直
後
に
︑
全
車
両
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
を

開
始
︒
現
在
は
︑
広
角
レ
ン

ズ
を
使
用
し
︑
広
範
囲
の
映

像
が
記
録
で
き
る
機
種
を
採

用
し
て
い
る
︒
併
せ
て
︑
４

㌧
ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク

で
は
︑
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
に

よ
り
︑
車
両
後
方
も
録
画
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
︒

　

ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク

に
荷
物
を
積
載
す
る
と
︑
後

方
が
荷
物
の
死
角
と
な
り
︑

サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
で
し
か
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
︒

バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
に
は
︑

取
付
位
置
に
よ
っ
て
は
腰
上

の
高
さ
か
ら
下
を
映
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
︑

路
面
に
近
い
低
い
障
害
物
を

確
認
で
き
な
い
ま
ま
後
退
し

て
し
ま
う
こ
と
で
︑
接
触
事

故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ

る
︒
そ
こ
で
︑
同
社
で
は
路

面
ま
で
映
し
出
す
よ
う
に
設

ま
た
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
に

関
し
て
も
︑
作
業
グ
ル
ー
プ

全
員
に
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
︒

１
か
月
の
う
ち
に
１
度
で
も

ア
ル
コ
ー
ル
反
応
が
出
た
ら

支
給
対
象
か
ら
除
外
す
る
︒

　
﹁
遠
方
へ
の
輸
送
で
は
︑
朝

４
時
出
社
と
い
う
場
合
も
あ

り
︑
公
共
交
通
機
関
が
利
用

で
き
な
い
た
め
︑
基
本
的
に

当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
家

用
車
で
出
勤
し
ま
す
︒
出
勤

後
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
で
ア

ル
コ
ー
ル
反
応
が
出
た
と
い

う
こ
と
は
︑
酒
気
帯
び
の
状

態
で
自
家
用
車
を
運
転
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
は

失
格
で
す
︒
点
呼
時
の
ア
ル

コ
ー
ル
検
査
の
徹
底
を
通

じ
︑
飲
酒
運
転
防
止
を
図
っ

て
い
ま
す
﹂（
同
）

定
し
︑
後
方
確
認
を
徹
底
し

て
い
る
︒

　

バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
に
は
︑

後
退
時
の
確
認
の
他
に
も
様

々
な
効
果
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑

同
社
の
ト
ラ
ッ
ク
の
後
方
に

車
間
距
離
を
詰
め
た
車
両
が

い
た
場
合
に
は
︑
追
突
事
故

に
遭
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
︑
一
旦
停
止
︑
徐
行
︑

車
線
変
更
な
ど
交
通
状
況
に

応
じ
て
そ
の
車
両
か
ら
離
れ

　

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
か
ら
長
年

に
わ
た
り
︑
安
全
運
行
の
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
同

社
︒
同
社
に
お
け
る
輸
送
の

安
全
の
確
保
に
対
す
る
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
︑
令

和
元
年
度
に
安
全
性
優
良
事

業
所
関
東
運
輸
局
長
表
彰
を

受
賞
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
か
ら
20
年
を

経
て
︑
同
社
は
﹁
長
期
認
定

事
業
所
﹂
と
な
っ
た
︒
同
社

の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑﹁
長
期
安

全
認
定
﹂
の
文
字
の
入
っ
た

﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
﹂
ス

テ
ッ
カ
ー
が
輝
い
て
い
る
︒

　
﹁
長
期
認
定
事
業
所
と
し

て
認
め
ら
れ
た
の
は
︑
日
々

安
全
運
転
に
専
念
し
て
く
れ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
か
げ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
︒
事
故
防

止
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

で
︑
当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も

自
分
た
ち
の
仕
事
に
対
し

て
︑
よ
り
大
き
な
誇
り
を
感

じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
︒
長
期
認
定
事
業
所
に

な
っ
た
の
を
機
に
︑
今
度
も

事
故
防
止
対
策
を
一
層
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
大
藏　

代

表
取
締
役　

大
藏　

匡

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
が
Ｇ
マ
ー
ク

取
得
後
に
被
っ
た
追
突
事
故

で
も
︑
車
両
後
方
を
録
画
し

て
い
た
こ
と
で
同
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
過
失
が
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
︒
大
藏
社
長
は
こ
の

時
の
経
験
か
ら
︑
車
両
後
方

の
自
動
車
の
動
き
を
確
認

し
︑
記
録
し
て
お
く
こ
と
の

重
要
性
を
強
く
認
識
し
た
と

い
う
︒
な
お
︑
同
社
で
は
バ

ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
も
全
車
両

に
搭
載
済
み
で
あ
る
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
で
は
︑
２
０
２
３

年
度
に
６
回
目
更
新
と
な
る
１
０
５
２
事

業
所
が
﹁
長
期
認
定
事
業
所
﹂
と
し
て
︑

新
た
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ

ー
ク
﹂
ス
テ
ッ
カ
ー
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒
長
期
認
定
事
業
所
は
︑

20
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
安
全
運
行
の

実
績
を
積
み
上
げ
︑
安
心
・
安
全
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
運
送
事
業
所
の

模
範
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ゴ
ー
ル
ド

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
を
訪
問
し
︑
ゴ
ー

ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
に
至
る
ま
で
の

長
年
に
わ
た
る
事
故
防
止
対
策
等
を
紹
介

し
ま
す
︒
今
回
は
︑
東
京
都
練
馬
区
の
㈱

大
藏
（
代
表
取
締
役
大
藏
匡
）
本
社
営
業

所
を
紹
介
し
ま
す
︒

株
式
会
社
大
藏　

本
社
営
業
所
（
東
京
都
練
馬
区
）

（株）大藏
［代表取締役　大藏　匡］

本社営業所　東京都練馬区谷原4-20-29
設　　立　昭和37年5月
資  本  金　1,000万円
従業員数　25人（うちドライバー20人）
車  両  数　20台

会社概要

「
決
し
て
Ｇ
マ
ー
ク
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
」

事
故
防
止
に
向
け
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
導
に
注
力

複
数
人
で
慎
重
に
運
ぶ
精
密
機
械
や
医
療
機
器

事
故
に
繋
が
り
や
す
い
過
積
載
を
未
然
に
防
ぐ

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
育
て
る
「
先
輩
の
助
言
」

飲
酒
運
転
を
防
ぐ
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
を
徹
底

バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
を
活
用
し
て
接
触
事
故
を
防
止

ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
っ
た
「
後
方
の
録
画
デ
ー
タ
」

「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
誇
り

　

気
持
ち
を
一
層
引
き
締
め
て
無
事
故
に
挑
む

精
密
機
械
輸
送
へ
の
支
障
が
大
き
い
、

雨
の
多
い
６
月
と
10
月
に
は
、ド
ラ
イ

バ
ー
全
員
参
加
に
よ
る
安
全
教
室
を

行
い
注
意
点
を
共
有
す
る

同
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
、「
長
期
安
全

認
定
」の
文
字
が
入
っ
た
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ

マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
が
輝
い
て
い
る

点
呼
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
の
徹
底

を
通
じ
、飲
酒
運
転
防
止
を
図
っ
て
い

る

同社はクレーン付きトラックやパワーゲート車を多く保有し、精密機械や医療機器等の重
量物輸送などを手がけている

代表取締役
大藏　匡 2020

年
も
の
長
き
に
わ
た
り
安
全
輸
送
を
継
続

年
も
の
長
き
に
わ
た
り
安
全
輸
送
を
継
続

長
期
認
定
の
証
と
な
る「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」

長
期
認
定
の
証
と
な
る「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」

ゴールドＧマーク
認定事業所特集
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第
１
回　

有
限
会
社
比
良
北
運
輸
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

事
業
承
継
を
機
に
大
規
模
な
社
内
改
革
を
推
進

「
三
つ
星
」
取
得
を
通
じ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
が
向
上

　

㈲
比
良
北
運
輸
（
髙
見
美

樹
子
代
表
取
締
役
）
は
︑
建

設
資
材
や
住
宅
部
材
︑
事
務

機
器
な
ど
を
︑
中
京
圏
を
中

心
に
輸
送
し
て
い
る
運
送
会

社
で
あ
る
︒

　

同
社
は
︑
髙
見
社
長
の
父

親
に
よ
っ
て
昭
和
52
年
に
創

業
し
︑
平
成
８
年
に
法
人
化

し
た
（
社
長
に
は
髙
見
社
長

の
母
親
が
就
任
）︒
創
業
者

は
︑
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ

る
会
社
と
な
る
よ
う
に
と
︑

同
地
域
の
地
名
で
あ
る
﹁
比

良
﹂
を
屋
号
に
取
り
入
れ
た

と
い
う
︒

　

24
年
に
︑
病
気
の
た
め
創

業
者
で
あ
る
父
親
が
突
然
他

界
し
た
︒
そ
の
後
︑
29
年
に

現
社
長
が
２
代
目
社
長
に
就

任
し
て
い
る
︒

　

髙
見
社
長
が
社
長
に
就
任

し
た
当
時
︑
同
社
の
業
績
は

下
降
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
︑
経
営
面
で
非
常
に
厳
し

い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
た
︒

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
会
社

を
何
と
し
て
も
存
続
さ
せ
る

た
め
に
︑
髙
見
社
長
は
会
計

士
な
ど
周
囲
の
助
言
を
受

け
︑
不
採
算
部
門
の
整
理
︑

既
存
荷
主
と
の
運
賃
ア
ッ
プ

交
渉
︑
新
規
荷
主
の
開
拓
な

ど
︑
経
営
体
制
再
構
築
に
向

け
て
必
死
で
取
り
組
ん
だ
︒

経
営
改
善
が
進
み
︑
よ
う
や

く
先
が
見
え
て
き
た
矢
先
の

令
和
２
年
に
は
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内

で
急
速
に
広
が
り
︑
同
社
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
︒
そ

の
中
で
︑
髙
見
社
長
は
愛
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
寺
岡
洋

一
会
長
）
か
ら
の
案
内
を
通

じ
て
︑
こ
の
年
に
創
設
さ
れ

た
ば
か
り
の
﹁
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
﹂
に
つ
い
て

知
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営

的
に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
し
た
が
︑
こ
う
い
う
時

こ
そ
足
元
の
社
内
体
制
を
し

っ
か
り
整
備
し
︑
残
っ
て
く

れ
て
い
る
従
業
員
と
と
も
に

再
起
に
備
え
る
準
備
期
間
に

し
て
い
こ
う
と
の
意
識
を
も

ち
ま
し
た
︒
そ
の
た
め
︑
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
認
証
事

業
者
と
な
る
こ
と
が
︑
再
起

の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
︑
取
得
に
踏
み

切
り
ま
し
た
﹂（
髙
見
社
長
）

　

同
社
で
は
︑
愛
知
県
ト
協

事
務
局
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
得
な
が
ら
︑
３
年
に
﹁
一

つ
星
﹂
認
定
を
︑５
年
に
﹁
二

つ
星
﹂
認
定
を
取
得
し
た
︒

　

同
社
で
は
﹁
一
つ
星
﹂
取

得
に
際
し
て
は
︑
従
業
員
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
た

創
業
者
の
時
代
か
ら
取
り
組

ん
で
い
た
内
容
が
︑
認
証
項

目
の
な
か
に
多
く
を
占
め
て

い
た
こ
と
も
あ
り
︑
こ
れ
ま

で
の
同
社
の
取
り
組
み
を
明

文
化
し
て
い
く
こ
と
で
﹁
一
つ

星
﹂
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
た
︒
ま
た
︑﹁
二
つ
星
﹂

取
得
に
関
し
て
も
︑
一
部
不

足
し
て
い
た
取
り
組
み
を
補

う
こ
と
で
︑
取
得
に
漕
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
︒

　

５
年
度
か
ら
は
︑
認
証
を

取
得
し
た
事
業
者
の
よ
り
高

い
水
準
へ
の
移
行
を
促
す
た

め
に
︑
新
た
に
﹁
三
つ
星
﹂

が
導
入
さ
れ
た
︒
同
社
の
経

営
状
況
が
厳
し
い
局
面
に
あ

る
中
で
︑
さ
ら
に
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
な
る
た
め
︑
会

計
士
は
﹁﹃
三
つ
星
﹄
を
今

取
得
し
な
く
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
﹂
と
︑
髙
見
社
長

に
再
考
を
促
し
た
︒
一
方
︑

同
社
の
営
業
担
当
者
や
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は
﹁﹃
２
０
２
４

年
問
題
﹄
が
間
近
に
迫
る
中

で
︑
大
手
荷
主
と
取
引
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
︑
そ
れ
に

し
っ
か
り
対
応
で
き
て
い
る

　
﹁
三
つ
星
﹂
取
得
に
際
し
て

は
︑
次
の
６
対
策
分
野
に
つ

い
て
︑
設
定
さ
れ
た
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

A
法
令
遵
守
等

　

同
社
は
昭
和
52
年
の
創
業

以
来
︑
創
業
者
の
経
営
努
力

と
従
業
員
か
ら
の
厚
い
信
頼

が
あ
っ
て
︑
一
代
で
50
人
規

模
の
会
社
に
ま
で
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒
一
方
で
︑

就
業
規
則
な
ど
の
書
面
の
整

備
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い

な
ど
︑
法
令
遵
守
の
面
で
は

十
分
と
は
言
い
難
い
部
分
が

証
と
な
る
﹃
三
つ
星
﹄
取
得

は
非
常
に
大
き
な
武
器
に
な

る
︒
経
営
的
に
厳
し
い
当
社

だ
か
ら
こ
そ
︑﹃
三
つ
星
﹄

取
得
は
必
要
不
可
欠
で
は
な

い
か
﹂
と
強
く
推
さ
れ
た
と

い
う
︒
髙
見
社
長
は
熟
考
の

末
︑﹁
三
つ
星
﹂
取
得
を
決

断
し
た
︒

　

今
年
４
月
に
５
年
度
認
証

事
業
者
が
公
表
さ
れ
︑
全
国

で
同
社
を
含
む
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
34
社
が
初
の
﹁
三

つ
星
﹂
認
証
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
︒

あ
っ
た
と
い
う
︒

　

髙
見
社
長
は
就
任
直
後
か

ら
︑
社
会
保
険
労
務
士
や
弁

護
士
な
ど
の
助
け
を
得
な
が

ら
︑
就
業
規
則
の
制
定
や
雇

用
契
約
書
の
作
成
な
ど
︑
法

令
遵
守
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
︒
ま
た
︑
法
令
改
正

な
ど
の
際
に
は
︑
そ
の
都
度

社
労
士
な
ど
と
相
談
し
な
が

ら
︑
適
切
な
形
で
見
直
し
を

行
い
︑
三
つ
星
の
認
証
に
対

応
し
て
い
る
︒

B
労
働
時
間
・
休
日

　

労
働
時
間
や
休
日
に
関
す

る
社
内
規
定
に
つ
い
て
も
︑

同
社
で
は
髙
見
社
長
就
任
以

降
︑
明
文
化
し
た
︒

　

一
方
で
︑
古
く
か
ら
在
籍

し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中

D�

安
心
・
安
定
／
E
多
様
な

人
材
の
確
保
・
育
成

　

同
社
で
は
︑
高
齢
に
な
っ

て
も
長
く
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
る
︒

　

同
社
で
は
65
歳
定
年
制
を

採
っ
て
お
り
︑
65
歳
以
上
の

従
業
員
は
希
望
に
よ
り
パ
ー

ト
と
し
て
雇
用
し
て
い
る
︒

パ
ー
ト
従
業
員
は
週
１
~
３

日
程
度
出
勤
し
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
助
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
今
年
４
月
に
は

本
社
営
業
所
内
に
﹁
た
こ
焼

き
屋
﹂
を
開
業
（
労
働
者
派

遣
事
業
を
展
開
す
る
︑
同
社

グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
Ｈ
Ｒ
Ｋ

Ｔ
が
運
営
）︒
現
在
は
︑
髙

見
社
長
の
母
親
が
た
こ
焼
き

を
焼
い
て
い
る
︒

　
﹁
た
こ
焼
き
屋
を
通
じ
て
︑

地
域
の
皆
様
に
当
社
の
存
在

を
認
め
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
し
た
︒
さ

ら
に
︑
将
来
的
に
は
規
模
を

に
は
︑
必
要
以
上
に
早
い
時

間
に
出
勤
し
︑
実
質
的
に
長

時
間
労
働
の
状
態
に
な
っ
て

い
た
者
も
い
た
︒

　

同
社
で
は
︑
長
時
間
労
働

を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
︑﹁
人

事
労
務
シ
ス
テ
ム
﹂
を
新
た

に
導
入
し
た
︒
こ
れ
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
所
有
す
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
出
勤

・
退
勤
の
打
刻
処
理
が
可
能

と
な
る
も
の
で
あ
る
︒
同
社

で
は
こ
れ
ま
で
手
書
き
の
出

勤
簿
で
勤
務
時
間
管
理
を
行

っ
て
い
た
が
︑
人
事
労
務
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
ド

ラ
イ
バ
ー
の
出
退
勤
な
ど
の

勤
怠
状
況
を
正
確
に
記
録
で

き
る
よ
う
に
し
た
︒
必
要
以

上
の
長
時
間
労
働
を
行
う
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑
こ

の
デ
ー
タ
を
基
に
指
導
を
行

い
︑
改
善
を
促
し
て
い
る
︒

C
心
身
の
健
康

　

同
社
に
は
現
在
９
人
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
在
籍
し
て
い
る
︒

運
行
管
理
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー

が
毎
日
顔
を
見
て
話
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
活
か
し
︑

点
呼
な
ど
の
際
に
は
運
行
管

理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
会

話
や
表
情
を
見
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
心
と
体
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア

プ
リ
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
︑
運
行
先
や
対
面
で
は
言

い
づ
ら
い
こ
と
も
話
し
や
す

く
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

も
進
め
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑

健
康
診
断
に
つ
い
て
も
受
診

確
認
の
徹
底
や
要
再
検
査
者

の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
確
実

に
実
施
す
る
な
ど
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
状
態
の
把
握
・

改
善
に
努
め
て
い
る
︒

拡
大
す
る
な
ど
退
職
者
の
受

け
皿
と
し
て
︑
様
々
な
形
で

高
齢
の
従
業
員
が
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

F
自
主
性
・
先
進
性
等

　

同
社
で
は
︑
従
業
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
︑長
年
に
わ
た
り
﹁
食

　

同
社
に
お
け
る
社
内
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
し

て
は
︑
反
発
す
る
従
業
員
も

い
た
︒
し
か
し
︑
思
い
切
っ

た
社
内
改
革
が
進
む
中
で
も

同
社
を
辞
め
ず
に
残
っ
て
く

れ
た
従
業
員
も
多
く
︑
ま
た

一
度
退
職
し
た
も
の
の
︑
従

業
員
に
対
す
る
温
か
さ
や
従

業
員
同
士
の
信
頼
度
の
強
さ

は
他
社
に
は
及
ば
な
い
と
︑

同
社
に
再
入
社
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
も
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
の
よ
う
な
小
規
模

運
送
事
業
者
の
一
番
の
強
み
は

﹃
人
間
力
﹄
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
︒
今
回
の
﹃
三
つ
星
﹄

獲
得
は
︑
当
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
と

な
り
ま
し
た
︒
今
後
も
様
々

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
当
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
を
一

層
高
め
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
日

々
仕
事
に
あ
た
っ
て
も
ら
い

事
会
﹂
を
継
続
し
て
い
る
︒

こ
の
﹁
食
事
会
﹂
で
提
供
さ

れ
る
食
事
は
健
康
に
も
配
慮

し
た
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
お
り
︑

特
に
女
性
従
業
員
か
ら
は
好

評
だ
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
毎
年
12
月
に
は
︑

﹁
餅
つ
き
大
会
﹂
を
開
催
し

て
い
る
︒
従
業
員
の
家
族
に

も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

で
︑
普
段
の
仕
事
の
様
子
な

ど
を
家
族
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
︒

た
い
と
思
い
ま
す
︒﹃
三
つ
星
﹄

の
光
に
よ
り
輝
い
て
い
る
当

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
姿
を
多

く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
対
し
て
憧
れ
を
抱
く
若

い
方
々
が
増
え
︑
そ
し
て
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
門
を
叩

く
求
職
者
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈲
比
良
北
運

輸　

髙
見
美
樹
子　

代
表
取

締
役

　

職
場
環
境
改
善
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
の
取
り
組
み
を
﹁
見
え

る
化
﹂
す
る
こ
と
で
︑
求
職
者
の
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
就
職
を
促
進
し
︑
人
材
確

保
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と
を

目
的
に
﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

（
正
式
名
称
:
運
転
者
職
場
環
境
良

好
度
認
証
制
度
）﹂
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
（
関
連
11
面
）︒
同
制
度
で
は
︑
法

令
遵
守
の
み
な
ら
ず
︑
法
令
を
上
回
る

労
働
条
件
や
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
十
分
に
実
施
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業
者
を
﹁
三
つ
星
﹂
事

業
者
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
三
つ
星
事

業
者
を
訪
問
し
︑
各
事
業
者
で
の
職
場

環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
や
認
定
取
得

の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紙
面
上
で
紹
介
し

ま
す
︒
今
回
は
︑
愛
知
県
名
古
屋
市
の

㈲
比
良
北
運
輸
を
紹
介
し
ま
す
︒

髙見　美樹子
代表取締役

業
績
低
迷
に
苦
し
ん
で
い
た
同
社

業
績
低
迷
に
苦
し
ん
で
い
た
同
社

「
三
つ
星
」
認
定
を
機
に
業
績
回
復
を
期
す
る

「
三
つ
星
」
認
定
を
機
に
業
績
回
復
を
期
す
る

就
業
規
則
や
社
内
規
定
な
ど
を
明
文
化

就
業
規
則
や
社
内
規
定
な
ど
を
明
文
化

人
事
労
務
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
労
働
状
況
を
把
握

人
事
労
務
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
労
働
状
況
を
把
握

定
年
後
も
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
会
社
に

定
年
後
も
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
会
社
に

社
内
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
従
業
員
の
交
流
深
め
る

社
内
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
従
業
員
の
交
流
深
め
る

小
規
模
事
業
者
の
一
番
の
強
み
は
「
人
間
力
」

小
規
模
事
業
者
の
一
番
の
強
み
は
「
人
間
力
」

「
三
つ
星
」
獲
得
で
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
に

「
三
つ
星
」
獲
得
で
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
に

㈲比良北運輸
［代表取締役　髙見　美樹子］

本　　社　愛知県名古屋市西区比良4-394
設　　立　平成8年1月25日
資  本  金　1,000万円
従業員数　20人（うちドライバー9人）
車  両  数　11台

「三つ星」事業者の証となるステッカーを指さす髙見社長。「三つ星」ステッカーは
「一つ星」、「二つ星」とは異なり、マークが金色になっている

本
社
営
業
所
内
に
４
月
に
開
業
し
た「
た
こ
焼
き
屋
」は
、

多
く
の
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

毎
年
12
月
に
は
、従
業
員
の
家
族
も
参
加
す
る
「
餅
つ
き
大

会
」
を
開
催

同
社
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
従
業
員
も
元
気
に
活
躍
し
て

い
るス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
人
事
労
務
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
勤
怠
状
況
な
ど
を
正
確
に
記
録
し
て
い
る

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

「
三
つ
星
」
事
業
者
の
取
り
組
み
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求
職
者
に
安
心
を
見
せ
る
！

運
送
事
業
者
に
人
が
集
ま
る
！

　

自
動
車
運
送
事
業
に
お
い

て
は
︑
運
転
者
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
︑
運
転
者
の
労

働
条
件
や
労
働
環
境
を
改
善

す
る
と
と
も
に
︑
必
要
と
な

る
運
転
者
を
確
保
・
育
成
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
平
成
30
年
５

月
30
日
︑
政
府
は
自
動
車
運

送
事
業
の
働
き
方
改
革
に
関

す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に

お
い
て
︑﹁
自
動
車
運
送
事

　

同
認
証
制
度
は
︑
運
転
者

の
労
働
条
件
や
労
働
環
境
に

関
し
て
評
価
・
認
証
し
︑
主

に
求
職
者
へ
情
報
提
供
を
行

う
た
め
の
制
度
で
あ
る
︒

業
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に

向
け
た
政
府
行
動
計
画
﹂
を

策
定
︒
こ
れ
を
受
け
︑
国
土

交
通
省
は
同
年
６
月
に
﹁
自

動
車
運
送
事
業
の
ホ
ワ
イ
ト

経
営
に
係
る
認
証
項
目
・
認

証
基
準
﹂︑﹁
認
証
実
施
団
体

に
求
め
ら
れ
る
要
件
お
よ
び

実
施
方
法
﹂︑﹁
認
証
事
業
者

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
﹂

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
︑
令

和
元
年
６
月
に
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
︑﹁
運
転
者
職
場

　

各
認
証
項
目
の
達
成
状
況

に
応
じ
て
︑﹁
一
つ
星
﹂︑﹁
二

つ
星
﹂︑﹁
三
つ
星
﹂
の
３
つ
の

認
証
段
階
が
設
け
ら
れ
て
お

り
︑﹁
一
つ
星
﹂
か
ら
順
を
追

っ
て
上
位
の
認
証
段
階
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
︵
図
１
︶︒

な
お
︑
星
の
数
は
職
場
環
境

の
良
好
度
を
表
し
て
い
る
︒

　

認
証
マ
ー
ク
は
︑
笑
顔
で

働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

環
境
を
提
供
し
て
い
る
事
業

環
境
良
好
度
認
証
制
度
﹂（
認

証
実
施
団
体
:
︹
一
財
︺
日

本
海
事
協
会
）
を
創
設
し
た

︵
写
真
︶︒

　

制
度
導
入
の
目
的
は
︑
次

の
通
り
で
あ
る
︒

◆
事
業
者
の
労
働
条
件
や
労

働
環
境
を
求
職
者
が
容
易
に

確
認
で
き
る
よ
う
﹁
見
え
る

化
﹂
す
る
こ
と
で
︑
求
職
者

の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
を
図
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
等
へ
の
就

職
を
促
進
す
る
︒

◆
自
動
車
運
送
事
業
者
が
認

証
基
準
を
満
た
す
た
め
に
様

々
な
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

を
通
じ
て
︑
よ
り
働
き
や
す

い
労
働
条
件
︑
労
働
環
境
の

実
現
を
図
る
︒

者
が
ひ
と
目
で
分
か
る
こ
と

を
意
図
し
て
作
成
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
関
係
の
認
証
事

業
者
数
（
６
年
４
月
５
日
時

　

認
証
事
業
者
に
対
し
て

は
︑
次
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
︒
こ

こ
で
は
︑
そ
の
一
例
に
つ
い
て

紹
介
す
る
︒

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
︵
厚
生
労
働

省
︶

・
求
人
票
へ
認
証
マ
ー
ク
を

表
示
し
︑
働
き
や
す
い
職
場

で
あ
る
こ
と
を
求
職
者
へ
見

え
る
化

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
︑

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
﹂
と
検
索
す
る
こ
と
に
よ

る
認
証
事
業
者
の
求
人
検
索

・
認
証
事
業
者
が
取
り
組
ん

で
い
る
働
き
方
改
革
の
取
り

点
）
は
表
１
の
通
り
で
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
で
は
34

社
が
﹁
三
つ
星
﹂
認
証
事
業

者
と
な
っ
て
い
る
︒

組
み
等
を
求
職
者
に
わ
か
り

や
す
く
発
信
す
る
た
め
の
求

人
票
作
成
支
援

　

初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
︑

﹁
一
つ
星
﹂
か
ら
の
申
請
手

続
き
に
な
る
︒
申
請
の
方
法

は
︑
電
子
申
請
を
推
奨
し
て

い
る
が
︑
郵
送
に
よ
る
申
請

も
可
能
︒

　

申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︑

図
２
の
通
り
︒

　

認
証
登
録
さ
れ
た
事
業
者

に
は
︑
登
録
証
書
が
発
行
さ

れ
る
︒
登
録
証
書
の
有
効
期

間
は
原
則
２
年
間
︒

②
求
人
サ
イ
ト
等
︵
認
定
推

進
機
関
︶

◆
求
人
サ
イ
ト

・
求
人
サ
イ
ト
上
で
同
認
証

取
得
事
業
者
の
特
集
ペ
ー
ジ

を
掲
載

・
同
認
証
取
得
事
業
者
に
絞

っ
た
検
索
へ
の
対
応

・
特
別
価
格
に
よ
る
求
人
掲

載◆
損
害
保
険

・
労
災
上
乗
せ
保
険
の
保
険

料
の
割
引

◆
設
備
改
修
工
事

・
水
廻
り
関
連
改
修
や
設
備

改
修
工
事
の
料
金
割
引

③
国
土
交
通
省

◆
監
査

・﹁
二
つ
星
﹂︑﹁
三
つ
星
﹂
の

認
証
事
業
者
の
う
ち
︑
対
面

に
よ
る
審
査
を
受
け
合
格
し

た
営
業
所
に
つ
い
て
は
︑
長

期
間
︑
監
査
を
実
施
し
て
い

な
い
こ
と
を
端
緒
と
し
た
監

査
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
る
規
定
を
整
備

◆
５
年
度
補
正
予
算
の
補
助

金
︵
ト
ラ
ッ
ク
関
係
︶

・
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

導
入
等
支
援
（
予
定
）

　

予
算
額
を
超
え
る
申
請
に

よ
り
抽
選
を
実
施
す
る
場

合
︑
同
認
証
制
度
取
得
事
業

者
等
を
優
遇

・
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
支

援
お
よ
び
大
型
等
免
許
取
得

支
援

　

同
認
証
制
度
取
得
事
業
者

等
が
申
請
対
象
（
予
定
）

④
事
務
局︵
日
本
海
事
協
会
︶

・
認
証
事
業
者
限
定
セ
ミ
ナ

ー
　
﹁
運
転
者
が
集
ま
る
！
定

着
す
る
！
会
社
に
な
る
た
め

の
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
﹂
に
招
待

・
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
︑
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
紹
介

　

ま
た
︑﹁
特
定
技
能
の
在

留
資
格
に
係
る
制
度
の
運
用

に
関
す
る
基
本
方
針
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
﹂（
６
年
３
月

29
日
付
閣
議
決
定
）に
よ
り
︑

特
定
技
能
の
在
留
資
格
に
係

る
制
度
に
﹁
自
動
車
運
送
業

分
野
﹂
が
追
加
さ
れ
︑
同
分

野
に
お
け
る
特
定
技
能
所
属

機
関
に
課
さ
れ
る
条
件
と
し

　

な
お
︑
認
証
事
業
者
の
情

報
は
︑
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
Ｈ
Ｐ
、
二

次
元
コ
ー
ド
︶

の
﹁
認
証
事

業
者
の
検
索

サ
イ
ト
﹂
お
よ
び
﹁
認
証
事

業
者
の
一
覧
﹂で
公
表
さ
れ
る
︒

て
︑
同
制
度
の
認
証
を
取
得

す
る
こ
と
が
設
定
さ
れ
て
い

る
︒

　

認
証
の
取
得
に
は
審
査
料

と
登
録
料
が
必
要
と
な
る

︵
表
２
︶︒
な
お
︑認
証
段
階
︑

申
請
方
法
に
よ
り
料
金
に
適

用
さ
れ
る
割
引
額
が
異
な
る

た
め
︑
詳
細
は
申
請
案
内
書

で
確
認
の
こ
と
︒

　

な
お
︑
同
制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
は
︑公
式
Ｈ
Ｐ
を
参
照
︒

　

　
﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
（
正
式

名
称
:
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認

証
制
度
）﹂
は
︑
職
場
環
境
改
善
に
向
け

た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
の
取
り
組

み
を
﹁
見
え
る
化
﹂
す
る
こ
と
で
︑
求

職
者
の
運
転
者
へ
の
就
職
を
促
進
し
︑

各
事
業
者
の
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
た
制
度
で
す
（
認
証
実
施
団
体
:

︹
一
財
︺
日
本
海
事
協
会
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
︒

職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
「
見
え
る
化
」

職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
「
見
え
る
化
」

求
職
者
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
就
職
を
促
す

求
職
者
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
就
職
を
促
す

1
制
度
創
設
の
背
景

求
人
票
で
の
ア
ピ
ー
ル
や
求
人
票
作
成
支
援

求
人
票
で
の
ア
ピ
ー
ル
や
求
人
票
作
成
支
援

監
査
や
補
助
金
で
も
優
遇
措
置
あ
り

監
査
や
補
助
金
で
も
優
遇
措
置
あ
り

3
認
証
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

初
め
て
の
申
請
は
「
一
つ
星
」
か
ら

初
め
て
の
申
請
は
「
一
つ
星
」
か
ら

登
録
証
書
の
有
効
期
間
は
原
則
２
年
間

登
録
証
書
の
有
効
期
間
は
原
則
２
年
間

4
申
請
手
続
き

改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
を
３
段
階
評
価

改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
を
３
段
階
評
価

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
3434
社
が
「
三
つ
星
」
に

社
が
「
三
つ
星
」
に

2
同
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方

☆☆☆「三つ星」申請
・申請期間：2024 年 5月 31日まで（終了）
・審査結果通知書の発行：2025 年 2月上旬以降
・登録証書の発行：2025 年 3月以降順次発送
・認証事業者のホームページでの公表：2025 年 3 月以降
順次掲載

・登録証書の有効期間：発行日（2025 年 3 月 1 日以降）
より 2027 年 3月 31日まで

☆「一つ星」・☆☆「二つ星」申請
・申請期間：2024 年 7月 1日〜 9月 15日
・審査結果通知書の発行：2024 年 12月下旬以降
・登録証書の発行：2025 年 2月以降順次発送
・認証事業者のホームページでの公表：2025 年 1 月下旬
以降順次掲載

・登録証書の有効期間：発行日（2025 年 2 月 1 日以降）
より 2027 年 3月 31日まで

２
０
２
４
年
度
「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
申
請
案
内

申
請
期
間
三
つ
星
申
請
…
５
月
31
日
で
終
了

一
つ
星
・
二
つ
星
申
請
…
７
月
１
日
～
９
月
15
日

表１ 認証事業者数
（トラック運送事業者）

一つ星 1,520

二つ星 948

三つ星 34

合計 2,502
※令和 6年 4月 5日時点

図 2　申請スケジュール

日本海事協会
旅費実費については、合格とならなかった場合および登録が行われなかった場合もお支払いいただきます。

か

表２　審査料と登録料

図 1

令和６年度「働きやすい職場認証制度」
認証取得費助成事業を実施します！

　全日本トラック協会では、令和 6年度「働きやすい職場認証制度」認証
取得費助成事業を実施します。
　これは、都道府県トラック協会会員事業者が、運転者不足に対応するた
めの総合的な取り組みの一環として、国が創設した「働きやすい職場認証
制度（正式名称：運転者職場環境良好度認証制度）」の認証取得（新規認証
または継続申請）をした場合、その費用の一部の助成支援を行うものです。

■助成対象
　事業者が負担した、同制度の認証取得にかかる以下の費用の一部
①新規認証取得（上位認証取得を含む）にかかる審査料・登録料
②同意認証継続にかかる審査料・登録料
③「三つ星」の新規認証取得にかかる審査料・登録料
※前年度（5年度）に認証申請した分についても、助成の対象となる。

■助成額
①＝ 30,000 円を上限
②＝ 20,000 円を上限
③＝ 50,000 円を上限

■問い合わせ先
　・助成金の申請について
　　各都道府県トラック協会（二次元コード）
　・事業内容について
　　（公社）全日本トラック協会　経営改善事業部
　　電話 03-3354-1056

全ト協
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安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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▼
５
月
の

連
休
中
に

東
京
・
神

田
神
保
町

界
隈
の
古
書
店
巡
り
を
し
ま
し
た
︒

個
性
派
揃
い
の
古
書
店
は
︑
店
内
に

入
る
と
︑
古
き
良
き
時
代
の
﹁
昔
の

本
屋
﹂
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
︒
▼
何

軒
か
古
書
店
を
覘
い
た
後
に
︑
一
息

つ
く
た
め
︑
す
ず
ら
ん
通
り
の
ビ
ル

３
階
に
あ
る
喫
茶
室
﹁
ｂ
ｉ
ｓ
！
﹂

に
入
り
ま
し
た
︒
店
内
は
﹁
パ
リ
の

隠
れ
家
﹂
に
迷
い
込
ん
だ
印
象
が
あ

り
︑
長
居
を
し
た
く
な
る
と
て
も
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
し
た
︒
店
内
の

入
口
付
近
に
は
古
書
が
置
か
れ
︑
カ

ウ
ン
タ
ー
脇
の
ケ
ー
ス
内
に
は
様
々

な
洋
菓
子
が
あ
り
ま
し
た
︒
店
主
に

聞
く
と
︑﹁
洋
菓
子
は
お
店
を
持
た
な

い
個
人
の
パ
テ
ィ
シ
エ
が
自
慢
の
品

を
並
べ
て
い
る
﹂
と
の
こ
と
で
し
た
︒

あ
ま
り
見
た
こ
と
の
な
い
洋
菓
子
の

中
か
ら
﹁
リ
ス
川
の
そ
よ
風
﹂
と
言

う
ケ
ー
キ
を
注
文
し
ま
し
た
︒
時
間

が
止
ま
っ
た
よ
う
な
空
間
の
中
で
︑

本
棚
か
ら
気
に
な
る
１
冊
の
本
を
取

り
出
し
て
︑
読
書
に
没
頭
し
ま
し
た
︒

▼
そ
の
後
︑
ビ
ル
の
１
階
に
降
り
て
︑

﹁
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ 
青
熊
書
店
﹂
に

入
り
ま
し
た
︒
店
内
の
壁
に
は
小
さ

く
仕
切
ら
れ
た
書
棚
が
た
く
さ
ん
あ

り
︑
中
央
受
付
に
は
店
主
の
ご
夫
婦

が
立
ち
︑
案
内
・
会
計
を
し
て
い
ま

す
︒
店
主
に
店
名
の
由
来
を
聞
く
と
︑

ご
夫
婦
が
青
森
県
と
熊
本
県
出
身

で
︑﹁
北
と
南
に
位
置
す
る
両
県
の
土

地
の
空
気
や
気
風
を
感
じ
て
ほ
し

い
﹂
と
︑
両
県
に
関
係
す
る
本
が
所

狭
し
と
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
書
店
の
中
で
︑
私
が
特

に
気
に
な
っ
た
の
は
︑
入
口
付
近
の

両
側
に
小
さ
く
仕
切
ら
れ
た
書
棚
ス

ペ
ー
ス
で
す
︒
そ
の
一
棚
一
棚
の
ス

ペ
ー
ス
は
︑
個
人
が
ひ
と
月
い
く
ら

で
店
主
か
ら
借
り
て
︑
自
身
の
所
蔵

す
る
本
を
自
分
で
定
価
を
付
け
て
売

っ
て
い
る
の
で
す
︒
本
屋
の
中
に
個

人
の
小
さ
な
本
屋
が
存
在
す
る
ユ
ニ

ー
ク
さ
に
︑
思
わ
ず
﹁
凄
い
斬
新
な

企
画
だ
﹂
と
呟
い
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

▼
各
々
の
ス
ペ
ー
ス
を
見
る
と
︑
出

展
者
の
好
き
な
作
家
や
ジ
ャ
ン
ル
が

垣
間
見
え
︑
人
生
観
が
浮
き
彫
り
に

な
る
よ
う
で
す
︒
私
は
︑
そ
の
中
か

ら
寺
山
修
司
の
随
筆
集
を
見
つ
け
購

入
し
ま
し
た
︒
何
と
価
格
は
２
５
０

円
と
︑
か
な
り
割
安
で
し
た
︒
▼
個

人
の
書
棚
を
興
味
深
く
見
て
い
る

と
︑
店
主
の
奥
様
が
き
て
︑﹁
あ
な
た

も
出
展
な
さ
る
？
﹂
と
聞
い
て
き
ま

し
た
︒
共
同
型
書
店
の
意
味
が
少
し

づ
つ
理
解
出
来
ま
し
た
︒
こ
の
古
書

店
は
︑
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
﹁
本
﹂
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
︒
▼
現
代
は
︑
様
々
な
広

報
媒
体
が
あ
り
︑
手
に
と
っ
て
本
を

読
む
傾
向
が
自
然
と
薄
れ
て
き
ま
し

た
︒
気
軽
に
読
め
る
小
さ
な
文
庫
本

は
︑
鞄
の
中
で
待
機
す
る
私
の
人
生

の
羅
針
盤
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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電
波
の
不
正
利
用
は
、

電
波
法
違
反
！

令
和
６
年
度
「
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

　

総
務
省
で
は
︑
６
月
１
日
㈯
~
10

日
㈪
の
期
間
を
﹁
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
﹂
と
し
て
︑

電
波
利
用
環
境
保
護
に
関
す
る
周
知

啓
発
活
動
を
集
中
的
・
重
点
的
に
実

施
す
る
︒
同
強
化
期
間
は
︑
昭
和
52

年
度
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
︑
令
和
６
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は﹁
守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル
﹂︒

同
省
で
は
同
期
間
中
︑
屋
外
広
告
媒

体
︑
専
門
紙
等
に
よ
る
周
知
・
啓
発

の
ほ
か
︑
関
係
団
体
へ
の
ポ
ス
タ
ー
︑

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
︑
ま
た
︑
自

治
体
や
関
係
団
体
の
広
報
誌
等
を
活

用
し
た
周
知
・
啓
発
な
ど
を
行
う
︒

　

さ
ら
に
︑６
月
の
１
か
月
間
は
︑﹁
不

法
及
び
違
反
無
線
局
対
策
強
化
期

間
﹂
と
し
て
︑
良
好
な
電
波
利
用
環

境
の
実
現
を
推
進
し
て
い
く
︒

　

同
省
で
は
︑﹁
電
波
は
︑
警
察
や

消
防
・
救
急
︑
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
︑

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
な
ど
︑

社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
使
わ
れ
て

お
り
︑
暮
ら
し
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に

も
︑
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
使
用
し
て

ほ
し
い
﹂
と
呼
び
か
け
て
い
る
︒

総 務 省

　

令
和
４
年
︑
全
ト
協
は
︑

２
０
３
０
年
度
を
目
標
に
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で

﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂

を
目
指
す
た
め
︑﹃
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
﹄

︵
二
次
元
コ

ー
ド
②
︶
を

策
定
︒
同
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
て
業
界
全
体

で
取
り
組
み
︑﹁
２
０
３
０
年

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
を
︑

２
０
０
５
年
度
比
で
31
％
削

減
す
る
﹂
と
い
う
メ
イ
ン
目

標
の
下
︑
３
つ
の
サ
ブ
目
標

を
設
定
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
︑
全
ト
協
︑
都
道
府

県
ト
協
の
３
者
が
具
体
的
な

目
標
に
向
け
て
行
動
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒

　

３
つ
の
サ
ブ
目
標
の
う
ち

の
１
つ
で
あ
る
﹁
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
全
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
共
通
で
取

り
組
む
﹃
行
動
月
間
﹄
を
設

定
す
る
﹂
の
一
環
と
し
て
︑

全
ト
協
で
は
６
月
を
緑
化
︑

省
エ
ネ
︑
ゴ
ミ
削
減
︑
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
環
境
保
全
に
係
る

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す

る
際
に
︑環
境
を
考
慮
し
て
︑

必
要
性
を
よ
く
考
え
︑
環
境

へ
の
負
荷
が
で
き
る
だ
け
少

な
い
も
の
を
選
ん
で
購
入
す

る
こ
と
を
い
い
︑
平
成
13
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
﹁
グ
リ

ー
ン
購
入
法
（
国
等
に
よ
る

環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
）﹂
で
は
︑

国
等
の
機
関
に
グ
リ
ー
ン
購

入
を
義
務
付
け
る
と
と
も

に
︑
地
方
公
共
団
体
や
事
業

者
に
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
グ
リ
ー
ン
購
入
に
努
め
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
会
員
事
業

者
に
対
し
︑
で
き
る
だ
け
環

境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
も
の

を
購
入
す
る
な
ど
し
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

こ
と
す
べ
て
が
対
象
と
な
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環

境
月
間
﹂
に
設
定
︒
同
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
︑
３
段
階
の
メ
ニ
ュ

ー
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
な
行
動
例
を
示
し
て
お
り
︑

﹁﹃
事
務
所
﹄で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
﹂

と
名
付
け
た
﹁
Ｂ
:
運
送

事
業
以
外
で
取
り
組
む
地
球

温
暖
化
対
策
メ
ニ
ュ
ー
﹂︵
表
︶

で
は
︑
事
務
所
な
ど
で
の
節

電
︑
移
動
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
削
減
︑﹁
グ
リ
ー
ン
購

入
﹂
の
推
進
な
ど
を
提
案
し

て
い
る
︒

　
﹁
グ
リ
ー
ン
購
入
﹂
と
は
︑

表　運送事業以外で取り組む地球温暖化対策メニュー

　

国
土
交
通
省
は
、
物
流
の
持
続
的
な

成
長
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行
商
慣
行

を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
是
正

し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
健
全
な

事
業
運
営
の
た
め
に
必
要
な
運
賃
を
収

受
で
き
る
環
境
整
備
等
を
図
る
観
点
か

ら
、「
標
準
的
な
運
賃
・
標
準
運
送
約

款
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
会
」の
提
言

︵
令
和
５
年
12
月
15
日
公
表
︶
を
踏
ま

え
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
︵
平
成

元
年
法
律
第
83
号
︶
第
10
条
第
３
項
等

に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
公
示
し
て
い

る
「
標
準
運
送
約
款
」
に
つ
い
て
、「
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
」︵
令
和
６
年
国
土
交

通
省
告
示
第
２
１
０
号
︶
に
よ
り
改
正

を
行
っ
た
。
改
正
さ
れ
た
標
準
運
送
約
款

︵
６
・
７
面
に
全
文
︶
は
、
令
和
６
年

６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

改
正
さ
れ
た
標
準
運
送
約
款
の
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
通
り
。ま
た
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
・
二

次
元
コ
ー
ド
）
で
も
確

認
で
き
る
。

　

改
正
前
の﹁
標
準
運
送
約
款
﹂︑

﹁
軽
運
送
約
款
﹂
で
は
︑
適
正
な

運
賃
・
料
金
の
収
受
を
目
的
と
し

て
︑
待
機
時
間
︑
附
帯
業
務
等
が

具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
た
一
方
︑

﹁
積
込
み
﹂﹁
取
卸
し
﹂
等
の
業

務
は
︑﹁
第
２
章 

運
送
業
務
等
﹂

に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
︑

運
送
業
務
と
荷
待
ち
・
荷
役
作
業

等
の
運
送
以
外
の
業
務
の
区
切
り

が
不
明
確
で
あ
っ
た
︒
こ
の
た
め
︑

﹁
積
込
み
﹂︑﹁
取
卸
し
﹂
等
の
運

送
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
は
︑﹁
第

２
章 

運
送
業
務
等
﹂
か
ら
分
離

し
︑
第
３
章
を
﹁
積
込
み
又
は
取

卸
し
等
﹂
に
改
め
た
上
で
︑
当
該

章
に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
と
し

た
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
の
運
送
以
外

の
業
務
が
契
約
に
な
い
も
の
で
あ
っ

た
場
合
︑
当
該
業
務
の
対
価
を
負

担
す
る
主
体
に
つ
い
て
も
不
明
確

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
運
送
以
外
の
業
務
を

引
き
受
け
た
場
合
︑
契
約
に
な
い

も
の
を
含
め
︑
対
価
を
収
受
す
る

旨
を
規
定
し
た
︒▽︹
関
係
条
項
︺

標
準
運
送
約
款
（
第
61
条
）︑
軽

運
送
約
款
（
第
59
条
）

　

改
正
前
の﹁
標
準
運
送
約
款
﹂︑

﹁
軽
運
送
約
款
﹂
で
は
︑
荷
送
人

に
よ
る
運
送
の
申
込
み
や
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
よ
る
運
送
の
引

受
け
に
つ
い
て
は
︑
明
確
な
規
定

が
な
か
っ
た
︒
こ
の
た
め
︑
運
送

を
申
し
込
む
荷
送
人
︑
運
送
を
引

き
受
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

「
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
」
等
の
一
部
改
正

「
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
」
等
の
一
部
改
正

令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
施
行

令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
　　
物
流
の
持
続
的
な
成
長
を
確
保
す
る
た
め
に

物
流
の
持
続
的
な
成
長
を
確
保
す
る
た
め
に

１
．
１
．��

荷
待
ち
・
荷
役
作
業
等
の
運
送
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

荷
待
ち
・
荷
役
作
業
等
の
運
送
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

の
明
確
化
等

の
明
確
化
等

２
．
２
．��

運
賃
・
料
金
、
附
帯
業
務
等
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付

運
賃
・
料
金
、
附
帯
業
務
等
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付

５
．
５
．��

運
賃
・
料
金
等
の
店
頭
掲
示
事
項
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

運
賃
・
料
金
等
の
店
頭
掲
示
事
項
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　

改
正
前
の
﹁
標
準
運
送
約
款
﹂

等
で
は
︑﹁
受
付
日
時
﹂︑﹁
個
人

を
対
象
と
し
た
運
賃
・
料
金
等
﹂︑

﹁
保
険
料
率
等
﹂
に
つ
い
て
は
︑

店
頭
に
掲
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
が
︑
こ
れ
ら
の
事
項
を
既
に

自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
掲
載

し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

も
多
く
存
在
す
る
︒
ま
た
︑
特
定

の
場
所
に
お
い
て
書
面
で
掲
示
さ

れ
て
い
た
事
項
に
つ
い
て
︑
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
等
を
可
能

と
し
︑
利
用
者
利
便
の
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
︑﹁
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
を
図
る
た
め
の
規
制
改
革
を

推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

４
．
４
．��

中
止
手
数
料
の
金
額
等
の
見
直
し

中
止
手
数
料
の
金
額
等
の
見
直
し

送
の
中
止
を
し
た
と
き

は
︑
中
止
手
数
料
を
請
求

し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
が
︑
実
勢
に
応
じ
て
︑

当
該
中
止
手
数
料
の
金
額

等
を
見
直
す
こ
と
と
し
た
︒

　

具
体
的
に
は
︑

・ 

運
送
引
受
書
に
記
載
し
た
集
貨

予
定
日
の
前
々
日
に
運
送
の
中

止
を
し
た
と
き
は
︑
当
該
運
送

引
受
書
に
記
載
し
た
運
賃
・
料

金
等
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

・ 

運
送
引
受
書
に
記
載
し
た
集
貨

予
定
日
の
前
日
に
運
送
の
中
止

を
し
た
と
き
は
︑
当
該
運
送
引

受
書
に
記
載
し
た
運
賃
・
料
金

等
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

・ 

運
送
引
受
書
に
記
載
し
た
集
貨

予
定
日
の
当
日
に
運
送
の
中
止

を
し
た
と
き
は
︑
当
該
運
送
引

受
書
に
記
載
し
た
運
賃
・
料
金

等
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

を
そ
れ
ぞ
れ
収
受
で
き
る
こ
と
と

し
た
︒
▽
︹
関
係
条
項
︺
標
準
運

送
約
款
（
第
38
条
）︑
軽
運
送
約
款

（
第
38
条
）

形
成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
﹂（
令
和
５
年
法
律
第
63

号
）
に
よ
り
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
が
改
正
さ
れ
︑
令
和
６
年
４

月
１
日
よ
り
︑
常
時
使
用
す
る
従

業
員
の
数
が
20
人
を
超
え
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
は
︑

原
則
と
し
て
︑
個
人
を
対
象
と
し

た
運
賃
・
料
金
等
を
店
頭
で
の
掲

示
に
加
え
︑
自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
も
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
︑
運
賃
・
料
金

等
の
店
頭
掲
示
事
項
に
つ
い
て
︑

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
場
合

が
あ
る
旨
を
規
定
し
た
︒

は
別
添
の
様
式
︵
上
記
二
次
元
コ

ー
ド
参
照
︶
を
例
示
と
す
る
︒
▽

︹
関
係
条
項
︺標
準
運
送
約
款（
第

６
条
及
び
第
７
条
）︑
軽
運
送
約
款

（
第
６
条
及
び
第
７
条
）

　

改
正
前
の﹁
標
準
運
送
約
款
﹂︑

﹁
軽
運
送
約
款
﹂
で
は
︑
利
用
運

送
を
行
う
場
合
が
あ
る
旨
は
規
定

さ
れ
て
い
た
が
︑
利
用
運
送
が
行

わ
れ
た
場
合
で
も
荷
送
人
が
実
運

送
事
業
者
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
︒
こ
の
た
め
︑
利
用

運
送
を
行
う
元
請
運
送
事
業
者

は
︑
当
該
運
送
の
全
部
又
は
一
部

に
つ
い
て
運
送
を
行
う
実
運
送
事

業
者
の
商
号
・
名
称
等
を
荷
送
人

に
通
知
す
る
旨
を
規
定
し
た
︒
ま

た
︑利
用
運
送
に
係
る
費
用
は
﹁
利

用
運
送
手
数
料
﹂
と
し
て
収
受
す

る
旨
を
規
定
し
た
︒
▽
︹
関
係
条

項
︺
標
準
運
送
約
款
（
第
17
条
）︑

軽
運
送
約
款
（
第
17
条
）

　

改
正
前
の
﹁
標
準
運
送
約
款
﹂

﹁
軽
運
送
約
款
﹂
で
は
︑
荷
送
人
が
︑
貨
物
の
積
込
み
の
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
っ
た
日
の
前
日
ま
で
に
運

３
．
３
．��

利
用
運
送
を
行
う
場
合
に
お
け
る
実
運
送
事
業
者
の
商
号
・

利
用
運
送
を
行
う
場
合
に
お
け
る
実
運
送
事
業
者
の
商
号
・

名
称
等
の
荷
送
人
へ
の
通
知
等

名
称
等
の
荷
送
人
へ
の
通
知
等

は
︑
そ
れ
ぞ
れ
運
賃
・
料
金
︑
附

帯
業
務
等
を
記
載
し
た
書
面
（
電

磁
的
方
法
を
含
む
︒）
で
あ
る
運

送
申
込
書
︑
運
送
引
受
書
を
相
互

に
交
付
す
る
旨
を
規
定
し
た
︒
な

お
︑
運
送
申
込
書
︑
運
送
引
受
書

　

国
は
６
月
５
日
を
﹁
環
境
の
日
﹂
と
定

め
︑
環
境
省
で
は
こ
の
日
を
含
む
６
月
を

﹁
環
境
月
間
﹂
と
し
て
︑
毎
年
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
︒
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
６
月
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環

境
月
間
﹂に
設
定
し
︑﹁
グ
リ
ー
ン
購
入
﹂︑

緑
化
︑
省
エ
ネ
︑
ゴ
ミ
削

減
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
︑

環
境
保
全
に
係
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る

（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）︒

「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
に

「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

６
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環
境
月
間
」

６
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環
境
月
間
」

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０



（第3種郵便物認可）令和6年（2024年）6月1日 第2240号

令和 5 年中の死亡・重傷事故の合計
件数は 1,062 件、死者数・重傷者数
の合計は 1,137 人で、「トラック事業
における総合安全プラン 2025」の目
標である「970 人」を達成できてい
ない。

令和７（2025）年の目標値：死亡者数と重傷者数の合計 970 人以下 / 飲酒運転人身事故件数ゼロ （いずれも軽貨物を含まない）

 「 「トラック事業における総合安全プラン 2025」目標値と現況トラック事業における総合安全プラン 2025」目標値と現況

事故類型別（車両相互・人対車両）事故類型別（車両相互・人対車両）

交差点における死亡・重傷事故（対歩行者交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）・対自転車別）

交通事故統計分析結果交通事故統計分析結果〔発生地別〕〔発生地別〕
（
概
要
）

（
概
要
）

大　型：  ６件 
中　型： 2件
準中型： 2件
普　通： 0件

61件
11件
  5 件
  0 件

大　型：  33 件
中　型：  14 件
準中型：  11 件
普　通：    3 件

大　型：    25 件
中　型： 　  7 件
準中型： 　15件
普　通：  ４件

大　型：  
中　型：11件
準中型：   7 件
普　通：   5 件

8 件
4件
5件
1件

大　型：7件
中　型：7件
準中型：4件
普　通：2件

1861

33

77

51

10

※

※発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む

10 件

　

444件
42%

144件
13%

146件
14%

104件
10%

224件
21%

交差点一その他

死亡・重傷
事故件数
1,062件

（2023年1～12月）

追突

交差点一対自転車

大　型：  車両総重量 11t 以上
中　型：  7.5t 以上 11t 未満
準中型：  3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：  3.5t 未満
※軽自動車は含まない

車両区分の解説

交差点一対歩行者
その他

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上

の事業用トラックを対象

への全ト協助成事業実施中

AI機能を備えた
「側方衝突監視警報装置」

ch

eck

掲示用

この交通事故統計は、警察庁が公表した令和5年中における事業用トラック（軽貨物を含まない）が第１当事者となる交通事故を、事故類型別、車両区分別等、多角的視点から分析したもの。
こうした分析結果をもとに、同種事故の再発防止に向けた取り組みを強化しましょう。

事業用トラックが第１当事者となった死亡・重傷事故事業用トラックが第１当事者となった死亡・重傷事故令和5年中令和5年中

追越・追抜追越・追抜

その他その他

進行中進行中

駐・停車中駐・停車中

右折時衝突
39

48
4

正面衝突
21
17

1 

すれ違い時等衝突
8
7

1 

追越・追抜・
進路変更時衝突等

66
34

2 

0 20 40 80 12010060
（件）

大型
中型
普通

追
突
追
突

追越・追抜追越・追抜

追越・追抜時衝突追越・追抜時衝突

その他その他

進行中進行中

駐・停車中駐・停車中

出会い頭衝突出会い頭衝突

その他その他

進路変更衝突進路変更衝突

すれ違い時衝突すれ違い時衝突

左折時衝突左折時衝突

右折時衝突右折時衝突

横断時衝突横断時衝突

転回時衝突転回時衝突

後退時衝突後退時衝突

正
面
衝
突

正
面
衝
突

33 

34 

34 

44

97

73

145

118

106

20

3 

3 

4 

2 

12

13

12

10

0 50 100 200150
（件）

一般道路（高速道路等以外）一般道路（高速道路等以外）
高速道路等高速道路等

追
突
追
突

3 

6 

車両単独

死亡・重傷事故件数
1,062件

（2023年1～12月）

0.4%
路上停止中 0.4%

路上横臥中
その他

死亡・重傷

車両相互

53

772

車両単独

53
人対車両

死亡・重傷
車両相互 772
人対車両

対面通行中 6
背面通行中 17

横断中 154
路上遊戯中 0
路上作業中 18
路上停止中 4
路上横臥中 14

その他 27
240

240

その他
28

3
30

横断歩道横断歩道・・
横断歩道横断歩道
付近の横断中付近の横断中

路上作業中・停止中

路上横臥中

その他

0 10 20 40 605030
（件）

大型
中型
普通

車両相互■車両相互（762件） ■人対車両（247件）

■人対車両（240件）

人対車両
762

（71.8%）
247

５３

332332

115115

118118

1414
405405
大型大型

中型中型

中型中型

追突追突
5

106
113

左折時衝突左折時衝突
69

274

0

出会い頭衝突出会い頭衝突 63
9

61
4

その他
の

横断中
23

8

6

14
11

40

16

50

5
0

0

7

20

対面・背面通行中 23
18

1 

1 

247

死死死死死死死死死死死死亡死死 ・重傷事故
1,062件

（2（（ 023年1～

332332332

40540405405
大型大大型大型

中型中型中型

6
71.8%）

故件数
件
12月）

1151115

11811118118

1441414

中型中型中型

2

252525普通普通普通

（23.3％）

普通普通普通

「車両相互」が最も多く 762 件（71.8
％）、次いで「人対車両」が 247 件（23.3
％）。

■「車両相互」
車種別でみると、大型は「追突」（113
件）と「左折時衝突」（69 件）が、
中型は「追突」（106 件）と「出会い
頭衝突」（63 件）が多い。

■人対車両
どの車種でも「横断歩道・横断歩道
付近の横断中」が突出し、「その他の
横断中」と合わせた「横断中」合計
が「人対車両」全体の 5割強を占める。

事業用トラックが第１当事者となる
交差点における死亡・重傷事故（394
件）は、追突事故（224 件）の１.8 倍。

■「左折時」：9割近くが対自転車（77
件）。対歩行者の 6割、対自転車の 8
割近くが大型車。

■「右折時」：８割近くが対歩行者（61
件）。対歩行者の 5割強、対自転車の
4割強が大型車。

■「直進時」：6割以上が対自転車（51
件）。対自転車の 5割近くが大型車。

出典：（公財）交通事故総合分析センター「車両相互」での第2当事者となる「車両」には、道路交通法上の「軽車両」である自転車等を含む

出典：（公財）交通事故総合分析センター

2010 2011 2012

死者数＋重傷者数 出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」飲酒運転人身事故件数
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事業用トラック 1 万台当たりの死者
数と重傷者数の合計は 8.6 人で、目
標である「6.5 人」を 2.1 人上回って
いる。

飲酒運転による人身事故件数は 23件
と、「プラン 2025」スタート以来の
最高値となり、危機的状況にある。
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